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　　　はじめに




　こんにちは、矢野俊策やの・しゆんさくと申します。

　初めての方はどうかこれからよろしくお願いします。何度目かの方はいつもありがとうございます。




　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス』のリプレイとなっております。

　───と言っても、何のことやらわからないという方もいらっしゃると思います。ですので、ここで少し説明をさせていただきます。




　まず、〝ＴＲＰＧ〟とは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟というアナログゲーム（電子機器を必要としないゲーム。トランプなど）の略りやく称しようです。

　ＲＰＧ（ロールプレイング・ゲーム）という単語を知っているという方なら多いかもしれません。

　ＲＰＧとは『ドラゴンクエスト』や『ファイナルファンタジー』などに代表される、コンピューターゲームの一ジャンルとして使われている言葉で、ゲーム中のキャラクターを操って、物語や冒険を楽しむタイプのゲームを指します。

　それらのゲームと同じように、ＴＲＰＧはひとりのプレイヤーが一キャラクターを担当し、ひとつの仮想世界の中で遊ぶゲームです。

　集まった人間のうち、ひとりは〝ゲームマスター（以下、ＧＭ）〟と呼ばれる役を担当し、そのＧＭが用意してきたシナリオの中に、他のプレイヤーはそれぞれのキャラクターで参加し、会話やダイスによってゲームを進行させていきます。




　そのＴＲＰＧのひとつが『ダブルクロス　The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』です。

　これは、私、矢野俊策がデザインし、本書と同じく富士見書房から発売になっています。

　本書は、このゲームを遊んだ風景を物語形式で説明する〝リプレイ〟と呼ばれる形態をとっています。




　さらに言えば、本書は『ＤＸ２』をさらに発展させて遊んだものでもあります。

　本書掲載の二編のリプレイは、ゲームフィールドから発売されたサプリメント（追加のデータや要素を盛り込んだ本）のひとつ、『アルターライン』を使用したものとなっています。この本では、『ＤＸ２』を使用して、平安時代や大規模ネットワークゲーム内での冒険が楽しめるようになっています。

『アルターライン』や本書で使用されているルールに関しては、巻末の付録記事をお読みください。




　それでは本文をお楽しみください。

　ふたつの非日常にまつわる物語があなたを待っています───。











































　今は昔……

　現うつつと幻げん想そうが分かたれる前の物語

　京の闇やみは、当然のように怪かい異いに満ちていた。

〝鬼おに〟。

　みずからの愛あい憎ぞう怨えん怒どから生まれた怪異を

　人々はそう名付け恐おそれていた。







　　　PREPLAY




ゲームマスター（以下ＧＭ）：はい、みなさんこんにちは。

　これより『ダブルクロス The 2nd Edition』のセッションを開始します。

　本日のセッションはいつもの現げん代だい日本とは趣しゆ向こうを変えて、古代日本の平安京を舞ぶ台たいにします。つまり『アルターライン』で紹しよう介かいされた「平安京物ものの怪け録」をステージに用いるのです。プレイヤーのみなさんにはあらかじめ伝えてありますが、改めてよろしくお願いします。

　それでは早速、各ＰＣの自じ己こ紹介に移うつりましょう。




ＰＣ①：「山神の使い」

山住忠朝やまずみ・ただとも

キュマイラ／キュマイラ

　幼おさない日の思い出の地になんて戻もどるものじゃないな。童わらべのころには見えなかった物事が見えちまって、幻げん滅めつするのがオチだ。

　記き憶おくの中では賑にぎわい、華はなやかだった京は、本当は寂さびれた地ち域いきも多く、物盗りはおろか鬼や物の怪までが跳ちよう梁りようする土地だった。なのにこうした危き険けんから俺おれたち坂東武む者しやが守っている公く卿ぎようは、武ぶ士しを教養と礼れい儀ぎに欠けた東とう夷いと蔑さげすみ、門番同然に扱あつかう。

　成人して戻ってみれば、京は武士にとって住み易やすい所じゃなかった。

　この分ではあの方も……。

　俺の名は山住忠朝。武蔵の国は多摩の山深き里の住人だ。

　山住一門の嫡ちやく男なんである俺は、何の因いん果がか生まれながらに山ノ主の金色の片かた目めと神通力を授さずかっていた。古い土地神と契ちぎりを結び、数十年にひとり一族の者を差し出す代わりに、その加か護ごを得ている豪ごう族ぞく。それが山住の一門だ。俺のように印しるしを備そなえた者は、いずれ狼おおかみに姿すがたを変えて深山に分け入り、山ノ主の使いとなるんだそうな。

　神……と呼んでも化生の類たぐいと大差はない。俺はいずれ物の怪になる人ひと身み御ご供くうの身なのさ。半ば宿命と諦あきらめていた。だが偉えらい陰おん陽みよう師じに相談してみよと親父おやじどのに勧すすめられ、一いち縷るの望みを抱いだいてかつて住んだ京に戻ってきたというわけだ。

　ただひとり……あの方との思い出だけを覚えている京の都に。




忠朝：シンドロームはキュマイラ／キュマイラ。イニシアティブは７。二十代前半の男で、若わか々わかしい武者だ。体たい格かくは普ふ通つうで、武士としてはちょっと小こ柄がらなほう。ワークスとカヴァーは〝検け怪が異い使し〟／〝武士〟になる。

ＧＭ：神通力というのは、狼に変じる力？

忠朝：ああ。山ノ主の力を引き出して百人力の怪力を振ふるう。弓ゆみや刀かたな槍やりも人並なみに扱うが、本当は組み打ちのほうが得意だ。この時代の戦記ものの表ひよう現げんに「首を捻ねじ切る」ってのがあるが、俺はそれを文字通り素す手でのまま出来るんだ。

ＧＭ：本来は、短刀で喉のどをかき切ってから首を取るものですからね。

忠朝：けどな。神通力に頼たよれば頼るほど山神の使い……すなわち狼へと心身が変へん容ようしていく。だからなるべく使いたくないが、まあ合戦ともなればそうもいっていられないな。山神に魅み入いられた〝印〟として、生まれつき片目が金のオッドアイになっていて、感かん情じようが激げきすると右手から獣けものの爪つめがはえてくる。

ＧＭ：性せい格かくはどんな感じかな？

忠朝：山ノ主の影えい響きようを受けて激はげしい面もあるが、普ふ段だんは落ち着いている方だな。ただやっぱり無教養な坂東武者だから、雅みやびな会話なんてできないし、敬けい語ごも苦手だ。

ＧＭ：なるほど。都の貴き族ぞくの引き立てを得て、官位という箔はくを授さずかるために上京した地方武士の嫡男。だが実は、手て後おくれになる前に山神の呪のろいから逃のがれる術すべを探さがす目的を持っていると。それでワークスが検怪異使なのかな？

忠朝：縁ゆかりのある五ご条じよう権ごんの大だい納な言ごんさまの門を叩たたいたところ、調べさせるゆえに、算段がつくまで手のものとして働け、と申し付かった。なんでも俺のように目に見えぬものを見て、聞こえぬ音を聞く者が集まり、都の夜を百ひやつ鬼き夜行から守るのが検怪異使とか。

ＧＭ：次に現げん在ざいのロイスを申しん告こくしてください。

忠朝：まずは〝上司／五条権大納言〟。感情はポジティブの〝信しん頼らい〟とした。

　次が遊びで〝親友／坂さか田たの金きん時とき〟。いわゆる足柄山の金太郎だ。山の獣を従したがえて育ち、山やま姥うばの子といわれるあいつは俺の同類だな。なので感情はポジティブの〝友情〟。

ＧＭ：ああ、金太郎は山姥に育てられて、最後には山に帰ってしまいますからね。確たしかに似ているところはあるね。

忠朝：最後が〝ライバル／山ノ主〟で、感情はネガティブの〝厭けん気き〟。一門繁はん栄えいのためとはいえ、人身御供になるのは真っ平御ご免めんだ。

ＧＭ：忠朝のシナリオ・ロイスは、「香かおる子こ（Ｐ憧どう憬けい／Ｎ厭気）」、都に住む公く家げの姫ひめです。

忠朝：憧憬というのはどんな関係だ？

ＧＭ：幼よう少しようのころに交流があったという設せつ定ていにしたいのですが。

忠朝：じゃあ俺がまだ幼いころ、上じよう洛らくした親父どのが香子さまのお屋や敷しきを警けい護ごしていたとする。その際さい、幼い俺も屋敷の一角に住んでいたというのはどうだろう。

ＧＭ：悪くないですね。それでいきましょう。香子は昔から変わった姫で、身分違ちがいの忠朝とも親しく遊んでいたわけです。

忠朝：本当に型破やぶりの姫なんだな。俺の金目を見ても嫌きらわないなんて。

ＧＭ：父が任にん期きを終えるとあなたも武蔵の山やま奥おくに帰り、成人したいま懐なつかしい京に帰ってきたわけです。

忠朝：香子との関係は難むずかしいな……。子こ供どものころならともかく、いずれ化け物になると知った身じゃあ、うかつに名乗るわけにもいかないぜ。




ＰＣ②：「月つく読よみの姫」

十い六ざ夜よい姫ひめ

エンジェルハィロゥ／オルクス

　十六夜姫。この平安の都で、妾わらわはそう呼よばれております。

　やんごとなき血を引く義ぎ理りの父母に引き取られた妾は、賀茂川沿ぞいの大たい層そうなお屋敷で幸福に育てられました……けれど流行はやり病やまいで養父母が相次いで亡なくなると、隆りゆう盛せいした一族はたちまち没ぼつ落らくしてしまったのです。そりゃもう物もの凄すごい勢いきおいでね。

　広い屋敷が残されたのだけど、収入の道がなければ先細るばかり。手入れの行き届とどかなくなった屋敷は、いつしか荒あれ果て、狐こ狸りの類たぐいが跳ちよう梁りようするお化け屋敷へと変へん貌ぼうしてしまったんです。爺じいやの話では、人呼んで賀茂川の動物荘しよう園えんだとか……まったくうまく言ったものよね。

　あっと。コホン。

　けれどこんな破やれ屋敷の生活も、捨すてたものではないんですよ？　野草が気ままに生おい茂しげり、動物が遊びに来る庭から眺ながめる月の美しさといったらないし、何より自由なのが素す晴ばらしい。乳母うばや爺やは心配して早く結けつ婚こんしろとうるさいんですけど。

　それに結婚したくてもできぬ秘ひ密みつの事情もあります。実は妾は、この京の……いえ日の本の国の生まれじゃないんです。

　あの遠く輝かがやく月。月世界の都こそが、妾の本当の故こ郷きようなの。そして使命を果たした暁あかつきには、天人である妾は月に帰らねばならない。この身に宿る光の力はその証あかし。だからどの殿との方がたにも心を寄よせるわけにはいかないんですよ。




ＧＭ：…………。

十六夜姫：シンドロームはエンジェルハィロゥ／オルクス。イニシアティブは12。年ねん齢れいは十代前半で、まだ幼おさないといっていい少女よ。髪かみ上あげの儀ぎ式しきも済んでいない幼い姫が屋敷の主だとかいう不都合は、オルクスの力で覆おおい隠かくしているというとこかな。

ＧＭ：なるほど。周囲に来た者は、不自然を感じないよう、認にん識しきをすり替かえられてしまうわけですね。

十六夜姫：そうそう。だけど子供の髪型（禿かむろ）なのに大人の服（女によう房ぼう装しよう束ぞく）を着て、童わらべの年齢なのに姫の如ごとく振ふる舞まう。その神しん秘ぴ的な印象が残るので、不思議で奇き妙みような姫だとほとんどの貴き族ぞくから敬遠されてます。

　ワークスとカヴァーは姫／没落貴族の娘むすめですけど、その本ほん質しつは月世界からの使者という設定。モチーフは、もちろんかぐや姫。

ＧＭ：なんだかすごいの来たなぁ……。その月世界の天人が、なぜ地上に降おりてくることになったのですか。

十六夜姫：私は月の帝みかどの血に連なる姫なのですけど、直ちよつ系けいの一族から重大な罪つみを犯おかした者が出たの。それに連れん座ざして、地上に送られた。けど善ぜん行こうを積んで罪ざい業ごう消しよう滅めつすれば、それだけ一族の刑けいも短く解とけ、みんなで月世界に帰れることになっています。

ＧＭ：平たくいえば島流しですね。

十六夜姫：だから最近は、相あい棒ぼうである小こ狐ぎつねの山やま吹ぶきを連れて、夜な夜な京を見回っています。静かな月夜を血で汚けがす妖よう怪かいや怪かい異いを鎮しずめるために。

ＧＭ：うーん、最初はびっくりしましたが、よく考えると良家の姫君の割には自由に行動できそうな様子ですね。わかりました。

　それでは現げん在ざいのロイスをどうぞ。

十六夜姫：姫としてのロイスは、〝肉親／月世界の父親〟。感かん情じようはポジティブの〝懐かい旧きゆう〟。

　幼少期のロイスは、〝家臣／翁おきな〟。感情はポジティブの〝誠せい意い〟。

ＧＭ：親代わりの爺やのことですね。

十六夜姫：そして最後のロイスは、〝友人／藤ふじ原わらの道みち長なが〟。感情はポジティブの〝感服〟。両親が健在の時代からの顔見知りで、可愛かわいがられていました。いまも年齢が離はなれているにもかかわらず、親交があります。私の力を見ても動じない肝きもの据すわった方ですよ。

　十六夜姫が、勝手きままに振舞えるのは、あの方の口くち添ぞえのおかげでもあるんです。権けん力りよく者のマブダチは便利ですからねー。

ＧＭ：まだ子供同然の身で藤原道長がマブですか。この時期だと太だ政じよう大だい臣じんくらいかな。

十六夜姫：会うたびに、私が大人びていると可笑おかしがっているのが、ちょっと気に食わないんですけど。ま、仕方ないか。

ＧＭ：十六夜姫のシナリオ・ロイスは、「光の君（Ｐ好奇心／Ｎ恐きよう怖ふ）」です。あなたの後見人になろうと申し出てきた若わかい貴族です。美形で、家いえ柄がらも申し分ない人物です。もっとも、その話は断ことわってしまうのですが。

十六夜姫：後見人とはいうけど、要するに愛人になれってことでしょ、これ？

ＧＭ：常じよう識しき的てきに判はん断だんするなら、そういう意図があってもおかしくないですね。

十六夜姫：一体どこから私のことを聞きつけたかは知りませんけど。いきなり申し入れてきたのは、我わが家やの格が目当てだからに違ちがいないわ。そんなの気に入らない。だから光の君と申す方には、きっぱりお断りの返歌を送りました。失礼よね、大体。

ＧＭ：妙齢の姫がひとりで生きていくのは難しいですからね。普ふ通つうはどうしても庇ひ護ご者が必要になります。で、光の君がそこに入り込もうとしてきた、と見えたわけですか。

十六夜姫：そもそも、私には誰だれになびくつもりもありませんから。
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ＰＣ③：「冥めい府ふに下った男」

小お野のの影かげ光みつ

ブラム＝ストーカー／サラマンダー

　臣の名は……小野影光。京の陰おん陽みよう寮りように属ぞくする陰陽師じのひとり。幼きころに大病を患わずらって生死の境さかいをさまようこと七日七夜。しかし苦しんだ覚えはない。あるのは、ただ高貴な冥官に案内されて冥府を巡めぐり、命ぜられるまま死者の魂たましいを裁さばく手伝いをした記き憶おくだけだ。それ以来さ。現世において、影光が鬼おにを見るようになったのは。

　陰陽の道に踏ふみ込んだのは、それがきっかけよ。いやな、別れしなに、冥官からよく働いた褒ほう美びにと、様々な術じゆつの手ほどきを受けたのさ。鬼き神しんや天神と通じ、天命を読み、霊れい鬼き・疫えき神じんを使し役えきする数々の秘法をな。だが最後の生死を自在にする法だけが、どうしてもものにできなんだのさ。

　悔くやしくてな。賀か茂もと安あ倍べの門を叩き、師事した。安倍晴せい明めいどのによれば、その冥官は小お野のの篁たかむら……影光の曽そう祖そ父ふにあたる方ではないかということだった。生前には生きながらにして毎夜冥府に赴おもむき、閻えん魔ま大王の副官を務つとめたとされている異人だそうな。

　陰陽の顕けん職しよくは賀茂と安倍家に占しめられておるが、それはかまわぬ。影光は、心残りの生と死の秘ひ密みつを解き明かせればそれでよい。もとより小野一門は、求道者を生む一族。この道を極きわめるのもまた一いつ興きようよ。




影光：シンドロームはブラム＝ストーカー／サラマンダー。イニシアティブは10。年ねん齢れいは二十代後半で、ワークスとカヴァーはどちらも陰陽師さ。異界と近しい家系に生まれた、天てん賦ぷの才を持つ陰陽師というあたりになるかな。

ＧＭ：実力は京随ずい一いちの陰陽師というところか。

影光：ふ。安倍晴明どのが健在なうちは、なかなかそうはいかない。あのお方は、いまが絶ぜつ頂ちよう期きのはずさ。それに影光は、必ずしも陰陽の道に拘こだわってはおらぬ。密もやれば、呪じゆ禁きんも修おさめる。陰陽師と名乗るには、いささか外れた面もあるのさ。なにせ呼よび出す式神は、不ふ動どう尊そんの姿すがたをしておるしな。

ＧＭ：小野一族と小野篁って、どんな人たち？

影光：小野一門は、遠い祖先に小野妹いも子こを持つ、古い豪ごう族ぞくの家系だ。だがその栄光も今は昔。昨今では藤原氏に押おされてめっきり影かげが薄うすいな。

ＧＭ：ああ、なるほど。遣けん隋ずい使しで有名な小野妹子の血けつ統とうですか。名門だ。

影光：小野篁は嵯さ峨が天皇の御み代よの前後に生きた官人で、天才的な歌人、文人としていまも名高い。公く家げとしては珍めずらしく武ぶ芸げい百ひやつ般ぱんに長じてもいた。遣唐副使の座ざを蹴けったり、異母妹と恋こい仲なかになったり、あるいは閻魔大王の宮きゆう廷ていで冥官を務めていると噂うわさされたりと、奔ほん放ぽうで得体の知れない異い人じんであったという。影光の曽祖父にあたる方だ。

ＧＭ：なるほど。二人の超ちよう人じんに師事した若わかき俊しゆん才さいですね。将しよう来らいは晴明を超こえるのではないか、と噂されていそう。

影光：晴明どのとは、いささかこみ入った間柄でな。影光に難むずかしい案あん件けんばかりを回して試ためされる。見事に捌さばけるか、それとも諸もろ手てを挙げて降こう参さんするか。言葉にはせぬが、あの方のいささか意地の悪い遊ゆう戯ぎよ。

　ふ。降参して見せればそれで済すむのだが、この影光も強ごう情じよう者ものでな。

ＧＭ：老いた達人と、若き天才の静かな意地の張はり合いですか。なかなか面おも白しろい関係ですね。ではロイスを教えてください。

影光：まずひとつ目は〝師し匠しよう／安倍晴明〟。感かん情じようはポジティブの〝感服〟。晴明どのの技ぎ量りようはさすが当代一。けれどお互たがい天賦の才を持つ変わり者ゆえ、どうしても打ち解とけられぬ一線があるのだよ。

　幼よう少しよう期のロイスは〝師匠／小野篁〟。感情はポジティブの〝尊そん敬けい〟で、祖として師として尊敬している。

　最後の青年期は〝恩おん人じん／八百比び丘く尼に〟。感情はポジティブの〝憧どう憬けい〟だ。

ＧＭ：影光のシナリオ・ロイスは、「京に巣くう鬼（Ｐ執しゆう着ちやく／Ｎ隔かく意い）」です。影光はオープニングで、ある貴き族ぞくから仕事を依い頼らいされます。そのターゲットがこの鬼なんです。

　現げん在ざいの時代は、藤原道長が氏の長者になった前後で、いよいよ藤原一門が我わが世の春を謳おう歌かしようとしている、そんな時期をイメージしてください。安倍晴明は、時の権けん力りよく者しやである藤原道長と深く繫つながっていますので、その線から依頼が回ってきたのでしょうね。

影光：陰陽道も、いよいよ賀茂・安倍両家による家元化が進む時代だな。影光のように、家いえ柄がらだけはよいくせに陰陽寮に入っている変わり者は、さぞや目め障ざわりだろうさ。晴明どのはともかくとして、余よの者どもがな……わずらわしいことよ。




ＰＣ④：「五月の鷹たか」

嵯さ峨が童どう子じ

ブラックドッグ／ノイマン

　我わが輩はいは嵯峨童子。

　遥はるかなる西せい域いきより、この東の果ての国に辿たどりついた聖せい杯はい探たん求きゆうの騎き士し。

　最初の探たん索さくにおいて、我われは探索を言い出した騎士でありながら、聖杯の影かげさえ摑つかむことができず、いたずらに敬愛する叔父おじ上の騎士たちを傷きずつけるに終わった。

　戦いくさに傷つき、息絶たえんとする床とこで、我はそれまでの強情と罪つみを悔くい、聖杯探求に失敗した不名めい誉よを深く恥はじた。

　そのとき、奇き跡せきが起こった。聖せい霊れいの力によって我輩の魂たましいは死にゆく肉体から解き放たれ、愛用の鎧よろいに宿ったのだ。我輩は愛あい剣けんガラティンを手に、人知れず再さい度どの聖杯探索に旅立った。

　それから気が遠くなるような歳さい月げつが過すぎた。聖杯に繫がる手がかりになりそうな伝説があれば、最果ての地にでも赴おもむき、捜さがし求めた。三角形の巨きよ大だいな遺い跡せきが立ち並ならぶ砂さ漠ばく、ヴェールを被かぶった女たちが歩き、奇き妙みような形けい状じようの尖せん塔とうが立ち並ぶ大都市、柔にゆう和わな顔の巨きよ像ぞうが見守るその前で、剃てい髪はつした僧そうたちが伏ふし拝おがむ異教の大寺院。

　しかし聖杯はどこにも見当たらない。ついに行き詰づまったかと思われたとき、大陸の東ひがし端はしの大国で、我輩はさる男から奇妙な噂を聞いた。この国のさらに東に、海を隔へだてた島国がある。キリストはその地で死んだと。ならば聖杯もその地にあるのかも知れぬ！　そう考え、我輩は船に乗り込んで海を渡わたった……。




嵯峨童子：……そして五百年余が過ぎた。まだ聖杯は見つからないが、我輩は確かく信しんしている。

　聖杯はこの国にあると！

ＧＭ：……。

忠朝：ええっと。これって平安ダブルクロスのリプレイだよな？

十六夜姫：……負けましたー。いろんな意味で（がっくり）。

影光：これはまた……すごいのがきたものよ。ハンドアウトのワークス指定は何だ？

嵯峨童子：物ものの怪け以外にありえまい。

　シンドロームはブラックドッグ／ノイマン。イニシアティブは７。年ねん齢れい不ふ詳しよう。外見はチェインメイルと兜かぶとが、中身が空くう洞どうなのに勝手に動いているというもの。

　実は鎧の内側には電光でできた霊体が詰つまっていて、それが鎧を動かしているのだ。

忠朝：そろそろ正体を明かしてくれよ。

嵯峨童子：うむ！　我輩の正体は、アーサー王伝説のサー・ガウェインのなれの果てである。聖杯探索を続けるため、肉体から離はなれた魂こん魄ぱくだけが世界中を旅しているのだ。

　こんな芸当が可か能のうなのは「平安京物怪録」専せん用ようのエフェクトである《生いき霊りよう化》のおかげよ。だから我輩の肉体は、いまもアヴァロンの地で目覚めることのない眠ねむりについていることになる。

ＧＭ：あまりのことにちょっと言葉を失ってしまいましたが、一いち応おうルール的な裏うらづけはあるんですね。それで、キリストが日本で死んだというのはどういう意味ですか？

嵯峨童子：聖徳太子は幼よう名みようを厩うまや戸どの皇おう子じというではないか。厩で生まれた尊い人とあれば、キリストであろう。その伝説を聞いて、中国から船に乗って渡と海かいしたのよ。そして長年かけて飛鳥周辺の地域を調べ上げ、いまは平安京に棲すみついておる。

ＧＭ：な、なるほど……。

十六夜姫：納なつ得とくしていいのか悪いのか。

嵯峨童子：このような姿すがたとはいえ、我輩は聖杯探索の騎士。聖杯は世せ俗ぞく的な欲よく望ぼうを捨すてた、心正しい騎士にしか身を委ゆだねぬ。

　よって我輩はワークスが物の怪であるが、弱者を傷きずつける真似まねは一いつ切さいせぬ。神を敬うやまい、騎士道に法のつとって行動する。その先にこそ、聖杯はあるのだ。よろしいですかな、ＧＭ。

ＧＭ：よ、よろしいです。いえ、了りよう解かいしました。では現在のロイスを教えてください。

嵯峨童子：まずは〝主君／アーサー〟で、感かん情じようはポジティブで〝尽じん力りよく〟。もはや説明無用！　アヴァロンにおわす我が叔父にして主君。必ずや聖杯を手にして誓ちかいを成じよう就じゆさせて見せましょうぞ。

　次は〝ライバル／ランスロット〟。アーサー王伝説では、ガウェインは湖水の騎士を尊そん敬けいしつつも、不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきとして争い、最後には再ふたたび和わ解かいするのだ。感情はもちろんポジティブの〝感服〟だ。

忠朝：ノリノリだな……。

嵯峨童子：最後は〝ライバル／酒しゆ吞てん童子〟。感情はネガティブの〝不安〟と決めました。

ＧＭ：シナリオ・ロイスは、「京の闇やみに潜ひそむ物の怪（Ｐ親近感／Ｎ憎ぞう悪お）」、京を騒さわがす物の怪に敵対する動機を与あたえるものです。嵯峨童子ならば問題なく憤いきどおってくれるでしょう。

嵯峨童子：もちろんですとも。我わが輩はいは騎き士しでありますぞ。

ＧＭ：それを聞いて安心しました。

嵯峨童子：その上で、ひとつ頼たのみがあるのだが……。我輩の現うつし身みであるところのチェインメイルは、実は「平安京物怪録」ではなく、「ロストエデン」のデータを流用しているのです。無理を承しよう知ちで、これをこのまま使わせてはもらえませぬか？

ＧＭ：（データを確かく認にんして）このくらいならばいいでしょう。許きよ可かします。
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ＧＭ：さて、自じ己こ紹しよう介かいが終わったところでイニシアティブの高い順にＧＭの左へと席を座すわりなおしてください。十六夜姫、小野影光、嵯峨童子、山住忠朝の順番です。……ありがとう。

　次に全員、このセッションの情じよう報ほう技ぎ能のうとして、〈都：１レベル〉をレコードシートに書き写してください。

嵯峨童子：終わりましたぞ。

ＧＭ：それでは仕上げに、ＰＣ間ロイスの取得といきましょう。できればポジティブで取得してくれると助かります。

忠朝：俺おれは十六夜姫へのロイスだな。案外難むずかしいものだな。幼おさななじみは香子がいる上に、平安京には最近来たんだし。

十六夜姫：検け怪が異い使しは都に住む見けん鬼きの才を持つ者をかなりの数把は握あくしているし、時には協力を求めることもあるんじゃなかったっけ。それならば、何かの一いつ件けんで私の屋や敷しきを訪たずね、出会ったことにしては？

忠朝：そうか。じゃ動物や物の怪の遊ぶ破やれ屋敷に、故こ郷きようの山と同じような懐かしさを抱いだいて、主あるじである十六夜姫に好感を抱いたことにする。感情はポジティブの幸福感。

十六夜姫：私は影光どのへのロイスだね。うーん、それじゃあポジティブの尊敬にします。最近知り合ったんですけど、卓たく抜ばつした異能の才に恐おそれ入ったと。

影光：いいだろう。嵯峨童子へのロイスは、ポジティブの好奇心で取りたい。明らかに生死の律りつを破った嵯峨童子は、影光にとって興きよう味み深い者。それを可か能のうとしている秘ひ術じゆつを解とき明かしたいと願っているのさ。

嵯峨童子：最後の我輩は、忠朝へのロイスか。……なるほど。礼れい儀ぎはまだまだだが、良き騎士となる資し質しつ十分と見た。見所のある青年よ、とポジティブの好意で結ぶ。我輩が男の美学を教えて進ぜよう。

忠朝：男の美学……か。







表記について　本書では『ダブルクロス』をＤＸ、『ダブルクロス The 2nd Edition』をＤＸ２と省略して表記する場合がある。

ステージセッティング：平安京　ＧＭおよびプレイヤーの誰も平安時代のエキスパートではないため、このリプレイでは各々の平安のイメージに合わせてロールプレイを行なっている。なお、シナリオの背景年代は詳細には決定されていない。藤原道長が確固たる権力を持ち、有名な陰陽師として安倍晴明が活躍していることから、11世紀頃であろうと思われる。

ＰＣの作成　今回のＰＣは、ハンドアウトを選んだプレイヤーが、それをもとにデータを作成し、その後ライフパスを決定しながら、ＧＭと相談して調整するという方法で作成した。

　各ＰＣに配られたハンドアウトの概略は次のようなものである。

ＰＣ①用　ロイス：香子（Ｐ：憧憬／Ｎ：不安）　カヴァー／ワークス：武士／検怪異使

　幼いころ交流のあった香子と、検怪異使として再会。彼女はキミの護衛対象である。

ＰＣ②用　ロイス：光の君（Ｐ：好奇心／Ｎ：恐怖）　カヴァー／ワークス：姫／指定なし

　貴族の娘であるキミに、後見人になろうという人物が現れた。それが光の君。だが、ゆえあってこの話を断わった。

ＰＣ③用　ロイス：都に巣くう鬼（Ｐ：執着／Ｎ：隔意）　カヴァー／ワークス：陰陽師／指定無し

　陰陽師であるキミに仕事が舞い込んできた。都に出没する女をさらう鬼を退治するのだ。

ＰＣ④用　ロイス：京の闇に潜む物の怪（Ｐ：親近感／Ｎ：憎悪）　カヴァー／ワークス：指定なし／物の怪

　キミはこの京の闇に潜む物の怪の中でも、力のある存在だ。最近、キミの縄張りを荒らす不届きな物の怪がいる。

型破りな姫　平安時代の女性はほとんど家を出ず、十二単に身を包み、地にするほど長い髪を伸ばしている。これが我々の持つ、平安貴族の姫の姿のイメージである。しかし、忠実に平安の姫を演じると、ＴＲＰＧのキャラクターとしては活躍できない。いや、登場や他のキャラクターとの会話すらままならないものとなってしまう。したがって、どうしてもＰＣをはじめとする姫たちは「変わった型破りな姫」となってしまう。

　だが、これを気にする必要はない。そもそも『ダブルクロス』というゲームのＰＣは全員ふつうの人間ではない。それは平安京ステージにおいても同様だ。

　少なくとも「見鬼の才」を備えており、通常の社会の枠からは微妙にはみ出してしまうことは覚悟しなければならないのだ。

太政大臣　人身として最高の位、従一位。藤原道長が太政大臣となったのは寛仁元年（一〇一七）の十二月のことである。

十六夜姫の後見人　十六夜姫のように親を失い、家が没落した姫のところにはいい縁談は来ない。平安の頃の結婚とは妻の家の後ろ盾をえて婿が出世する、その結果として妻の家も繁栄するという性質を持つ。出世のための支援を得られない姫のところに通う公達はいないのである。

小野篁（八〇二～八五二）　歌人として知られ、同じく歌人として知られる小野小町の祖父に当たる。六尺（180cm）を超える長身の美男子であったという。

陰陽の顕職　陰陽師で名前が知られるような地位。この場合は陰陽博士、天文博士、陰陽頭などを意味する。これらの職は、平安後期では安倍家もしくは賀茂家の人間にしか、務めることはできなかった。

サー・ガウェイン（？？？～五四二？）　オークニーのロット王の息子、母親はアーサーの異母姉モルゴース、４人の弟ガヘリス、ガレス、アグラヴェイン、モードレット（アーサー王の息子）がいる。円卓の騎士の中でも中心人物のひとりで『サー・ガウェインと緑の騎士』『サー・ガウェインの結婚』などさまざまな伝説、物語が残っている。

チェインメイル　ＤＸ２には、ステージごとに使用できるアイテムと使用できないアイテムが決まっている。特に、ＭＭＯＲＰＧを舞台にした「ロストエデン」のアイテムは他のステージで使用することはできない。

　だから、嵯峨童子のプレイヤーは自分のキャラクターを表現するために、このデータが必要だと思い、ＧＭに許可を求めた。結果は見ての通りである。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆童わらべ友とも達だちなりし人


Scene Player ──── 山住忠朝






　山住忠朝は、京へのぼってきていた。

　五条権ごんの大だい納な言ごんに仕え、検怪異使として働く多た忙ぼうな日々。

　その合間に、京での唯ゆい一いつの思い出、香子の面おも影かげを確たしかめたくなかったわけではない。

　しかし懐なつかしい楓かえで屋敷から、忠朝の足は遠のいていた。友といっても本当に幼い頃ころの話、もとより身分違ちがいなのだ。田舎いなか武ぶ士しの子と遊んだことなど、姫ひめは覚えていないのではないか……。いやそれ以上に、いずれ化生となって消え去るこの身が近付くのも煩わずらわしかろう……。

　そう斜はすに構かまえても、懐かしさは募つのるばかり。いや、せめてご機き嫌げん伺うかがいぐらいは……幾いく度どもそう思い直したが、いざとなると気き後おくれからずるずると先延のばしにしてしまう。けれどそんな迷まよいの日々も、五条権大納言の思わぬ命令で、終わりを告げた。

「忠朝よ。高こう貴きな姫君ばかりが攫さらわれている件については聞いていますね。四条の楓屋敷に香子という姫がいらっしゃいます。そちが姫の身辺をお守りなさい」

　もう避さけることはできなかった。




ＧＭ：まず最初のオープニング・シーンは、山住忠朝からになります。

　忠朝は、検怪異使の総そう元もと締じめである五条権大納言に呼よび出され、屋敷に参上しました。そして香子という姫の護ご衛えいを命じられたわけです。五条権大納言は忠朝と香子の間にかつて交流があったことなど知りませんから、これはまったくの偶ぐう然ぜんです。

忠朝：検怪異使が身辺警けい護ごしなけりゃいけない事じ情じようとはどういうことだ？　香子の身が危あぶないのか？

ＧＭ：実はいま、京では妙みよう齢れいの姫が襲おそわれる怪事件が繰くり返し起こっているんです。香子が狙ねらわれるという確かく証しようがあるわけではありませんが、大分風変わりな姫であるために、家族がお目付け役兼けん護ご衛えいとして検怪異使の手を借りたいと申し出てきたそうです。

忠朝：それで怪事件ってのは……。

ＧＭ：京で起きている怪事件は、どうも鬼おにの仕し業わざと噂うわさされている様子ですね。これ以上のことは、他のＰＣのオープニングで説明されますから。

忠朝：なるほど。そういうことなら仕方がないな。どうにも気が進まないが、香子の住む屋敷に向かうとするか。

ＧＭ：では忠朝は、懐かしい屋敷の門前に立っています。庭に、見覚えのある楓の木が広々と枝えだを張はっているのを見て、忠朝は香子と遊んだ日々の記き憶おくを鮮せん明めいに思い出しました。かつて住んだ屋敷に違いありません。

　季節は夏の盛さかり。旧きゆう暦れきの七月ですから、現在の暦こよみではほぼ八月ですね。

忠朝：「景色だけは何も変わらない……か」楓の木をじっと眺ながめてから、気を取り直して門番に来らい訪ほうを告げよう。「五条権大納言様から申し付かり参上した、山住忠朝と申す者だ。お取次ぎを願いたい」

ＧＭ：忠朝はシーンに登場したので、最初に侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

忠朝：１Ｄ10を振ふって……侵蝕率が４上がった。

ＧＭ：「検怪異使の方か。お役目ご苦労に存ぞんずる。どうぞお通りください」

　検怪異使は、職しよく務むの必要性せいから身分に関かかわりなくどこにでも入れる権けん限げんを与あたえられているんですよ。ですから門番は、何の問題もなく忠朝を通してくれます。

忠朝：ああ、そういえばそうだったっけ。

ＧＭ：屋敷には武士たちが詰めていますから、人間向きの警けい備びは万ばん全ぜんです。けれど化け物の類たぐいに対する備そなえはないようです。それを知る警備の武士の長は、丁てい寧ねいに「よろしくお頼たのみいたす」とあなたに頭を下げました。

忠朝：検怪異使ってのは、随ずい分ぶん待たい遇ぐうがいいんだな。少し印象が変わったよ。

ＧＭ：それともうひとつ。万が一があった場合、詰めている武む者しやはエキストラなので、役に立つのは忠朝だけです。

忠朝：わかったよ。責せき任にん重大だな。屋や敷しきの間取りはおぼろげに覚えているだろうから、香子に挨あい拶さつするため庭に回ろう。

ＧＭ：庭に入って、縁えん側がわから中の様子を窺うかがうと、立りつ派ぱな衣い裳しようを着た姫君が座ざ敷しきに座すわっているのが見えました。どうやら姫は側に控ひかえるおばさんの女官に、文もん句くをいっているようです。

「こう屋敷の中にばかり閉とじ込こめられては退たい屈くつでかないませぬ。どうして外に出てはいけないのじゃ」

忠朝：「失礼ながら……」と膝ひざをつきながら、そちらに声をかける。「このたび五条権大納言様の申し付けにより、香子さまの身辺警護に参上いたしました山住忠朝でございます。よろしくお見知りおきを」

ＧＭ：すると座敷の姫君が立ち上がり、縁側までするすると出てきます。美しく成長し、大人の衣裳と髪かみ型がたになっているものの、その面おも影かげは確たしかに香子のものです。

ＧＭ／香子：「おお、権大納言様から派は遣けんされてきた武者ですね」そして振ふり返り「これで安心であろう。このお方がいれば、どんな怪かい異いも私に近ちか寄よることはできぬ」と告げると、香子はお付の女によう房ぼうを下がらせました。

忠朝：下げてしまうのか！

ＧＭ：はい。本来なら名家の姫は直ちよく接せつ武士と話をすることはないのですけれどね。忠朝が検怪異使で、また香子自身が変わり者なので、気さくに語りかけてきます。

「わたくしが香子です。これからよろしく頼みますぞ。して忠朝の生国はどちらじゃ？　いずこから京に参ったのです」

忠朝：「武蔵国は多摩の出です。山深き里に生れ育ちました」

ＧＭ／香子：「おお、武蔵の山里か！　では、山の神に会ったことはありますか？」

忠朝：「山の神……でございますか……」どう答えるべきか一いつ瞬しゆん迷まよって、目をしばたくとしよう。なんで姫ひめがその話を知っている？

　昔、俺自身が話したのか？

ＧＭ：そのへんは後で回想シーンをやりますので、とりあえずいまは知っている、ということで進めてください。

忠朝：了りよう解かいした。いくら子こ供どものころとはいえ簡かん単たんに自分の秘ひ密みつを話すとは思えないから、相当仲が良かったんだろうな。けど、昔の話をすべきかどうかは、少し反はん応のうを見て決めよう。どうも俺が誰だれだか気付いていないようだしな。

ＧＭ／香子：「ふーむ。やはりないか。いろいろな者に聞いておるが、いままで山の神の話をしてくれた者はひとりしかおらぬ……」そして、唐とう突とつに話題を変えます。「ところで忠朝。いま京で噂になっている怪異について知っておりますか？」

忠朝：「なにぶんにも京に赴ふ任にんして日が浅いので、噂話程てい度どにしか」

ＧＭ／香子：「なんでも見目麗うるわしき娘むすめが正体不明の賊ぞくに攫さらわれ、無む惨ざんに殺されておるとか。しかも賊は、どうも物ものの怪けらしいとのもっぱらの噂です」

忠朝：「は。なにやら恐おそろしい話ですな」

ＧＭ／香子：「わたくしはこの件けんに興きよう味みがあります。そこで仔し細さいを調べるつもりなのです。忠朝にも手伝ってもらいますよ」

忠朝：「いや、香子さま。それは危き険けんです！」おいおい、ちょっと待ってくれよ。なんて無む茶ちやな姫君だ。

ＧＭ／香子：「？　検怪異使を差し向けてもらったのも、そもそもそのためではないか」

忠朝：「そんな話はうかがっておりませぬ……私が命じられたのは、姫の身辺をお守りしろという一事のみです」

ＧＭ／香子：「忠朝がいれば安全でしょう。明日から京の町に出かけるとしますよ？」

忠朝：「それは……」

ＧＭ：香子はにこっと微笑ほほえんで、「さがってよろしい。今日はゆるりと休むように」と話を打ち切ります。察しの通り、彼女は忠朝が幼おさななじみとは気付いていないようです。

忠朝：うーん。じゃあ、かすかに寂さびしげな表ひよう情じようを浮うかべてから面おもてを上げ、正面から香子の目を見て礼をする。そして退たい出しゆつ。

十六夜姫：ほー。さりげなく金目を強調して自じ己こアピールですねー。

ＧＭ：忠朝が立ち去った後、遠くに控えていた女官が戻もどってきて、香子に声をかけます。「あの武ぶ士しどのは、片かた目めの色がずいぶん変わっておりますなぁ」それを聞いた香子は、ハッと気付いたかのように慌あわてて振ふり返りますが、庭にはあなたの姿すがたはもうなかった。

　そこで香子はしばしに思案した後、囁ささやくように詠うたいました。




「めぐりあひて　見しやそれとも　わかぬ間に　雲くも隠がくれにし　夜半の月つき影かげ」



















身分に関わりなくどこにでも入れる権限　たとえば殿上人でなくとも内裏に入ることができる。ただ、忠朝はその辺りには配慮している。庭から香子に声をかけるのはそれを表わす演出である。武士は社会常識的には身分が低いし、香子に仕えているわけでもないので、招かれない限り、屋敷に上がれないのである。

下げてしまうのか！　年頃の姫が仲立ちもなく男と会話する。ましてや御簾を上げて直接対面するなどあり得ないことなのである。忠朝はそのことに驚いている。

めぐりあひて……　『紫式部集』より。











◆Opening 02◆鋼はがねの鬼おに


Scene Player ──── 嵯峨童子






　夜空に瘦やせた月がかかり、弱々しい光を平安京に投げかけている数日後の夜。

　夏草が生おい茂しげる鴨川の河原かわらで、奇き怪かいな宴うたげが繰くり広げられていた。周囲に漂ただよう青白い鬼火のおかげで、河原のその一角だけがぽっかりと明るく見えている。

　すでにバラバラに裂さかれた若わかい姫の死体を囲んで車くるま座ざになっているのは、女房装しよう束ぞくを纏まとった五人の美び貌ぼうの女怪たちだった。河原がまるで宮中でもあるかのように優ゆう雅がに座り、談だん笑しようしあっている。

「……この腕うではどうでしょう？　なかなかにしなやかだと思いまするが？」

「いえいえ、あのお方は、もっと細い方がお好みのはず」

「なればこちらの目はいかがでしょう？」

　血と臓ぞう物もつの匂においの漂ただよう中、手に手に死体の部分を持ちながら笑いさざめき、品定めをしている女怪。凄せい絶ぜつな光景であった。

　だが……。

「魔ま女じよどもよ……我わが目前でそれ以上の狼ろう藉ぜきは許ゆるさぬ……」

　女怪たちの耳に、妙みようにくぐもった声が届とどいた。

「なにやつ！　姿をみせや！」

　気配を察した女怪たちが、一いつ斉せいにぐるりと頭を巡めぐらせ、近くの橋のたもとを睨にらむ。

　その瞬しゆん間かん、晴れているはずの夜空からカッと一条じようの雷らい光こうが降ふり注ぎ、耳をつんざく雷鳴とともに地を揺ゆるがせた。「ひっ」思わず視し線せんを逸そらした女怪たちが我われを取り戻したとき、雷に撃うたれた河原には、奇怪な鎧よろい武む者しやが仁に王おう立ちしていた。

「騎き士しとして、かかる非道を見み過すごすわけにはゆかぬ。魔女どもよ、嵯峨童子が、この上の冒ぼう瀆とくはさせぬぞ！」




嵯峨童子：雷光がきらめいたかと思うと、草むらの中に落ちていた金きん属ぞくの塊かたまりが、がしゃがしゃと音を立てながら立ち上がりますぞ。

　そこに現あらわれたのは、チェインメイルとヘルムを備そなえた騎士姿。だが本来なら素す顔がおの一部が覗のぞくはずの口元の部分には何も見えず、虚うつろな空くう洞どうが口を開けております。

十六夜姫：鴨川の橋のたもとに西洋の鎧武者の物の怪が出るなんて！　知らなかった……。

嵯峨童子：そして鎧と鎧の隙すき間まからぶわーっと蒸じよう気きが噴ふん出しゆつします。

ＧＭ：河原で何をしていたのですか？

嵯峨童子：その橋のたもとを仮かりの宿としていたのであります。丈たけの高い夏草に隠されて、女怪どもには我わが輩はいの姿が見えなかったのでしょうな。これ以上の冒瀆を許すわけにはいかぬ。愛あい剣けんガラティンを抜ばつ剣けんしよう。

ＧＭ：嵯峨童子が、がしゃがしゃと迫せまると、威い圧あつされた女怪たちは露ろ骨こつに狼ろう狽ばいします。

ＧＭ／女怪たち：「なにを小妖ずれが偉えらそうに！　下がっておれ、無礼者！」

「おまちください。あれは異い国こく渡わたりと噂うわさされている鋼の鬼ではありますまいか……確たしかその名は嵯峨童子……」

嵯峨童子：「左様！　我わが輩はいは嵯峨童子と呼よばれる者である。納なつ得とくいったら潔いさぎよく討うたれるがよい。それとも悔い改めるか！」

ＧＭ／女怪たち：「あなや！　おそろしや、おそろしや」

ＧＭ：女怪たちは嵯峨童子の戦意を見て取ったか、怯おびえた蜘蛛くもの子のように素す早ばやく散って逃にげようとします。

嵯峨童子：「ぬう？　逃げるかっ！」飛び込んで女怪のひとりを真っ向から斬きり伏ふせる。

ＧＭ：嵯峨童子が行動を起こした瞬間、それまで周囲を照らしていた青い鬼火がふっと消えました。一瞬の闇やみにまぎれて女怪たちは風のように飛び、思い思いの方向へと逃とう走そうします。後には嵯峨童子と若い女じよ性せいのバラバラの遺い骸がいが残されます。

嵯峨童子：ん。逃げ足だけは早いものよ。女怪は何をしていたのだ？

ＧＭ：どうも漏もれ聞いた話の内ない容ようからすると、女怪たちはその死体の各部分が美しいか美しくないか、吟ぎん味みしていたようですね。

嵯峨童子：「なんとむごたらしい！　いかな異国といえど、貴き婦ふ人じんにかような仕打ちは見み逃のがせぬ……」と十字を切ります。

ＧＭ：嵯峨童子が結んであるロイス〝縄なわ張ばりを荒あらす者〟の正体は、さっきの女怪たちだったようです。

嵯峨童子：探たん索さくの途と上じようではあるものの、我輩は女性へのこのような無礼を見過ごすわけにはいかぬ。「異教の貴婦人よ、貴女あなたの無念はこの私が必ず晴らしましょう……心安らかに眠ねむりたまえ」そして眼がん前ぜんに剣を立てて跪ひざまずき、頭こうべを垂たれます。「神よ……」

ＧＭ：わかりました。これであなたのシーンは終しゆう了りようです。

嵯峨童子：ではドーンとまた雷鳴が鳴る。鳴り終えたときには、嵯峨童子の姿すがたはその場から跡あと形かたもなく消えております。







◆Opening 03◆晴明の挑戦


Scene Player ──── 小野影光






「小野……影光先生でございますな」

「うむ。用よう件けんを述のべるがよい」

　ぱらり。顔も向けぬまま庭に控ひかえる男に返答しながら、影光は眼前の書の頁をめくって、漢語に目を走らせ続けた。

　夜半、人目を避さけて訪たずねてきた招まねかれざる客は、さる貴族に仕える郎ろう等とうだった。忍にん耐たい強そうな壮そう年ねんの郎等は、雑ざつな扱あつかいを受けても礼れい儀ぎ正しく用件を述べた。

　影光が書見台に向かいながら耳を傾かたむけたところによれば、要するに先日から神かみ隠かくしにあっていたその家の姫ひめが戻もどったらしい。ついては相談したいことがあるので、急ぎ来ていただきたい、という依い頼らいであった。

「相判わかった。では明日、出仕の後で参上いたすとご主人に伝えてくれ」

「いえ、小野さま。主人はいますぐお招きして参れと……」

「……のう。ご主人の姫ひめ御ごは、もうこの世の方ではあるまい。ならば急いだとしても詮せんなきこと。それに影光は少々多た忙ぼうでな」

　心中の秘ひ事じを言い当てられ、動どう揺ようする郎等の気配がありありと伝わってきた。だがそれで帰るかと思いきや、男はなお食い下がってきた。

「さすがは小野影光さま。どのようにしてお知りになられたかは存ぞんじませぬが、噂以上の験げん力りきにございます。なれど、こちらに安倍晴明様の推すい薦せん状じようがございます。曲げてまかりこし願えぬでしょうか」

　影光の柳りゆう眉びが動き、視し線せんがはじめて庭の方に向いた。縁えん側がわに置かれた書状の表には、確かに晴明紋もんが描えがかれていた。

　ほう、と軽く息を吐はいた影光は、ぱたりと書見台の書を閉とじた。唐とうから取り寄よせた書を読むのは後回しにせねばならないようだった。




ＧＭ：では小野影光の出番になります。

影光：登場による侵しん蝕しよく率りつ上じよう昇しようは10だ。いささか多いな。

ＧＭ：影光が案内された屋や敷しきには、何か不幸があったようで、家中が強い陰いん気きに満ちているのが見て取れます。

影光：それは影光の式がとうに教えてくれていたことだ。静かに門を潜くぐろう。

ＧＭ：すると屋敷の主とおぼしい老貴族が直々にあなたを出で迎むかえ、人ひと払ばらいをしました。

ＧＭ／老貴族：「小野殿。すでにご存知のようだが、神隠しにあっていた我が子が、見るも無む惨ざんな姿で見つかった。巷ちまたで噂うわさの鬼おにめに殺されたのじゃ」悲しみに髭ひげを震ふるわせ、さめざめと泣きながら、老貴族は懇こん願がんします。「どうか娘の仇かたきを取ってくれぬか」

影光：晴明様の口くち利ききとあれば断ことわるわけにもいかぬ。「心中お察しいたします。お慰なぐさめするため、影光の力を尽つくしましょう」

ＧＭ：老貴族は涙なみだながらに喜色を浮うかべます。「おお、引き受けてくれるか。ならば我わが家の恥はじを忍しのんで、娘を見ていただきたい」あなたは別室に案内され、娘の遺体を見せられます。

影光：拝はい見けんしよう。

ＧＭ：バラバラ死体にされていた姫の遺体は、できるだけ元通りに安置されている。けれど欠けている目玉だけは、どうしても見つからなかったそうです。

影光：「これは無惨な。して、姫はどのようにして攫さらわれたのですかな」

ＧＭ／老貴族：「外出中の姫が乗った車が奇き怪かいな黒雲に覆おおわれ、同時に中から姫の悲鳴が聞こえたそうな。そして雲が消えたとき、車中には姫の姿はなかった。十人の随ずい身しんを付けていたが、金かな縛しばりにあって誰一人身動きできなかったとは情なさけない……」

影光：なるほど。《ワーディング》と見てよさそうだな。

ＧＭ／老貴族：「ようやく娘の亡なき骸がらが右京の廃はい屋敷に散さん乱らんしているのが見つかったのは今日のことじゃ」

ＧＭ：陰おん陽みよう師じの身分はけっして高くはありませんが、掌しよう中ちゆうの玉である姫を殺された老貴き族ぞくは心底から悲ひ憤ふんしていて、影光に腰こしを低くして復ふく讐しゆうを頼たのみ込こんできます。

影光：ふ。合点がいった。これほどの通力を振ふるう鬼が相手ならば、晴明様がこの影光を指名したのもわかる。本来ならば陰陽寮りよう総そう出でで当たってもおかしくない相手。しかし晴明様に泣きついて助力を乞うのは面おも白しろくないというもの。ここは影光ひとりで退たい治じしてみせるしかあるまいな。

ＧＭ：なお影光は、妙みよう齢れいの姫が攫われて殺されるという事じ件けんが、この一件だけではなく他にも起こっているのを陰陽寮で聞き知っています。検怪異使や他の陰陽師も調査に乗り出していますが、ほとんど成果は上がっていません。







郎等　ろうどうともいう。武士で、主人とは血縁関係を持たない従者のこと。ちなみに血縁関係を持つ従者は家子（いえのこ）と読んで区別する。

晴明紋　晴明桔梗紋ともいう。いわゆる☆を一筆書きで書いたもの。呪術的シンボルとして有名である。

随身　お付きの従者。この場合は、護衛のこと。











◆Opening 04◆月を愛めでる姫


Scene Player ──── 十六夜姫






「今こ宵よいの月も良い塩あん梅ばいじゃな」

　その夜も、十六夜姫は縁側に出て、ぼうぼうと草で荒あれほうだいの庭を眺ながめながら、月を愛でていた。彼女の足元では、親友のやんちゃな小こ狐ぎつねが元気に跳はね回っている。

　天てん頂ちよう近くには慎つつましい姿すがたの七日月。

　月光浴のひと時だけが、十六夜姫が日々の煩わずらいから解き放たれる唯ゆい一いつの時間だった。

「お前はいつも気楽でよいのう」

　少女の顔で小狐と戯たわむれていた十六夜姫が、ふと衣きぬ擦ずれの音に気付いて視し線せんを上げると、いつの間にか庭にひとりの青年が立っていた。柔やわらかい月光に照らされた眉び目もく秀しゆう麗れいな顔かたちは、まさに絶ぜつ世せいの美形。身にまとう直衣のうしは豪ごう華かで、刀は金飾かざり。名家の公きん達だちであるとそれだけで察された。

「あなたはどなたですか？　うら寂さびれた屋敷に珍めずらしいお客様もあるものですね」

「はじめまして十六夜姫。私は光と申す者。そなたを迎むかえに参った」

　清すんだ声で自じ己こ紹しよう介かいされ、ようやく十六夜姫は納なつ得とくいった。公達は、先日後見人になろうと申し出てきた男だ。確たしか光の君……きっぱり断ことわったはずなのに。

　言葉を継つごうとして、十六夜姫は男からかすかに妙みような匂においが漂ただよっているのに気付いた。純じゆん白ぱくの貴公子に似につかわしくない、

　血の匂いだった。




ＧＭ：オープニング・シーンの最後は、十六夜姫です。

十六夜姫：登場による侵しん蝕しよく率りつ増ぞう加かは７になりました。それにしても血けつ臭しゆうですか？　美形は嫌きらいではないけど、こうもあからさまに胡う散さん臭くさい相手では引いちゃうなー。

「あらその件けんでしたら、いただいた和歌への返歌で丁てい寧ねいにお断りしたはずです」ひとつあちらの出方を探さぐってみます。

「この屋や敷しきをごらんになってください。父が存ぞん命めいの間こそにぎやかでしたが、いまや荒れ果てて訪れる人さえありません。なのに、なぜ妾わらわを望まれるのですか？」

ＧＭ／光の君：「そなたが私の望みに応こたえてくれるなら、この屋敷にふたたび賑にぎわいを取り戻もどすことも可か能のうであろう」十六夜姫の問いには直ちよく接せつ答えず、そう囁ささやきます。

十六夜姫：ストーカーっぽい。しつこい男は嫌われるのにね。「つかの間の栄えい華がはもう十分です。あなたが永えい遠えんに想おもってくださるという証あかしでもなければ、お話を受けるつもりにはなれませんわ」

ＧＭ／光の君：「我が心は永遠だ。そなたならば十分に御ご殿てんに上がることもできるだろう。私はその手助けがしたいのだ。そなたは……とりわけそなたの髪かみは美しいからな」そう口にした瞬しゆん間かん、光の君はキュッと口の端はしを吊つり上げ、不気味な笑えみを浮うかべました。

十六夜姫：髪フェチ!?　この人、露ろ骨こつに薄うす気味悪いんだけどー。「もののあわれというものは、人によって違ちがうのですね。貴方あなたが求めているものは、私自身ではなく別のなにかなのでしょう。どうぞお引取りください」

ＧＭ／光の君：「ああ、それは残念だ。とても残念だ」

十六夜姫：しつこいなぁ、もう。じゃあちょっと脅おどかして追い払はらいます。オルクスのシンドロームを使って、屋敷に不気味な現げん象しようを引き起こすんです。

　屋敷がギシギシと家鳴りしたり、木々をざわめかせたり、天上から不気味な鳴き声がしたりする。ゲーッゲッゲッ、みたいな。

ＧＭ：化け物屋敷エフェクトですね。

十六夜姫：「さあ、お引取りくださいませ！」私はその怪かい奇き現象の中心に、全身から淡あわく燐りん光を放ちながら座すわって、光の君をきっと睨にらみつけます。こういうスカした男、もともとタイプじゃないのよねー。

ＧＭ：「おおう、これは怪異な……」さすがの光の君も、思わず驚おどろきの言葉を漏もらします。

十六夜姫：使用したのはオルクスのシンドロームの能力です。この屋敷全体が私の領りよう域いきなんですよ。一いち応おう演えん出しゆつの範はん囲い内と思うけど、必要ならば侵蝕率を上げます。

忠朝：噂うわさじゃなくて、本当に化け物屋敷じゃないか……。

ＧＭ：演出として認みとめます。しかし光の君はわずかに狼ろう狽ばいの気配を示しめしただけで平静に戻ってしまいました。「さても怪異な屋敷なれど、私は斯か様ような趣しゆ向こうも嫌いではありません。ですが今宵はご機き嫌げんが悪い様子。ここは日を改めましょう」そういうと夜の闇やみに溶とけるように立ち去っていった。

十六夜姫：「あの落ち着きよう……もしやあの方も妾と似た力を……」

ＧＭ：ではこれにてオープニングシーンは終しゆう了りよう。ミドル・フェイズに移うつる前にもう一度ＰＣ間ロイスを確認しておきましょうか。







直衣　男性貴族の普段着である。今でいえばカジュアルウェアというところか。つまり、会社（出仕）にはいけない程度の軽い格好ということ。ちなみに狩衣はさらにラフな格好のことで、現代で言えば部屋着、あるいはトレーニングウェアといっていいだろう。











　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆去りし日の面おも影かげ


Scene Player ──── 山住忠朝






「冬ふゆ王おう丸まる、そちの瞳ひとみはどうして色が違うのじゃ？」

「これは山の神に選ばれた証だと教わりました、姫さま」

　思い出の中の屋や敷しきの姫君は、旺おう盛せいな好奇心に似に合あった大きな目が愛らしかった。奇き妙みような少女だった。身分の差を意い識しきしない幼おさない時分とはいえ、乳母の目を盗ぬすんでやってきては、いつもひとりぼっちの俺を遊び相手に連れ出したものだ。

　常つねの遊び場は庭の大きな楓かえでの木の下だった。覚えているのは姫に質しつ問もん攻ぜめにされたことばかりだ。「山住の里はどんなところじゃ」「あれは……」「これは……」

　家族以外との会話に慣なれない俺に、姫の相手をするのは一苦労だった。時に口こう論ろんになれば、言い負けるのは決まって俺の方だ。二つも三つも下なのに、本当によく口も頭も回る子だった。けれど、それでも姫と遊ぶのは本当に楽しみだった。俺おれが数年の在ざい京きようで得た、たったひとりの友達だったんだ。

　だから京住まいの記き憶おくがほとんど薄らいだいまも、姫の面影だけは、忘わすれられない。




ＧＭ：ミドルフェイズは、変へん則そく的ですが忠朝の回想シーンから始まります。十年以上昔の出来事ですので、他のＰＣはもちろん登場できません。

十六夜姫：私はまだ言葉も喋しやべれないころね。じゃあ大人しく見ていますか。

ＧＭ：十年ほど昔、幼い忠朝は上京した父に従したがって、平安京で暮らしていた時期がありました。忠朝の父が警けい護ごしていた屋敷には、やはり幼い姫が住んでいて、よく話相手をさせられていたのです。

　忠朝の幼よう名みようは決めてありますか？

忠朝：即そつ興きようだけど、冬王丸にしよう。丸がつくとなんかそれっぽいし。まだ子こ供どものころなので、割わりと素す直なおな感じで演えんじてみよう。

ＧＭ：では、香子は「冬王丸、冬王丸」と、よく懐なついてきました。まだ五、六歳さいくらいだったのですが、早そう熟じゆくな好奇心たっぷりの少女で、とりわけ京の外に興味を抱いだいていました。遠い世界から来た年ねん齢れいの近い忠朝がよほど珍めずらしかったんでしょうね。遊ぶたびに質問攻めにされていました。

忠朝：香子は、俺の金の瞳を見ても気味悪がらないのか？　山ノ主の目のせいで遊び友達もできず、京では孤こ独どくな日々を送っていたつもりなんだが。

ＧＭ：むしろ逆ぎやくです。山の神の話などには、興味津しん々しんで耳を傾かたむけてきます。

　香子はぐっと顔を近づけて忠朝の瞳を覗のぞき込み、感心します。「不思議な瞳の色じゃのう……」そしてどうしてそんな色なのか、しつこく理由を訊たずねてきますね。

忠朝：……気味悪がられるのは嫌いやだが、噓うそはつきたくない。たどたどしく本当のことを説明しよう。

ＧＭ／香子：「なんと！」目をくるくる回しながら「ではおぬしは山の神に会ったのか？　どんな姿すがたをしていたのじゃ！」と、息せき切って次々と質問を浴びせてきます。「それは本当か！　もっと詳くわしく！」

忠朝：そういわれても……。なるほど。昔からこういう風に、好奇心旺盛な娘むすめだったんだな。

ＧＭ：頭の回転の速い香子に付きまとわれるのは、素そ朴ぼくな忠朝には大変だったかもしれませんね。ですが香子は、あなたが狼おおかみ憑つきであると知っても、他の人のように嫌きらったり怖こわがったりしませんでした。知的探たん求きゆう心しんが人一倍強いんでしょうね。

忠朝：戸と惑まどいながらも、やはり嬉うれしいので、できるだけ頑がん張ばって香子の話相手をしてみる。といっても、俺も子供だから大した話はできなかったろうけど。

ＧＭ：遊び友達はお互たがい少ないので、ふたりは毎日のように遊んでいました。けれど別れの時が来ます。忠朝の父が任にん期きを終え、故こ郷きようの武蔵に帰ることになったからです。旅立とうとする忠朝に、香子は目を潤うるませながら、貝合わせの貝の片かた方ほうを形見の品として押おし付けてきました。

ＧＭ／香子：「美しかろう。香子の大事にしている宝たから物ものじゃ。これをやるから、香子のことを忘れないでくれ」

忠朝：「忘れません。大きくなったら必ず京に戻もどって、姫さまにお仕えします」

　その貝は、肌はだ身み離はなさないお守り袋ぶくろの中に入れておいたとしよう。袋は、十年を経へたいまも首にかけている。

十六夜姫：ふふ、なるほどね。こういう関係だったのか。小さいころの約束を忘れないで、忠朝ってば、まだ貝を持ってるのかー。

忠朝：俺もびっくりだ。本当に特別な幼なじみだったのか。これで姫が山ノ主の話を知っていたのも納なつ得とくいった。まだ覚えていてくれたんだな。嬉しいが、もういろいろな事が変わったからな……。

影光：香子どのは、そなたを〝忠朝〟という大人の名前では知らなかったのだな。〝冬王丸〟と名乗ればすぐ思い出したのさ。

ＧＭ：ずばりそのとおり。彼女は幼名しか知らなかったわけです。では光こう陰いんは矢のように流れて十年後、京を騒さわがせる鬼おにの物語に戻ります。







◆Middle 02◆見けん鬼き


Scene Player ──── 小野影光






　ぎぃ。ぎぃ。ぎぃ。

　車輪を軋きしませながら、深夜の都大路を牛車がゆく。否いな。牛車の音だけが。

　淡あわい月光に照らされた大路には影かげ一つ落ちていないというのに、車輪の音は確たしかに路みちを辿たどり、朱す雀ざく大路を南へと下ってゆくのだ。人通りの絶たえ果てた深夜の怪かい異いだ。

　ゆえに知る者もなき……と思われたこの怪異を、しかしひとりの男が追っていた。陰おん陽みよう師じ・小野影光である。噂うわさの鬼を求めて都の夜を彷徨さまよっていた影光は、ついに今こ宵よい、明らかな鬼の仕し業わざに行き当たったのだ。




影光：シーンプレイヤーは影光だな。侵しん蝕しよく率りつ増ぞう加かは２だ。

ＧＭ：影光は噂の鬼を追って、夜の京を探さがすうち、ついに怪あやしい幻まぼろしのような牛車に行き当りました。その牛車は朧おぼろな陽炎かげろうのごとき妖よう気きに包まれていて、見鬼の才さい能のうを備そなえたあなたのような人にしか見えません。

影光：ならば影光も物ものの怪けから身を隠かくす符ふを手た挟ばさんで、静かに牛車を追うとしようか。むろん符で化生から身を隠すというのは、陰陽道の演えん出しゆつだ。実じつ際さいの効こう果かはない。

ＧＭ：わかりました。

影光：しかし考えどころよな。追って行き先を突つき止めるか、それともここで仕し掛かけるか。あれが目当ての鬼の乗る車と決め付けるわけにもいかん。

ＧＭ：では思案しながら追つい跡せきを続ける影光は、やや離はなれた場所を、同じように牛車に従したがって歩く姿があることに気付きました。

影光：む。何物だ？

ＧＭ：女によう房ぼう装しよう束ぞくを着た美び貌ぼうの女です。もちろん女房装束は外で着る着物ではありません。けれどこの女は視し線せんを前をゆく牛車に据すえながら、滑すべるように歩を進めています。裾すそが全然乱みだれていませんから、明らかにこの世の者ではないでしょう。
















　女怪はぶつぶつと何事かを呟つぶやきながら、牛車の後に従っている模も様ようです。

影光：聞き耳をたてようか。

ＧＭ／女怪：「……今宵も、光の君はあの女めの童わらわのところへお通いになられる……あなくやしや、あなくやしや」そして急にきょろきょろと周囲を見回しはじめました。「それにしても人くさい……どこぞに陰陽師でも隠れておるのかや？　ひとつあぶりだしてくれようか。君の用事を余よ人じんに邪じや魔まさせるわけにはゆかぬ」

影光：「ふ。悟さとられたか。止やむをえぬ」符をしまって、姿を現あらわそう。

ＧＭ／女怪：「そこにおわしたか。ほほ。なんのつもりか知らぬが潔いさぎよいものよ」

影光：「いささかそなたに問い質ただしたいことがあるゆえな」飄ひよう々ひようと答えます。

嵯峨童子：待てい、待て待て。影光よ、女怪のうちひとりを追っているうちに、ここまで辿たどりついた我わが輩はいも登場するぞ。

　雷らい鳴めいと雷光と共に唐とう突とつに現れ、ガッシャ、ガッシャと音を立てながら、一歩一歩女怪のほうに詰つめ寄よる。「不ふ埒らちな魔ま女じよめ。ついに追い詰めたぞ。観念するのだな」

影光：そうか。オープニングと繫つなげるわけか。「む。そなた……嵯峨童子ではないか。なぜこのようなところに」

嵯峨童子：「我輩はこの魔女どもを追ってきたのだ。こやつらが罪つみもない女子を攫さらって引き裂さく所業を犯おかしたのを、我はこの目で見た！」キンと音を立てて抜ばつ剣けんしますぞ。

影光：「ほほう。やはり左様か。聞き出す手間が省けたわ」

ＧＭ：女怪はエキストラなので、嵯峨童子が現あらわれると目に見えて狼ろう狽ばいします。

「さ、嵯峨童子！　こ、ここまで追ってくるとは。ひ、ひいいいい。やはり只ただ者ものではない！」

　そして剣の輝かがやきから逃のがれるように黒い霞かすみとなって霧む散さんしてしまいます。

嵯峨童子：「見よ、ガラティンは我わが再さい生せいとともに聖せい霊れいの守りを宿した。生なま半はん可かな悪魔は、その煌きらめきだけで駆く逐ちくするのだ」データはただのロングソードだが……。ともあれ、地面に片かた膝ひざをついて、神に勝利の感かん謝しやを捧ささげますぞ。

影光：「なんの作法かは知らぬが、悠ゆう長ちようにしている暇ひまはない。悪いがあの牛車を追うぞ、嵯峨童子よ」

[image: ]

嵯峨童子：「ただならぬ妖あやしい気配を漂ただよわせておるな。ことによれば、魔女どもを操あやつっていたのはあの車の主かも知れぬ」

影光：「影光もそう読んでおる」

ＧＭ：ふたりが慎しん重ちように牛車を追っていくと、やがて目的地が見えてきました。京の外れの九く条じようにある、化け物屋や敷しきとも、動物荘しよう園えんとも噂されている寂さびれた貴き族ぞくの屋敷です。では、影光のシーンはこれでおしまいです。







見鬼　見鬼（けんき）とは、鬼や怨霊など特殊な才能がなければ見ることのできないものを見る能力のこと。陰陽師として大成するには必須の才能であると言われている。本ステージでは、オーヴァードと同義の言葉として〝見鬼の才がある〟というような使い方をする。











◆Middle 03◆あったかもしれない日


Scene Player ──── 山住忠朝






「忠朝どの、そろそろ参りましょうか」

　昼も大分過すぎた刻こく限げんに呼よび出され、忠朝は香子に供ともを命じられた。

「都の九条に、化け物屋敷と恐おそれられている邸てい宅たくがあります。そこには幼おさなく美しい姫ひめがお住まいとのこと。その姫が物の怪なのか人なのかはわかりませぬが、怪異の類たぐいにお詳くわしいと聞きます。きっと今回の鬼おにについても何かご存ぞん知じでしょう」

　止めても思い止とどまらないな……昔の香子を知る彼は、表ひよう情じようから悟さとった。幸いなことに、その場所になら心当たりがある。十六夜姫の所なら危き険けんはないだろう。

「たってのお望みとあればお従いするほかはありませぬが……」

「たっての望みです」

　得たりとにんまり香子が頷うなずいた。




ＧＭ：シーンプレイヤーの順じゆん序じよが前後しますが、また忠朝のシーンです。十六夜姫はミドルの順番がまだですが、このシーンで登場になるので許ゆるしてください。

十六夜姫：はい。主人公のシーンが多くなるのは仕方ないですよ。

ＧＭ：では続けましょう。香子は、いつの間にか忠朝を呼び捨すてではなく、「忠朝どの」と呼ぶようになっていますね。

忠朝：まず侵しん蝕しよく率りつを上げる。出目は７だ。どうやら俺が誰だれだか、思い出してくれたみたいだな。そういえば、他に供の者は連れていかなくていいのか？

ＧＭ：そう訊たずねると、途と端たんに香子は不ふ機き嫌げんな声こわ音ねになって「いらぬ！」と制せいします。「微び行こうが望みです。供は忠朝どのひとりでよろしい」

忠朝：「恐おそれながら姫……！」

ＧＭ：香子は花のような微び笑しようを浮かべ、忠朝をニコニコと覗のぞき込こみます。「いざとなったら、山神の力を使っておくれ」

忠朝：やれやれ、人が悪い姫だ。だがばれてしまったものは仕方ない。「気付かれてしまいましたか。名乗るかどうか、ずっと迷まよっていたのですが」

ＧＭ／香子：「見くびられては困こまりますよ。山ノ主の話、ずっと覚えておりました。香子が忠朝どのを忘わすれているわけがないではないですか。よく戻られましたな、忠朝どの」

忠朝：「申し訳わけありません。忠朝、京に戻もどりました。それでは幼き日の約束どおり、姫の身をお守りしましょう」

ＧＭ／香子：「よろしく頼たのみますよ」香子は上機嫌で頷きました。「積もる話は追い追いゆっくりと聞かせていただきます。もうずっと京に留とどまってくれるのでしょう？」

忠朝：「は……」しかし山ノ主の影えい響きようで、俺はいつ獣けものに変わってしまうかわからない身だ。こんなに暖あたたかく迎むかえ入れられて、いいのだろうか。無む邪じや気きに俺を信じてくれている香子を傷きずつけたくないんだが……。

ＧＭ：そう悩なやんでいるうちに、香子は支し度たくを整え、手早く出発になります。

忠朝：いや、まだ陰おん陽みよう師じに相談もしていない。ひとりで悩んでも仕方ないな。

　姫が向かおうという場所は、十六夜姫の破やれ屋敷で間ま違ちがいないんだな？

ＧＭ：まず間違いないでしょう。あなたが訪おとずれた十六夜姫の屋敷は気味悪がられても仕方ないくらい傷いたんでいましたから。

忠朝：「そうか。都の人間には、あそこが化け物屋敷に見えるのか。あそこに住まう物ものの怪けは、みな気のいいものばかりなのだがなあ」と独ひとり言をいいます。

ＧＭ／香子：「ほう。物の怪にも良し悪しがあるのですか。それは初耳」聞きつけた香子が興きよう味み深そうにいいます。「ならば忠朝どのはよい物の怪ですね。わたくしを守ってくださるのですから」

ＧＭ：そんな他た愛あいもない会話を続けながら、やがてふたりは九条の屋敷に着きました。

忠朝：門前で「頼もうー」と声をかける。

十六夜姫：腰の曲がった召めし使つかいの翁おきながわたわたと出てきて、「ささ、お入りください。姫がお待ちです」とふたりを招まねき入れます。

　屋敷の中では、まるで客がくるとわかっていたかのように、饗きよう応おうの準じゆん備びが整っています。小こ狐ぎつねが、忠朝どのとお連れの姫君が来ると知らせてくれたんです。日ひ頃ごろは倹けん約やくですが、今日はゴージャスにいきます。

ＧＭ：十六夜姫と香子は初対面ですね。香子は大きな目が愛らしい姫です。言葉の端はし々ばしに深い教養と強い意志が感じられます。〈情じよう報ほう：噂うわさ話〉を振ふってみてください。

十六夜姫：〈コネ：雑ぞう色しき〉＋〈情報：噂話〉を使用してみますか。よっと。クリティカルして、達成値ちは13です。

ＧＭ：香子は、文芸の才さい能のうに秀ひいでた才さい媛えんとして有名な姫です。いわゆる文学少女で、歴史にも詳くわしい。その学がく識しきは兄弟たちと比くらべても群ぐんを抜ぬいていて、これが男ならばと父親を嘆なげかせたそうです。頭がよくて行動力があるので、世間での評ひよう判ばんはあまりよくありませんけどね。

十六夜姫：「初めてお目にかかります。十六夜にござります。才色兼けん備びという香子さまの噂は聞き及およんでおりました。忠朝どのにも、ご無ぶ沙さ汰たでありますな」と大人びた挨あい拶さつをしながら、子供っぽくぴょこんと頭を下げます。

忠朝：「十六夜姫にも息そく災さいそうで何よりです」と挨拶して、後は邪じや魔まをせぬように、廊ろう下かで静かに宿直とのいしていよう。

ＧＭ／香子：「どこにいこうというのです、忠朝どの」不満げに制止します。

十六夜姫：「そのとおり。せっかく用意した膳ぜんが無む駄だになります。我わが屋や敷しきで遠えん慮りよは無用だといったでしょう」忠朝を強引に座すわらせてから、香子さまに向き直ります。「鮎あゆの用意もできていますけど、香子さまにはこちらのほうがお口に合うかと」そして取り出すのは、じゃーん。道長様から戴いただいた秘ひ蔵ぞうの和わ菓が子しでーす！

ＧＭ：この時代には希少な甘あまい菓子に舌した鼓づつみを打ちつつ、香子は本題を切り出します。

　香子は、いま京を震ふるえ上がらせている姫を攫さらっては殺す鬼おにの正体が何なのか知りたがっています。けれど、いまのところ十六夜姫はその件けんについての事実は何も知りません。

十六夜姫：さっきのシーンに出ていればともかくねぇ。「お役に立てず申し訳ありません。ですが……」

忠朝：目線で、話題を流してくれ、流してくれと、切に懇こん願がんするぞ。できれば香子は、こうした世界に深入りさせたくないんだ。

十六夜姫：ふむー。とりあえずブロックサインは受け取ったよ、忠朝どの。まあ、ひとつ貸かしにしておくとしますか。

　じゃあ香子さまには悪いけど、逆ぎやくに質しつ問もんします。「香子さまは、どうしてそのように恐おそろしい怪かい異いに興味をお持ちなのですか？」

ＧＭ：香子の動機は、教養人としての好こう奇き心しんのようです。話を聞いてみると、どうも怪異だけでなく、様々な物事に分け隔へだてなく興味を抱いだく気き性しようのようです。そして物事を知ろうとして実じつ際さいに行動を起こしてしまう女じよ性せいは、この時代では型かた破やぶりな人種です。このあたりが悪評の源みなもとなのでしょうね。

十六夜姫：普ふ通つうの姫ひめ君ぎみは、深しん窓そうの令れい嬢じようという言葉どおりに、ほとんど外出しないものですからね。変わり者という点では、私といい勝負かも。彼女の広こう範はんな知識に感心して、ロイスを結ぶことにします。「香子さまさえよければ、お友達になりましょう」

ＧＭ：「こちらこそ喜んで」あなたが噂以上に可愛かわいらしく変わった姫なので、喜んで申し出を受け入れます。彼女は、十六夜姫が月の都から来た天人という話をしても、かわいそうな子、みたいな目では見ず、興味津しん々しんで耳を傾かたむけてくれます。

十六夜姫：えー！　これはもう止まらないわ！　月の宮きゆう廷ていとか天人の生活とか、京の平和を守る使命とか、堰せきを切ったように説明しちゃう！　聞いて、聞いて！

ＧＭ：では夢ゆめ物語のような月の都の話で意気投合し、十六夜姫と香子は女同士の連帯感で結ばれました。

忠朝：聞いても半分も理り解かいできない話を、小狐と遊びながら忍にん耐たい強く聞いているよ。







都の九条に　本書のステージルール解説にある地図を参照してもらいたい。九条は平安京でも南端に位置しており、治安もよくない。











◆Middle 04◆執念鬼


Scene Player ──── 嵯峨童子






　うら寂さみしい九条まで大路を下ってから、怪あやしの牛車は寂さびれた大屋敷の前で止まった。かつては栄えい華がを誇ほこった立りつ派ぱな邸てい宅たくだったのだろうが、いまは寂れて廃はい屋おくとなる寸すん前ぜんの屋敷だ。門こそ閉とじているものの、周囲を囲かこう壁かべにはいたるところに大おお穴あなが空き、草がぼうぼうに生えた庭が容よう易いに見て取れる。

「いかにも魔ま女じよの主が根ね城じろにしそうな寂しい場所よな」

「いや……」

　嵯峨童子の呟つぶやきを、だが同行の陰おん陽みよう師じは、微かすかに首を傾かしげて否ひ定ていした。「この屋敷の主を、影光は存ぞんじておる。間ま違ちがってもあのような物ものの怪けに手を貸かすような者ではない。はては……」




ＧＭ：場所は同じ九条の化け物屋敷ですが、シーンプレイヤーが嵯峨童子に切り替かわっています。同時に登場しているのは影光です。

影光：「この屋敷の主は、十六夜姫という幼おさなくも天てん与よの力を授さずかった姫よ。寂れておるのは、すでに両親を亡なくしておるゆえだ」

嵯峨童子：「ふむ」呟くと、無む造ぞう作さに牛車に向けて歩を進めはじめよう。「ゆく」

影光：「どうした。敵てきの正体を知らずして動けば、不覚を取りかねんぞ」

嵯峨童子：「どうしたではないわ。先の口ぶりではおぬしも気付いておるのだろう」

影光：「ふ。牛車の主の狙ねらいのことか？　十六夜姫に違いあるまいよ。幼いが美び貌ぼうの姫ゆえ、鬼が目をつけても不思議はない」

嵯峨童子：「この嵯峨童子の誇ほこりは、正当な理由で助けを求めた貴き婦ふ人じんを決して見み捨すてぬことにある。その誓ちかいを破るわけにはいかんのだ。神よ、照しよう覧らんあれ！」牛車に斬きり込む！

ＧＭ：少し待ってください。突とつ進しんする直前に牛車に動きがあります。

嵯峨童子：なに？　ぴたりと足を止めて警けい戒かいしましょうぞ。

ＧＭ：牛車からするりと抜ぬけ出て来たのは、見目麗うるわしい面おも長ながの公きん達だちです。彼は目前の閉じた門を見上げると、何の予よ備び動作もなく、ふわり、と飛び上がりました。そして宙ちゆうに浮うかんだまま軽々と門を飛び越こすと、屋敷の敷地内へと姿すがたを消します。

嵯峨童子：「ぬう、不覚！」追うぞ！

ＧＭ：その前に、影光と嵯峨童子は、〈情報〉技能で判定をどうぞ。

影光：〈情じよう報ほう：噂うわさ話〉で判はん定ていしよう。達成値は９。

嵯峨童子：こちらも〈情報：噂話〉を使って７だ。

ＧＭ：では、影光はその青年貴族の容よう姿しに心当たりがありました。源みなもとの光ひかるという青年貴族のはずです。通つう称しよう光の君と呼よばれる公達で、身分はかなり高い。あれほどの美形は、平安京広しといえども光の君以外には考えられません。

影光：思ったより厄やつ介かいだな。鬼の正体が源光どのとは。これはうまくやらねば……ふ、こちらの首が飛ぶな。晴明さまは、よもや知っていたのではあるまいな？

嵯峨童子：なにを独ひとり言をいっておる。その姫君が危あぶない。急ぎ追うのがよかろう。

ＧＭ：先ほど説明したとおり、おんぼろ屋や敷しきなので、門は閉しまっていても、築つい地じや塀へいは割われ目だらけです。

嵯峨童子：緊きん急きゆう事じ態たいゆえ、遠えん慮りよなく壁の割れ目からお邪じや魔まさせてもらおう。そして光の君の後を追いかける。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：他のみなさんはどうしますか？

忠朝：もちろん登場する。侵しん蝕しよく率りつ上じよう昇しようは５になった。

十六夜姫：こちらは６ですよ。

ＧＭ：それでは全員が屋敷内に入ったところで、光の君が《ワーディング》を発動させます。屋敷全体に不思議な甘あまい香こうの匂においが垂たれこめ、屋敷の乳母や翁おきなはたちまち寝ね息いきを立て始めました。香子も糸の切れた人形のように、ふっと気を失ってしまいます。

忠朝：「香子さま！　突然どうしたんだ」この妖よう気きは……一体？

ＧＭ：見鬼の才さい能のうを持つＰＣ（オーヴァード）以外は、光の君の《ワーディング》にあてられて人事不省の状じよう態たいに陥おちいっています。この屋敷には兵隊がいないので、あんまり意味はないですけどね。

　そして光の君が庭に姿を現あらわし、十六夜姫に語りかけてきます。

ＧＭ／光の君：「十六夜姫ひめよ。そなたの髪かみは、本当に美しいな……」光の君は、ギラギラとした物もの欲ほしげな目で、姫の髪を舐なめるように観察しています。

十六夜姫：無礼な視し線せんにキッと睨にらみ返し、「年を経へれば容よう色しよくは衰おとろえるものです。我わが髪もいずれは白くなり、美しいあなたさまも老ろう爺やとなる。くだらぬ執しゆう着ちやくをなされるのは、そろそろ大たい概がいになされませ」

ＧＭ／光の君：年を経れば容色は衰える……その言葉に反はん応のうした光の君は「我が手にかかれば、そのようなことはないよ」とうそぶき、禍まが々まがしい笑えみをにやりと浮かべた。

十六夜姫：「口でわからぬのならいいでしょう。妾わらわの敷地に無む断だんで足を踏ふみ入れ、無事で済むと思われぬほうが……」

忠朝：悪いが十六夜姫、俺おれにもそろそろ仕事をさせてくれないか？

十六夜姫：あっと、ついいつものクセが。今こ宵よいは心強い護ご衛えいがいたのでした。テヘ。

忠朝：「妖あやしい奴やつ！」抜ばつ刀とうして庭に飛び降おり、ふたりの姫と光の君の間に立ちはだかる。

「何者かは知らんが、屋敷内に無断で立ち入り、まやかしを用いて家人を惑まどわすとは何のつもりだ！　即そつ刻こく術じゆつを解といて立ち去れ！」

影光：ここが、影光と嵯峨童子が庭に駆かけ込こむタイミングだな。

「そこな武ぶ士しどの。そやつはもはや人ではない。人の姿をした鬼おによ。お気をつけられよ」

嵯峨童子：顔見知りの忠朝で助かったぞ。見知らぬ検け怪が異い使しがいたなら、大だい惨さん事じになるところだった。これでも一いち応おうは物ものの怪けですからな。

ＧＭ：光の君は「我わが結界の中で動けるとは貴様ら只ただ者ものではないな……」と青光りする執しゆう念ねんと憎ぞう悪おの宿った目で忠朝、影光、嵯峨童子を順に睨みます。

忠朝：「俺と同じ目をしている……それは物の怪の目だ。貴様、人を捨てているな！」

ＧＭ／光の君：「ほほう……」

ＧＭ：忠朝の獣けものの目と光の魔ま眼がんの視線が絡からみ合い、一いつ瞬しゆん宙で見えない火花を散らしましたが、すぐにぷいと光のほうから視線を外しました。

忠朝：検怪異使として、こんな鬼を放置はできないぜ。ここで討うつか！

ＧＭ：光の君は、十六夜姫ひとりならなんとかなると踏ふんでいたのかもしれません。けれど計算外の相手が三人も増ふえては無理だと考えたか「邪魔が入ってはやむなし。今宵の逢おう瀬せはこれまでにするとしよう。だが十六夜姫。私は諦あきらめませんぞ」といって、背はい後ごの闇やみにすぅと消えようとします。

忠朝：「待て！」簡かん単たんに逃がしはしない！

ＧＭ／女怪：「君の邪魔はさせませぬ」

　すると暗がりから突とつ如じよ躍り出た女怪が、光の退たい路ろを守ろうと忠朝に躍りかかってきます。

忠朝：「邪魔はお前だ！」刀を振ふるって斬きり伏ふせる。演えん出しゆつで持っているだけだから、相手がゲストならば刀はへし折れてしまうけどな。

ＧＭ：女怪は一刀のもとに斬り倒たおされます。しかしその隙に、光の君は首しゆ尾びよく行方ゆくえをくらませてしまいました。

忠朝：香子の様子はどうなんだ？

ＧＭ：光の君が立ち去った後で、少しずつ我われに返ります。妖気にあてられてまだぼうっとしているとき、香子はぽつんと「鬼とは美しいものなのですね……」と呟つぶやきます。

　では全員が顔合わせを終えたところで、情じよう報ほう収しゆう集しゆうへと移うつりましょう。







源光　この源姓は、武家の源氏（清和源氏）とは特に関連しない。これは光の君（もしくはその祖先）が天皇家の出身であるが皇族としての身分を捨て、臣下に下ったことを意味している。源とはそのような場合に賜る姓のひとつである。











◆Middle 05◆反はん魂ごんの法


Scene Player ──── 十六夜姫






「ほう。これは愛らしい客人ですな」

　夕立の過すぎ去った後、暑気を払はらう夕涼みの態ていで鴨かも川がわのほとりに出た十六夜姫は、川を渡わたる涼すずしい風を楽しみながら、じっと待ち人が来るのを待っていた。

　川面かわも、草の葉で遊ぶ蛍ほたるを愛いつくしみ、天にかかる月を眺ながめるうちに、思ったとおり相手がこちらをみつけたようだ。背後から声がかけられた。微笑ほほえみながら振り向き、十六夜姫はぴょこんと頭を下げた。

「一別以来ですね、嵯峨童子。今こ宵よいは先日助けてもらった礼に参ったのじゃ。少々相談したきこともありますゆえ」

「おお、それはご丁てい寧ねいな。我わが輩はいは己おのれの誓ちかいに従したがったまで。それでご相談とは？」




ＧＭ：では情報収集シーンです。シーンプレイヤーは十六夜姫。他に登場しているのは嵯峨童子です。このシーンは、光の君について情報を集めるためのものですが、ロイスで結ばれてないＰＣ同士が交流するのが目的でもあります。

十六夜姫：そういうわけで、鴨川の河原かわらまで嵯峨童子を訪ねてきました。「小野影光どのから、童子は遠い異国から来た妖あやかしだと聞きました」大きな嵯峨童子を、小さな私が下から見上げます。「故こ郷きようを離はなれて帰れぬというのはどんな気分じゃ。心細くなることはないのですか？」普ふ段だんの大人びた感じと違ちがって、ちょっと心細げに。

嵯峨童子：そうやって似にた境きよう遇ぐうであることを示し唆さするわけですな。「我輩とて、故郷の野山が恋こいしく、また異国にひとりで心細いことはありますぞ」

十六夜姫：「そ、そうか。嵯峨童子ほどの剛ごうの者でもそうですか」ほっと一息をつきます。

「いや、妾わらわも普ふ段だんは平気なのですが。あの光の君とやらにつきまとわれて、少々心細くなりました。うまく退しりぞける知ち恵えがあるなら貸かしてほしいのですが」

嵯峨童子：「案じられるな、小さき姫ひめよ。あの光の君と申す者には、我輩も憤いきどおっております。ゆえに彼奴きやつが姫を狙ねらうというのなら、我輩は断だん固こ阻そ止ししよう。奴には指一本触ふれさせぬと約束しよう」

　ＧＭ、ここで十六夜姫へのロイスを結んでおきます。関係は〝仲間〟、感情はポジティブの〝庇ひ護ご〟で。

十六夜姫：目を見開いて驚おどろきます。「本当ですか！」では、私も嵯峨童子へのロイスを取得しておきます。「おお、これは心強い」これであのしつこい光の君が来ても撃げき退たいできるわ！

嵯峨童子：「姫、油断はなりませぬぞ。あの鬼おにからは並なみ々なみならぬ執しゆう念ねんを感じました。執念は物ものの怪けの力となるのです。万ばん全ぜんの準じゆん備びをして挑いどまねば、こちらが危あやういかも知れませぬ」

十六夜姫：「そこならば、ぬかりはありません」そもそも今日嵯峨童子を訪たずねたのは、情報収集のためでもあるんですからー。そろそろ、噂うわさを集めに放った子たちが戻もどってくる頃ころ合あいかな？　〈情報：噂話〉に《アニマルテイマー》と《地じ獄ごく耳》のコンボを組み合わせます。さらに〈コネ：雑ぞう色しき〉も使用。

ＧＭ：つまり河原で嵯峨童子と話していると、小こ狐ぎつねをはじめとする屋や敷しきの小動物や物の怪が「ここにおられましたか、十六夜姫さまー」と周囲にわらわら寄よってくるわけですね。そして光の君の情報を教えてくれると。

十六夜姫：達成値ちは７＋１で８です。

ＧＭ：動物たちによれば、光の君は大たい層そう美しい容よう姿しの貴き族ぞくだそうです。本当の名前は源光。生まれたときに光り輝かがやく不思議な力を備そなえていたために、人目に触ふれぬよう生きることを余よ儀ぎなくされた不ふ遇ぐうの青年です。

十六夜姫：私と似てますね。その描びよう写しやだと、なんか同どう系けい統とうの能のう力りよく者しやみたい。「嵯峨童子。あなたは何か知りませんか？　光の君が鬼とすれば、物の怪にしかわからぬ裏うらがありそうなものだけど。それも聞きたかったのです」

嵯峨童子：〈コネ：物の怪〉を使用して判はん定てい。クリティカルで、達成値は13となった。雑ざつ多たな物の怪どもから入手した情報を披ひ露ろうしますぞ。「光の君に縄なわ張ばりを侵おかされ、憤ふん慨がいしている物の怪も少なくないですからな」

ＧＭ：光り輝く力を備えて生まれた源光は、一族から鬼子として忌いみ嫌きらわれたが、唯ゆい一いつ母親だけが光を庇かばい、愛いつくしんだ。だがこの母と幼おさないころに死別してしまったため、かえって母親を理想の女性として美化し、その面おも影かげを病的に追うようになってしまったようです。

嵯峨童子：母の面影を追い、似た女を次々追い求めるか。

ＧＭ：しかし満足を得られなかった光の君は、やがて精せい神しんの均きん衡こうを失い、渡と来らいした左道使いの法ほう師しから死者を蘇よみがえらせる秘ひ術じゆつを学んだらしい。その名も反魂の法というそうです。

嵯峨童子：おおよそ事じ態たいが摑つかめたな。「光の君と申す者は、執着のあまり唐から渡りの外げ道どうの技わざに手を出したようです。まだ大陸にいた時分に耳にしたことがある。特別な香を用い、死者を蘇らせるその技の名は反魂の法」

十六夜姫：ってことは、私から髪かみを奪うばおうとしていたのは、死者を蘇らせる術に必要だからなのかなぁ。

嵯峨童子：「小野影光に報ほう復ふくを依い頼らいした貴族の姫からは、目玉が抜ぬかれていたと申します」

十六夜姫：やれやれ。髪フェチかと思えばマザコンかー。女に嫌われるのよね。「いかに美しい女人の部分を集めても、到とう底てい光の君の母上が蘇るとは思えませんが……」

嵯峨童子：「だがあの執念の鬼にそう申しても、聞く耳は持つまい。彼の人はもう、言葉の通じる地点にはおるまいて。忠朝の言葉ではないが、人をやめております。いずれ、決着をつけねばなりませぬな」







反魂（はんごん）の法　反魂香（はんごんこう）は、死者蘇生の方法として有名である。本文中以外にも、『撰集抄』では西行法師が骨を集めて反魂の法を以て、人間を作るというエピソードが存在する。











◆Middle 06◆金目


Scene Player ──── 小野影光






「あのときの陰おん陽みよう師じが高名な小野影光どのだったとは驚いた。許ゆるされよ」

　屋や敷しきを訪おとずれてきた青年武ぶ士しは、座ざ敷しきに座すわると深く頭を下げてきた。言葉遣づかいこそ雑ざつだが、京の人々とは違ちがって言葉に表ひよう裏りの少ない、率そつ直ちよくな人ひと柄がらが伝わってきた。

　だが……影光は目を細めて青年をじっくりと観察した。この青年の身の内には、凶きよう暴ぼうな気配と力を持つ古い霊れいが巣くっている。御ぎよさねば成長を続け、忠朝を内から食い尽つくすだろう。

「山住……忠朝どのと申されたな」

「武蔵国の山深き里の住人にござる。本日お伺うかがいしたのは……」

　すっと片かた手てを上げて、影光がそれ以上の言葉を制せいした。

「わかっているさ。その金目は鬼の目。おぬし、魅み入いられておるな。そのままなら、いずれ人ではなくなるぞ」




ＧＭ：シーンプレイヤーは小野影光です。

影光：さて、どのようなシーンにするか。

忠朝：おっと。もしよければ、俺が影光を訪たずねていくシーンにならないか？　高名な陰陽師のようだし、山ノ主との契けい約やくについて相談したい。その流れに沿そって、今後の行動を決めるつもりだ。

影光：ふ。まあいいだろう。代わりに検け怪が異い使しとして情じよう報ほう提てい供きようしてもらうさ。

ＧＭ：ではＰＣ同士に任まかせましょうか。シーンの舞ぶ台たいは……影光の屋敷の座敷にしましょう。高こう価かな書しよ籍せきが積み上げられた書しよ斎さいですが、掃そう除じは行き届とどいて清せい潔けつに保たもたれています。

忠朝：では相談をはじめよう。「この目は俺の一族に伝わる山ノ主との契ちぎりの証あかしだ」影光に一族の風習と、自分の異能の力について説明する。「山ノ主との契約は、反ほ故ごにできるものなのだろうか？」

影光：「おぬしとおぬしに宿る鬼の結びつきは、とても強い。しかも生まれつきとあれば、もう馴な染じみきっている。そういうものを祓はらうのは簡かん単たんではないさ」どうとでも言えるが、やはり平安といえどもダブルクロス。簡単に宿命から逃のがれられるものではなかろう。

忠朝：「そうか……」呟つぶやいて少し黙だまり込もう。やはりどうしようもないのか。

影光：「もしかすると手立てはあるかもしれぬ。だが一いつ朝ちよう一いつ夕せきには、この影光にも無理よ。長い時間と修しゆ行ぎようを要するぞ」

忠朝：わかった。「いつ物ものの怪けになるかわからぬとあっては、この京に長なが居いするわけにもいかないようだな」

影光：ふ。なるほど。香子どのとのことか。「目立たぬが、京には数え切れぬほどの鬼おにがいる。いまさらひとりくらい増ふえてもかまうまいが……俗ぞくに怪を語れば怪来たるともいう」

忠朝：「俺が側にいれば、嫌いやでも怪異を呼よび寄よせることになるってわけか」聞きたくないことをずばり言いやがって。ありがとよ。おかげで覚悟ができた。やはり俺が側にいるのは、香子のためにならないよな……。

影光：影光としては、どちらでもよいと思う。側にいて守れること、離はなれて守れること。両方あるだろう。「その鬼は、抗あらがい続ける限かぎり、おぬしに取って代わることはできん。己おのれを強く持ち、山ノ主をどうにかできる日まで耐たえ抜くがよい。相談を受けたのも何かの縁えん。影光も力になろうさ」

ＧＭ：ルール的には、ジャーム化さえしなければ人で居続けられますからね。

忠朝：「わかった。出来る限り人で居続けよう。あの光の君のような執しゆう念ねんの鬼にはなりたくないからな」

影光：「そのことよ。忠朝どの。本日の見料として、同僚の検怪異使から聞いている、京を脅おびやかす鬼についての情報を教えてくれぬか」

忠朝：わかった。では〈情報：検怪異使〉で判はん定てい……まずいな。７だ。

影光：仕方ない。影光も検け怪が異い使しの佐すけの知り合いを当たってみよう。〈情報：検怪異使〉で達成値は８になった。

ＧＭ：検怪異使たちから得た情報を総そう合ごうしてみると、次のような事実がわかりました。

　いま京を騒さわがせている鬼は、美しい女じよ性せいを攫さらい、彼女たちから体の一部を奪うばっています。襲おそわれるのはすべて若わかい女性。犯はん人にんの鬼はどうやら複ふく数すうの女性であるようです。

影光：やはり女怪が鬼の正体ということだな。源光は、なるべく表に出てこず、巧こう妙みように立ち回っていると見える。

ＧＭ：女怪の容よう姿しは、かつて攫われたが死体が出てこなかった姫ひめたちに似にています。どうも様々な娘むすめの肉体部分をつなぎ合わせ、新しい一個この女怪として蘇よみがえらせているようにも思えます。

影光：犠ぎ牲せい者を己の使し役えきする鬼に変えたか。遺い骸がいを継つぎはぎして新たな妖あやかしを作る……。どのようにして新たな生命を与あたえているのであろうな。ふ。俄が然ぜん興きよう味みが湧わいてきたぞ。

ＧＭ：京を騒がせている鬼について出る情報はそのくらいです。それでは、次のシーンにいきましょうか。

忠朝：その前に、俺は相談に乗ってくれた影光とロイスを結びたい。関係は〝教師〟。感情は〝尊そん敬けい〟としておく。

影光：では影光もロイスを取るとするか。関係は〝仲間〟。感情は〝好意〟で。







◆Middle 07◆鬼を見る者たちの宴うたげ


Scene Player ──── 嵯峨童子






　ここは十六夜姫の屋や敷しき、外からは窺うかがい知れぬ奥おくの間。外観と比くらべると意外なほど修しゆう繕ぜんと手入れがされていて、数少ない召めし使つかいの苦労が忍しのばれた。そこに人目を忍んで集まった忠朝、影光、嵯峨童子、そして十六夜姫が、光の君への対たい策さくを協きよう議ぎしていた。

「……反はん魂ごんの法。そうか。そのような応おう用よう法もあるのか」

　くいと優ゆう雅がに飲み干した酒しゆ盃はいを膳ぜんに置き、影光が誰だれ言うともなく語り出した。

「反魂の法は、元来は死者の魂たましいを呼び戻もどす法よ。漢の武帝は反魂香こうを焚たき、煙けむりの中に亡なき愛あい妾しようの霊れいを見た。安倍晴明さまは殺された父上の魂を、反魂で呼び返し蘇そ生せいさせたとも聞く。それを人体の部分を集めて望む人間を創つくるために使えようとはな」




ＧＭ：では集まった情報をＰＣたちが相談しあうシーンです。舞ぶ台たいは十六夜姫の屋敷の奥の間。シーンプレイヤーは嵯峨童子。全員登場しています。では続きをどうぞ。

嵯峨童子：「外げ法ほうを用いてまで母の面おも影かげを追うとは、執念よな。だが所しよ詮せん、神の手によらぬ生命は物の怪にしかならぬ。彼奴きやつの試みに、成功の見み込こみはない。我らで妄もう執しゆうを断たってやるのが慈じ悲ひであろう」

忠朝：「自分の望みが叶かなえられるなら、誰を巻まき添ぞえにしてもいいってのか。京の貴き人じんは勝手なものなのだな」

影光：「しかし、身分の高さは力よ。おいそれと手出しもできぬ」

十六夜姫：べべん、と抱いだいた琵び琶わをかきならし「あの方が幾いく度どもこの屋敷を訪おとずれているのは、妾わらわの髪かみが反魂の法の材料に欠かせぬからのようですね」

嵯峨童子：おおっ。「なんという勇気ある発言か。うむ！　それもよし！」

十六夜姫：は？　「一体なんのことです？」目をぱちくりさせます。いや、本当に意味がわからないんですけど。

嵯峨童子：おや、十六夜姫が自分の身を挺ていして囮おとりになろうという意味ではないのか？

十六夜姫：琵琶をかきならして否ひ定ていします！　べべん、べん、べん！　「そんなー、つもりはー、ありませぬー！」

影光：ふ。道理に適かなった策さくと思うがな。

嵯峨童子：それにしても腑ふに落ちん。他の姫は手て際ぎわよく攫ったというのに、なにゆえ十六夜姫にだけ手順を踏んだり、このように手間取ったりしているのだろうか。

忠朝：手順を踏んでいる例もあるんじゃないか？　ただ、源光の妖よう力りよくと血ち筋すじに騙だまされ、手て後おくれになるまで気付かなかっただけで。

嵯峨童子：おお。それは十分考えられるな。見けん鬼きの才がなければ、物ものの怪けには対たい処しよできぬのでしたな。我わが輩はい自身が聖せい霊れいに守られておるのを失念しておった。

十六夜姫：たまたま私がことさら抵てい抗こう力があったので、手間取っているんでしょうね。なんといっても、月の都から遣つかわされた天人ですから。

忠朝：また月の都の話か。頼たのむからもう勘かん弁べんしてくれ。もう俺おれはエラがある海底人が出てきても驚おどろかないよ……。

十六夜姫：そうよ、うっかり忘れてた。京の平和を守る使命を授さずかった身として、これ以上鬼おにの跳ちよう梁りようを許ゆるしてよいものかー。勇気を出さなきゃ。受身のままでは埒らちが明かないわ。

嵯峨童子：あの月にも都があるのか。姫はその地が故こ郷きようなのですな。

ＧＭ：まあ、光の君が十六夜姫を攫うのに苦労しているのは本当でしょうね。忠朝と影光が知る限かぎり、狙ねらわれてまだ無事な姫は十六夜姫ひとりですから。

十六夜姫：では嵯峨童子から提てい案あんを受けたので、小こ狐ぎつねの山やま吹ぶきを撫なでながら話をします。「おほん。まあ囮をするのにはやぶさかではないです。だけど、ここに揃そろう四人が見鬼の力の持ち主と知りながら、おいそれと光の君が食いついてくるのかな？」

影光：「光は執着の鬼ゆえ、一度狙いを定めた姫の髪を諦あきらめはせぬだろうさ。もはや理り非ひ損そん得とく、有利不利の問題ではあるまい。どのような犠牲を払はらっても来るさ」物語として、ここで諦める展てん開かいはなかろう。

ＧＭ：十六夜姫の脳のう裏りに『あなたの髪は美しい』と語りかけてきた、執着心の塊かたまりのような光の君の表ひよう情じようがフラッシュバックした。

十六夜姫：げんなり。幼おさない眉まゆをひそめて「そういうものか……。やれやれ、とんだ背せの君ですねえ。けどそれで、京の平和が保たもたれるのであれば、やらないわけにはいかないか」ホントは嫌いやだけど。

嵯峨童子：では鎧よろいの隙すき間まから放電の青白い光を発しましょう。「髪は女の命と申しますからな。彼の鬼にとっても特別な意味を持つ部分なのでしょう」バチバチバチ。「なに、ご安心あれ。姫の髪は我輩が守って進ぜる。我わが騎き士し道どうにかけてな」







◆Middle 08◆悲しき定め


Scene Player ──── 山住忠朝






　九条の十六夜姫の屋敷からの帰路。都大路を上る忠朝は、心ここにあらずという態ていであった。彼は迷まよっていた。果たして香子を源光の件けんに深入りさせてよいものかと。

　光の君は、検け怪が異い使しとして、人として見み過すごしにできない。だが忠朝の役目は香子の守しゆ護ごである。今日も、香子の命令でなければ九条に出かける気はなかった。

「近付かぬに越こしたことはないのだが……」

　怪異に興きよう味みを抱く者は、いずれ怪異を呼よび込んでしまう。

　源光という鬼のことなど忘わすれたほうが、香子のためなのだ。そしてその線で突つき詰つめれば、存そん在ざいそのものが怪である忠朝が側にいるだけで、彼女は怪異に脅おびやかされ続ける……影光の言葉が、忠朝に重くのしかかっていた。




ＧＭ：今度は忠朝のシーンです。場面は香子の楓かえで屋や敷しき、忠朝が九条の化け物屋敷での会合から帰ったところです。屋敷に戻もどった忠朝は、早さつ速そく縁えん側がわに呼よび出され、様子を興きよう味み津しん々しんで訊たずねる香子と縁側で話をしている。

ＧＭ／香子：「調べの進み具合はどうですか？」「あの鬼の正体はいったいなんでしょう」矢や継つぎ早ばやに質しつ問もんを繰くり出してきます。どう答えますか？

忠朝：……難むずかしいな。光の君と鬼の関連をどのように話しても、香子は興味を抱いてしまいそうだ。

影光：しかし下手に伏ふせると、自分で調べにかかりかねない。

忠朝：香子も姫ひめだし、この一件から遠ざけたいのは変わっていないんだ。

ＧＭ／香子：「どうしたのですか？　忠朝どの」

忠朝：よしっ！　では全部包み隠かくさず話したうえで「だから源光どのに会って話を聞こうなどとは思わないでほしい。御おん身みを大事にしてください」と念を押おそう。

ＧＭ：すべてを聞いた香子は、大変悲しげな顔をして、「あの鬼も不ふ憫びんですね……」と唐とう突とつに呟つぶやきます。

忠朝：「不憫……とは光がですか？」

ＧＭ／香子：「いえ、彼にかしずく女怪たちがです」

忠朝：なるほど。

ＧＭ／香子：「殿との方がたというのは、鬼になっても女を苦しめるものなのですね」

忠朝：しばらく言葉に詰まった後で「すべての男が、光殿のように己おのれのことしか考えられぬわけではありません」

ＧＭ／香子：忠朝の目を真っ向から覗のぞき込みます。「冬王丸はどうなのです？」

忠朝：俺は……光の君とは違ちがう。不幸にさせるのがわかっていて、自分の運命に好きな女を巻まき込んだりできない。「俺は山ノ主に魅み入いられた身です。女子に想おもいをかけるなど考えたこともございません」視し線せんを逸そらしながらはぐらかすことしかできないな。

ＧＭ／香子：「香子も山の神に会うてみたいものです……」と少し寂さびしげに呟いてから、最後に居い住ずまいを正し、こう命じます。「忠朝どの。哀あわれな女怪のためにも、この一件、早く決着をつけてくださいまし。十六夜姫が囮おとりになられるのならば、あの方の身も必ずやお守りするのです」

忠朝：膝ひざをついて力強く答えよう。「はっ。承うけたまわりました。姫のお申しつけとあれば、この忠朝、必ずや鬼を討うち果たして御ご覧らんに入れます」それが香子の望みなら、必ず叶かなえよう。もうひとつの望みは、叶えてやれそうにないからな。

十六夜姫：えっ？　忠朝は本気で香子さまの側そばを離れる気なの？

忠朝：…………。







◆Middle 09◆琵び琶わの音、嫋じよう々じようと


Scene Player ──── 十六夜姫






　羅ら城しよう門もんが京の正門としてそびえ立っていたのも今は昔。右京の衰おとろえとともに荒こう廃はいした二層そうからなる巨きよ大だいな門は、いまや行き倒だおれの死体捨すて場となっていた。

　その羅城門に、たなびく雲に月が映はえる今こ宵よいは、珍しく人ひと影かげが見えた。

　噂うわさの羅城門の鬼おにかと思いきや、円形に立てられた松明たいまつの輪の中に浮うかぶ姿すがたは可か憐れんな幼姫。

　四弦げん琵琶をかき鳴らしつつ、源光という鬼を待つ十六夜姫であった。




ＧＭ：シーンプレイヤーはもちろん十六夜姫です。場所はうら寂さびれた羅城門の前。十六夜姫は、松明で作られた円の中に、琵琶を手にしてたたずんでいます。他のＰＣも全員登場でいいですね？

忠朝：十六夜姫の身に何かあったら香子に申し訳わけがたたない。俺は姫から一番近い羅城門の柱の陰かげに隠かくれていよう。なにかあったら即そく座ざに飛び出せるよう、刀の柄つかに手をかけながらな。上じよう昇しようした侵しん蝕しよく率りつは９。

嵯峨童子：ならば我わが輩はいは、羅城門の屋根の先せん端たんに立ち、上から眼がん下かの十六夜姫を見み張はるといたそう。ははは。夜の京が一望に見み渡わたせるわ。こここそまさに、鬼の領りよう地ちよな。

影光：影光は符ふを手た挟ばさんで妖あやかしから身を隠しながら、忠朝の側に潜ひそむか。

ＧＭ：十六夜姫がしばらく琵琶を弾ひいていると、やがて朱雀大路の向こうから扇おうぎで顔を隠した貴き人じんがやってきます。朧おぼろな月明かりのために、顔の造ぞう作さくはよく見えない。

「朧月夜に似にるものぞなき……」

　無数の鬼火を従したがえ、詠うたいながらこちらにやってくるのは、得も言われぬ妖よう艶えんな風ふ情ぜいを湛たたえた、一匹ぴきの鬼でした。

十六夜姫：来たのは女によ怪かいみたい？　あちゃー。外げ道どうが釣つれちゃいましたか。

ＧＭ／朧月夜：「十六夜姫さまであらせられまするな。わらわは朧月夜。とうとう光の君のもとに参られる決心がついたのでございますな」

十六夜姫：「そろそろいらっしゃる刻こく限げんと思っておりました。御ご覧らんあれ、今宵の月を。白々と輝かがやいております」ここで、言葉にキッと力を込めて「月の光の下に、あなたがたの目もく論ろ見みはすべて顕あらわれました。頼たのもしき方々がおいでになります。今度は二度と迷まよわぬよう、清き光が道を照らしましょう。出てきた黄泉よみ路じを戻もどるがよい！」
















ＧＭ／朧月夜：「さても小こ憎にくらしい物言いかな。やはり幼おさなすぎて、光の君のお招まねきがどれほどの果か報ほうかわからぬよし。そう申されるなら是ぜ非ひもない。十六夜姫の生命、これまでと心得られよ」嫉しつ妬とを込こめていうと、朧月夜は扇を持った手を構かまえます。

嵯峨童子：お待ちあれい！　ならば鎖くさり帷子かたびらと鉄兜かぶとが、ばしゃっと姫の隣となりに落ち、それがたちまち嵯峨童子の姿になる。

影光：「鬼よ。やはり、十六夜姫を狙ねらって現あらわれたな」柱の陰から現れ、十六夜姫の前に出るか。

忠朝：俺も同じく前に出よう。

ＧＭ：わかりました。それではＰＣ側は全員同じエンゲージ、少し離れて女怪のエンゲージとなります。朧月夜と名乗った女怪は襲おそいかかってきます。現げん段だん階かいでの全員の侵蝕率を確かく認にんしておきましょうか。

嵯峨童子：まだ余よ裕ゆうがある。61ですぞ。

影光：69だ。まあこんなものであろう。

十六夜姫：少し多いですね。75もあります。調ちよう査さにエフェクト使ったからね。

忠朝：やはり69。エフェクトが戦せん闘とう専せん用ようだから、これから上がるだろうけどな。




◆第１ラウンド

ＧＭ：それでは戦闘を始めましょう。朧月夜のイニシアティブは13です。

十六夜姫：一番速い私でさえ、イニシアティブは12ですよ？　敵てきが先せん攻こうかあ。

ＧＭ：「今宵の羅城門は大変なにぎわいですこと」朧月夜は、扇を持った手をすうと頭上に伸のばし、勢いきおいを付けて振り下ろします。すると腕がにゅうっと伸びて、遠心力が加わった斧おののように十六夜姫を襲います。

影光：《伸しん縮しゆく腕わん》だな。

ＧＭ：〈白兵〉に《オールレンジ》《自じ在ざい槍やり》《伸縮腕》を組み合わせ、12Ｄを振ります。達成値は31まで伸びました。攻こう撃げき対象は十六夜姫！

嵯峨童子：そうはさせぬぞ！　ブラックドッグの《マグネットフォース》でカバーリング。頭上に盾たてを掲げて腕うでを受け止める。《オウガバトル》《コンバットシステム》《球電の盾》も組み合わせますぞ。達成値ちは22……無念。及およばぬか！

ＧＭ：割わって入った嵯峨童子に腕が直撃します。23ダメージ。

嵯峨童子：装そう甲こうで５点引いて……ＨＰが０になったか！　《リザレクト》を使用して持ちこたえますぞ。侵蝕率が81に上昇した。

「ぬう。しかしこの程てい度どで弱音を吐はいて、聖せい杯はい探たん索さくが達せられるものか！」

ＧＭ：意外に体力が低いんですね。ノイマンが入っているからか。

嵯峨童子：受け動作に成功すれば、４点しかダメージを受けなかったのだが。

十六夜姫：次は私の行動ですね。

〈射しや撃げき〉に《光の弓》《全知の欠片かけら》《黒き明かり》を組み合わせます。これで振るダイスは６個、クリティカル値は８になりました。

ＧＭ：わかりました。

十六夜姫：人差し指を伸ばし、高々と天を指差します。すると月光が指先に集しゆう束そくしていき、大きな球きゆう状じようになるんですよ。

「地のすべてを照らす月光からは、誰だれも逃のがれられません。あなたがた物ものの怪けもです」

　宣せん告こくしてゆるりと朧月夜を指差すと、放たれた閃せん光こうが朧月夜を貫つらぬきます。達成値は22点までいきました。侵蝕率は７点上昇です。

ＧＭ：避よけの達成値は、一回クリティカルしたけれど11です。命中しました。

十六夜姫：ダメージは３Ｄで……よし！　いい出目です。24ダメージ！

ＧＭ：あ……危あぶない。装甲がなければ即そく死ししていました。

十六夜姫：あ、おまけで目眩めまいのバッドステータスをプレゼント。今後、すべての判はん定ていのダイス目から２Ｄが引かれます。

ＧＭ：朧月夜は「おおお、眩まぶしいっ！　目が、目が見えぬ！」と扇おうぎで顔を覆おおって、地面を転がります。

影光：まずマイナーアクションで《早九字》。メジャーで〈射撃〉に《血の呪じゆ縛ばく》《血族》を組み合わせる。符ふを飛ばし、完全に女によ怪かいの動きを封ふうじてしまうとするか。

ＧＭ：なるほど。相手の回かい避ひを下げるための呪縛の術じゆつですか。

影光：「縛ばつ鬼き伏ふ邪じや、急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう」短く唱えてひらりと符を風に飛ばす。ダイスは８個。クリティカルは９。判定の結果、達成値は17になった。

ＧＭ：こちらはすでに目眩でダイスが２個減へっている……だめだ。勝てない。

影光：ならば符が女怪の胸むねに張はり付き、動きを封じるぞ。この戦闘中、〈運動〉と〈回避〉の判定に、２Ｄのペナルティを受けてもらうとしよう。

ＧＭ：な、なにー。合計で４個もダイスを減らされるのか。防ぼう御ぎよ行動は絶ぜつ望ぼう的ですね。

嵯峨童子：我わが輩はいが決着をつけてこよう。ずいっと前に進み出て、抜ぬき放った剣けんで女怪を叩たたき斬きる。「いまこそ姫ひめたちの無念を知るがいい！」

　マイナーアクションは移い動どうで消費。〈白兵〉の組み合わせは《オウガバトル》《コンバットシステム》《達人の業わざ》《ブレードマウント》。侵しん蝕しよく率りつは91になります。クリティカルは８。達成値は……うむ、41に届とどきました。

ＧＭ：ダイスペナルティのせいでクリティカルしなくなっている朧月夜に、攻撃から逃れる術すべはありません。命中です。

嵯峨童子：ダメージは５Ｄ＋４で24。真っ向からの斬ざん撃げき！

ＧＭ：瀕ひん死しでしたので、とてももちません。「ああああああ、光の君ぃぃぃ」と断だん末まつ魔まの声をあげつつ、女怪は霧きりが晴れるように拡かく散さんして消えてしまいました。

嵯峨童子：地に剣を刺さしてひざまずき、神に祈いのります。「神よ、勝利しました！」

十六夜姫：「死してなお光の君の呪縛から解とき放たれないのね」




「そのとおりだとも、十六夜姫」

　耳元で光の澄すんだ声がした瞬しゆん間かん、虚きよを突つかれた姫はわずかに硬こう直ちよくした。

　視し界かいの隅すみに白銀の閃光を見たのと、強い衝しよう撃げきに突き飛ばされて地面に倒たおれたのは、ほぼ同時だった。

「きゃっ。いたっ」

　苦痛を堪こらえてがばと身を起こすと、目前で光の君と背せに姫を庇かばう忠朝が対たい峙じしていた。そこでようやく、姫は何が起こったのか理り解かいした。光の君は朧月夜を囮おとりにして、隠おん形ぎようの術を用い、十六夜姫の背はい後ごに回っていたのだ。気付いた忠朝が姫を突つき飛ばしたのだが……。

　姫の瞳ひとみは光の君の拳こぶしに吸すい寄よせられた。

　そこに握にぎられていたのは、一房ふさの十六夜姫の黒くろ髪かみであった。

「しまっ……」

　言うより早く、光の君が身を翻ひるがえした。




ＧＭ／光の君：「ついに手に入れたぞ。これで藤ふじ壺つぼの宮は完成だ！　あとは知ち性せいの光を与あたえれば、それですべてだ。はは、はは、はははは」光の狂きよう笑しようが、京の夜を遠ざかっていく。

忠朝：「無事か、十六夜姫」

十六夜姫：「やられたっ、いえそんなことよりも！」決然と立ち上がります。ＧＭ、京で一番教養のある姫といえば、もしかして香子さまじゃないんですか？

ＧＭ：鋭するどいですね。その通りです。

影光：やはりな。意味もなくＮＰＣの姫が出るはずがないと思っていたよ。こう繫つながる予定だったのか。

十六夜姫：「忠朝どのは知らないでしょうが、この京で教養抜ばつ群ぐんの姫といえば香子さまのことなのです！」

忠朝：「なんだと！　くそ。恐おそれていたことが起こってしまったか。いや、まだ間に合う！」馬に飛び乗り、一心不ふ乱らんに香子の屋や敷しきに向かって駆かける。

影光：「確たしかに香子どのは、都一の才さい媛えんとして名高い方。知恵が必要ならば、光の君が狙ねらいを定めていたとしても、何の不思議もない。我われ々われも急ぐとしよう」







《伸縮腕》　エグザイルのエフェクト。腕を伸ばし、遠距離にいる敵を攻撃する。《オールラウンド》、《自在槍》も同じくエグザイルである。

頭上に盾をかかげて　嵯峨童子は、チェインメイル、ロングソード、カイトシールドという武装に身を包んでいる。

《光の弓》　エンジェルハィロゥのエフェクト。光を集め、レーザーのような状態で撃ち出し、敵を貫く。十六夜姫は、その設定に従って〝月光を集めた攻撃〟ということにしたようだ。

《早九字》　「平安京物怪録」でしか使用できないエフェクトのひとつ。定められた呪言を唱えることによって素早く精神集中を行なう。

《血の呪縛》　ブラム＝ストーカーのエフェクト。本来は、自分の血で敵を縛るエフェクトだが、影光は陰陽師なので、〝符〟という形にした。

十六夜姫の髪の奪取　この時、光の君は《光の衣》を使用し、十六夜姫に［不意打ち］を仕掛けている。回避用のエフェクトを持っていなかった十六夜姫はこの攻撃を回避できなかった。

光の君の退場　これは、ソラリスの《群れの召喚》の効果である。











　　　CLIMAX PHASE




　不意に虫の音が絶たえた。

「だれぞおらぬのか？」

　屋敷の静せい寂じやくを怪あやしみ座敷を出た香子は、息を吞のんだ。庭のそこかしこに警けい護ごの兵が倒たおれているではないか。

　だが明らかな怪かい異いを前にしてなお、彼女の目は別のものに釘くぎ付づけになった。すぐ側の廊ろう下かに立つ、見覚えのある涼すずしげな貴き公こう子しの姿すがたに。

「……鬼おに」

　たじろぎつつ呟つぶやくと、源光はあざやかに……そして禍まが々まがしく微ほほ笑えんだ。

「一別以来よのう、香子姫。ようやくそなたを迎むかえる番が来た」

　光の君はひとりではなかった。背後に信じがたいほど美び麗れいな若わかい女を従したがえている。けれど一目で、その女じよ性せいには何かが足りないとわかった。まるで尼あまのような頭には一本の頭とう髪はつもなく、瞳ひとみには意思の輝かがやきが見られない。

「どうだ。目を奪うばわれる美しさであろう。あはは、はは。藤壺の宮と名付けた。何人もの女たちを集めて、ようやくここまで辿たどり着いたのだ。意に適かなう髪がなかなか見つからなかったのだが、ついに十六夜姫の髪が得られた。これでより母上に近づく」

　光の君が、手にした一房の髪を藤壺の頭に優やさしく近づけ、呪しゆを唱えると、髪は蛇へびのようにうねり、藤壺の宮の頭に吸すい付く。そして見る間に増ふえ、伸のびて、数瞬の後に藤壺の頭は見事な黒髪に覆おおわれていた。

「なんと恐おそろしい……。こ、こんなことが許ゆるされるとお思いなのですか」

「むろん！　この至上の美のためには、すべてが許されるのだ！　女たちも自分の体の一部がこの藤壺の宮となれたことを喜んでいるに違ちがいない。あなたにも、その優すぐれた知ち恵えを捧ささげていただこう。それで、ついに愛いとしの藤壺が完成するのだ！」




ＧＭ：はい、ここまでがマスターシーンです。みなさんはここで到とう着ちやくします。クライマックスですので、登場による上じよう昇しよう分を加えた侵しん蝕しよく率りつを申しん告こくしてください。

嵯峨童子：１を加えて92ですな。

影光：増ぞう加かは８で87になった。

十六夜姫：現げん在ざい93です。厳きびしいなぁ。

忠朝：先ほどエフェクトを使わなかった分、一番低い。まだ78だ。

影光：それでは、光の君の顔の前を、ふっと鳥のような何かが横切ろうとする。

ＧＭ：ぱっと手で摑つかみ取りました。一体なんですか？

影光：手を開くと、そこには〝燕つばめ〟と記された符ふが一枚まい入っているばかり。「光どの。そこまでになされよ」

忠朝：「おのれ鬼め！　貴様の勝手な望みのために、香子さまを傷きずつけさせてなるものか」

ＧＭ：「あくまで邪じや魔まをするか」みなさんが駆かけ込こんできたのを見た光の君は、ばっと振ふり向くと《ワーディング》を発動します。すると香子は、忠朝を見て安あん堵どの表ひよう情じようを見せたのもつかの間、板張ばりの上にくずおれました。

忠朝：くそっ、やばいな。ここで戦えば香子が巻まき添ぞえになりかねない。

影光：ふ。その心配には及およぶまい。

忠朝：なんだって？　どういうことだ。

影光：あれなる鬼の目当ては、香子どのの知恵の光さ。なれば、死なせてしまっては都合が悪かろうよ。案ずるな。





＊　　　＊　　　＊






十六夜姫：光の君に語りかけます。「君よ、月でさえ毎夜その美しさは移うつろいます。この世に永えい遠えんなどないのです。これほど自明な理ことわりから目を背そむけ、無む益えきな殺せつ生しようを繰くり返した君のあさましさ。月はすべて見ておりましたよ」

ＧＭ／光の君：「なにをいうか、十六夜姫。見よ！　永遠に色あせることない藤壺の美を！　わが呪法にかかれば、満月を永遠に天に留とどめることさえ容易たやすいのだ！」

十六夜姫：やっぱり、道理になんて耳を傾かたむけないか。「ならば光の君、あなたの信じる永遠が空むなしい紛まがい物であると、いま暴あばいて差し上げましょう」

影光：「源光どの。お気付きかは知らぬが、反はん魂ごんの術じゆつと引き換かえに、あなたさまは心に鬼を宿してしまわれたのです。もはや人には戻もどれませぬ。京の都を騒さわがす鬼として、あなたさまを調ちよう伏ぶくいたしますぞ」光の君へのロイスを結ぼう。感情は〝憐れん憫びん〟で。

嵯峨童子：「貴様、この国の貴人の端はしくれでありながら、貴婦人を手にかけるとは何事か。過すぎ去りし面おも影かげは、もはや戻らぬからこそ美しい。なのに偽いつわりで作り上げた人形で、一体なにをしようというのだ！」うむ。我わが輩はいも〝侮ぶ蔑べつ〟でロイスを取得しますぞ。

ＧＭ／光の君：「偽りなどではない！　これこそ最高の美！　真実の美なのだ！　あはは、あはは」

忠朝：あまりに身勝手な光の言動に怒いかりを爆ばく発はつさせる。「誰が頼たのんだ……」

ＧＭ／光の君：「なに？」

忠朝：「一体誰が蘇よみがえりたいとお前に頼んだんだ。お前の母か？　ふざけるな。息子むすこを愛する親が、子を物ものの怪けにしてまで無理を願うものか。お前は姫ひめたちを殺し、遺い骸がいを辱はずかしめただけでなく、母はは御ごの愛情にさえ泥どろを塗ぬっている。自分の欲よくを満たすことしか考えていない、甘あまえた餓が鬼きだ」

ＧＭ／光の君：「そなたのような下げ種すに何がわかるものか。黙だまるがよい！」

忠朝：「心ない人形ならいざしらず、香子さまの知恵を授さずかった女が、そんな身勝手な男を好くものか！　その藤壺はお前を愛さない。たとえ母御の魂たましいが宿ろうが宿るまいがな！」

ＧＭ／光の君：「そ、そんなことがあるものか！　私は正しい！　正しいのだぁ！」とめくれあがった声でいいます。「間違っているはずなどない。本当の母上が、ここに誕たん生じようし、私を愛してくださるのだ！」

嵯峨童子：「死者の魂が取り戻せる道理などなかろうに……」

忠朝：「無意味な術のために、香子さまを捧ささげさせはせん。諦あきらめぬのなら討うち果たす！」光の君へのロイス取得。関係は〝ライバル〟、感情は〝憤ふん懣まん〟で。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：光の君の歪ゆがみきった精せい神しんに触ふれたみなさんは、嫌けん悪お感から衝しよう動どう判はん定ていを要求されます。全員〈ＲＣ〉判定をどうぞ。〈ＲＣ〉がない場合は精神で判定することになります。達成値ちは７あれば成功です。

十六夜姫：楽勝、楽勝。

ＧＭ：……全員成功ですね。まあ侵しん蝕しよく率りつボーナスがありますからね。では、誰だれも光の君の狂きよう気きに飲み込まれることはありませんでしたが、侵蝕率は２Ｄ上じよう昇しようしてしまいます。

嵯峨童子：上がってしまった……。[image: ]。

影光：現げん在ざい99。ふ。きわどいな。

十六夜姫：96です。ホッ。[image: ]越ごえは免まぬがれてよかった。これで一回は死ねるわ。

忠朝：しまった。ダイス目が悪い。96％。

ＧＭ：おお。全員すごいギリギリですね。嵯峨童子は踏ふみ越こえてしまったようですが。

嵯峨童子：途と中ちゆうまでは調子がよかったのだが、急に運気が下がったようですな。これも神の試練か……。

ＧＭ：そちらは一丸となって来たので、全員ひとつのエンゲージですね。

「六ろく条じよう、花はな散ちる里さと、葵あおい。それに空蟬うつせみ、夕顔、末すえ摘つむ花はな、軒のき端ばの荻おぎ……皆みな、出ておいで。私を侮ぶ辱じよくするこやつらを、引き裂さいてしまいなさい」命令に従したがって、光の君の周囲の空間から忽こつ然ぜんと女によ怪かいたちが湧わいてきました。

十六夜姫：うわ。まだそんなにいたのね。一体何人の姫を殺してるの、こいつ。

ＧＭ：いずれも美び貌ぼうの三体のゲスト女怪と一群ぐんのトループ女怪は、光の君を守るかのように周囲を取り巻き、エンゲージを形成します。それでは最後の戦せん闘とうに移りましょう。




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：最初に行動するのはイニシアティブが16ある女によ怪かいゲストのひとり、花散里です。

　花散里は女によう房ぼう装しよう束ぞくを振ふりながら、その場でくるりくるりと舞まうように身を翻ひるがえします。

　すると周囲にえもいわれぬ甘い香こうの匂においが垂たれ込める。《ポイズンフォッグ》《狂きよう戦士》《ファクトリー》を組み合わせ、ダイスは10個で判定成功。

嵯峨童子：この女怪どもは総そうじて動きが速いようだな。

十六夜姫：さすがは人じん造ぞう人間ね。

ＧＭ：かぐわしい反魂香を吸すい込んだすべての女怪から、冥めい府ふの魔ま力りよくがさらに強く引き出されます。同じエンゲージの味方に、次のメジャーアクションがクリティカル値-1、次の判定のダイスに４Ｄのボーナスが与あたえられました。

影光：ふ。ソラリスか。それぞれの女怪が役やく割わり分ぶん担たんしていると見たぞ。

ＧＭ：続けて六条の御息みやす所どころが、目をぎらりと光らせたかと思うと、重い着物をたなびかせながら風を巻まいて突つっ込んできます。ＰＣのエンゲージに進入、と。

嵯峨童子：ぬう。これはまずいぞ。移い動どうが封ふうじられた。

ＧＭ：《鬼おにの一いち撃げき》《獣けものの力》《銘無き刃やいば》《形なき剣けん》を組み合わせて攻こう撃げきします。女の柔腕とは思えない力で打ちかかり、手刀なのに、当たった箇か所しよはスパリと斬きれる。狙ねらいは、光の君を侮辱した忠朝です。「獣くさいわ。この京には似に合あわぬ田舎者。消えてしまうがよい」

嵯峨童子：カバーリングに入るべきか！

忠朝：俺おれのことはいい。嵯峨童子は十六夜姫と小野どのを頼たのむ。こんな男のために、もう犠ぎ牲せいを出してたまるか。

嵯峨童子：おう、心得たぞ。

ＧＭ：では達成値は37です。

忠朝：回かい避ひ用のエフェクトなどねえ。７Ｄを素す振ぶりして達成値19。

ＧＭ：ダメージは少なめで20点。

忠朝：……きわどい。装そう甲こうを差し引いて、残りＨＰが１だ。

「ぐっ」胴どう丸まるがなければ討ち死にだったな。大口叩たたいて最初に倒たおれたんじゃ、笑い話にもならないぜ。

ＧＭ：さらに、同じくイニシアティブ13の女怪、葵が車掛がかりで攻撃をかけてきます。葵はさきほど戦った朧月夜と同様に、にゅるっと手を伸のばして十六夜姫を狙います。

影光：こやつも《伸しん縮しゆく腕わん》か！

ＧＭ：「もうお前は殺してもいいのじゃ」

嵯峨童子：カバーリングを……。

十六夜姫：うーん、ここは自分で受けるわ。侵蝕率が[image: ]を突とつ破ぱする前にね。反はん魂ごん香こうで強化された打撃、受ければ嵯峨童子も無事ではすまないでしょ。回避もしません。

ＧＭ：そういうことなら達成値ち25で命中。ダメージは19点です。

十六夜姫：真っ向から胸むねを貫つらぬかれます。そして《リザレクト》。腕が引き抜ぬかれると、本来なら血が噴ふき出るはずが、傷きず口ぐちをぱーっと光が埋うめ尽つくし、たちまちのうちに塞ふさいでしまうんですよ。にっこりとして「月の光の下でこの十六夜を殺あやめるのは、ちょっと骨ほねですよ？」

嵯峨童子：おお、なんという暖あたたかな光。

十六夜姫：そして今度は私の番ですよ。天人に手を上げた報むくい、受けてもらうわ！　《光の弓》《スターダストレイン》《全知の欠片かけら》《黒き明かり》を組み合わせ。７以上でクリティカル。侵蝕率はこれで[image: ]％……。ま、まだ大だい丈じよう夫ぶよね。きっと。




「ふふ。有う象ぞう無む象ぞうを集めても無む駄だですよ。月の光は分け隔へだてなく照らすものですから」細い指を天にかざすと、十六夜姫は何事かを念じて、一気に振り下ろした。すると夜空の月が、突とつ如じよとして真昼の太陽以上の明るさに輝かがやきを増ました。すべてが目も開けられないほど眩まばゆい白光に飲み込まれる。

「これは罪つみを清める浄じよう化かの光。素す直なおに身を委ゆだね、妄もう執しゆうから解とき放たれるのです」




十六夜姫：シーン内の敵てきすべてに効果が及およびます。11Ｄして……達成値は17。低いー。がくっ。しょぼしょぼだわ。

影光：いまひとつ効果が薄うすかったな。

ＧＭ：目眩めまいは防ふせげないにせよ、この段だん階かいでは効こう果かがきていないんだね。ころころ。トループ以外にはすべて命中。

十六夜姫：ダメージは11です。雑魚ざこだけでも一いつ掃そうするつもりだったのにぃ。

ＧＭ：それでは誰も死にませんね。

十六夜姫：悔くやしいけど仕方ないです。命中した相手には目眩のバッドステータスが入っているのがせめてもの救いかな。

影光：今度は私の番だが……六条の御息所とやらに接せつ敵てきされていて、どうにもやりづらいな。邪じや魔まな女によ怪かいが排はい除じよされるのを期待して、ここは待機といこう。

ＧＭ：ではイニシアティブ10で、親玉の光の君が動きます。

ＧＭ／光の君：「皮肉なものだな、十六夜姫。私もまた光の宿命を背せ負おって生まれた者。だが私はそなたの十六夜と違ちがい、欠けることのない満月の力を備そなえているのだよ！」

影光：「む。一体どのような呪しゆだ！」

ＧＭ：《光の弓》《スターダストレイン》《全知の欠片》《主の右腕》を組み合わせた射しや撃げき攻こう撃げき。光の君が眩い後光を放ったかと思うと、とても回避などできそうにない無数の閃光が、あなたたちに降ふり注ぎます。ダイス15個！

嵯峨童子：全体攻撃か！　しかも半はん端ぱな威い力りよくではあるまい。ここで誰をカバーリングするか。騎き士しとして十六夜姫を守るべきですな。どうせ倒たおれるのなら、貴き婦ふ人じんを庇かばって倒れよう。

忠朝：確かに倒れることが前ぜん提ていならば、誰かの身代わりとしてダメージを引き受けて、損そん害がいをひとり分減へらすほうがお得だな。

ＧＭ：３回クリティカルし、達成値は40ぴったりです。

嵯峨童子：《マグネットフォース》《オウガバトル》《コンバットシステム》《球電の盾たて》で十六夜姫をカバーリング。侵しん蝕しよく率りつは[image: ]に上じよう昇しよう。ダイス目は37！　盾と技ぎ能のうの修しゆう正せいを加え、楽々成功しましたぞ。まあ、おそらく意味はないでしょうがな。

影光：40では届とどかんな。回避失敗。

忠朝：同じく無理だ。まともに受けた。

ＧＭ：ダメージはなんと40点です。嵯峨童子は２発分ですから80点ですね。

忠朝：《リザレクト》を使って持ちこたえよう。ボロ雑ぞう巾きんのように撃うち抜かれて一度は倒れつつも、獣けものの目をらんらんと光らせつつむくりと立ち上がる。

影光：穴あなだらけになった影光の姿すがたが消え、地に身代わりになった紙の形代が落ちる。本体は無事さ。《リザレクト》。

嵯峨童子：我わが輩はいは光の君へのロイスをタイタス化し、蘇そ生せいに使用しますぞ。




　十六夜姫を庇った異い形ぎようの鎧よろい武む者しやが、縦じゆう横おうに閃光に貫かれ、ばらばらになって地に落ちた。

「嵯峨童子！」姫ひめが思わず声をあげる。

　だが鎧はぼろぼろに傷きずついたまま、たちまち元の形に戻もどった。破は損そんした鎖くさり帷子かたびらの隙すき間まからは、これまでにないほど激はげしく放電する青い球電が垣かい間ま見える。聖せい杯はい探たん索さくへの情じよう熱ねつが消えぬ限かぎり、この騎士が真に潰ついえることはないのだろう。

「いまの光の中に聖杯の手がかりが見えた！　聖杯をこの手にするまで、まだ天に召めされるわけにはいかぬ！」




嵯峨童子：それでは我輩が女怪を浄じよう化かしよう。《オウガバトル》《コンバットシステム》《達人の業わざ》《ブレードマウント》を組み合わせ。目標は目前の六条の御息所とします。11Ｄを振ふり……達成値は25になった。

ＧＭ：目眩を受けていて、さらにダイスペナルティを受けているので、女怪はほぼ回かい避ひ能力を失っています。命中。

嵯峨童子：「今度こそ安らかに眠ねむるがいい！」女怪を横薙なぎに一刀両りよう断だんしますぞ。３Ｄ＋４で合計20点ダメージ。

ＧＭ：十六夜姫の攻撃との合計で、六条の御息所は死亡しました。「光の君──」悲ひ痛つうな声とともに、黒い霞かすみとなって霧む散さんします。

忠朝：進路が開いたか！　ここは俺が押おして出る。女怪たちの人ひと垣がきに名乗りを上げながら駆かけ込こもう。「遠からん者は音に聞け、近からん者は目にもの見よ！　我われこそは武蔵国の住人、山住忠朝なり！」

ＧＭ：この時代の武者っぽいですね。

忠朝：マイナーアクションを使用して敵のエンゲージまで移い動どうし、メジャーアクションで攻撃する。演出上では刀を振って攻撃だが、実じつ際さいのデータは素す手でだ。マイナーアクションで《破は壊かいの爪つめ》が使えないので。狙ねらうのは……。

影光：難むずかしいところだが、次の行動までに光の君を倒すのは間に合うまい。

忠朝：……こちらもかなり追い込まれているからな。相手の手数を減らすために、打撃力のある葵という女怪を倒そうか。《伸しん縮しゆく腕わん》を使うやつだ。

ＧＭ：目眩のバッドステータスはラウンド終しゆう了りようで解とけてしまいますから、それが得とく策さくかもしれませんね。

忠朝：《鬼おにの一撃》《獣の力》《フルパワーアタック》で〈白兵〉攻撃します。イニシアティブは０で、達成値ちは25。これで俺も侵蝕率が[image: ]％を超こえました。

ＧＭ：よっと。回避は失敗しました。

忠朝：では合計で41ダメージです。

ＧＭ：41か！　完全なオーバーキルです。葵は突とつ進しんしてきた忠朝の刀に深々と胸むねを突つき刺さされ、黒い血を吐はいて霧散しました。

ＧＭ：ではトループの……。

影光：待ってもらおう。トループの前に、待機状じよう態たいにあった影光が動こう。

　マイナーで素早く前進して、《血の従じゆう者しや》《血族》で式神を生み出す。侵蝕率は６上昇。判定の達成値が34なので、《血の従者》のＨＰも34になったな。




「のうまく　さんまんだ　ばさらだんかん」

　影光が印を結んで呪しゆを唱えると、右手に利り剣けん、左手に羂けん索さく（縄なわ状の仏具）を握にぎる不ふ動どう尊そんが、虚こ空くうに忽こつ然ぜんと現あらわれた。身の丈たけおよそ九尺しやくの巨きよ軀くが地に降おりたつや、ずんという音とともに大地が震ふるえた。不動尊は、その恐おそろしげな憤ふん怒ぬの相を女怪たちに向け、背はい後ごに背せ負おう炎ほのおをめらめらと燃もやした。




ＧＭ：それではトループの行動です。不動の出しゆつ現げんに脅きよう威いを感じた女怪たちが、我先にと巨大な不動尊に飛び掛かかり、嚙かみ、千切り、引き裂さこうとします。達成値ちは……９か。やはり仏とは相あい性しようが悪いのか。

影光：回避でダイスを５個こ振り、達成値は８。ふ。モデルが仏ぶつ像ぞうでは少々動きが鈍にぶいようだ。回避は失敗。

ＧＭ：ダメージは、かわいく５点。表面をひっかいた程てい度どですね。ではラウンド終了……。

影光：そう急せかれるな。その前に影光のセカンド・アクションがある。メジャーで《エネルギーマイスター》《血族》《呪のろいの火か壺つぼ》《封ふう印いんの呪》《血の呪じゆ縛ばく》を組み合わせるとするか。侵しん蝕しよく率りつが13上じよう昇しようしてしまうがな。




　緩かん慢まんでゆるゆるとした歩みであったはずなのに、ふと見れば陰おん陽みよう師じが目と鼻の先まで迫せまっていた。影光が得意の符ふを用いて、鬼の目を一いつ瞬しゆんだけ逃のがれたのだ。それで十分だった。光の君が惑まどわされたと悟さとったときには、もう身を翻ひるがえすには遅おそかった。陰いん気きな表情のまま、陰陽師が彼の腕うでを取り、ピタリと符を貼はり付けた。




影光：達成値は21。２Ｄ-5（素手）の攻こう撃げきで、与えたダメージは２点。

ＧＭ／光の君：「あははは。なんだ、この非ひ力りきな符は。蚊かほどにも効きかぬぞ」

影光：「その符は光どのを倒たおすものではない。いささか動きは封ふうじますがな」

ＧＭ／光の君：「な、なんだと……」

影光：光の君は次の判はん定ていにクリティカルに＋１、以い降こうの戦せん闘とうの回かい避ひ、運動の判定にダイス-2を受ける。

ＧＭ：ではラウンド終了です。残りの敵てきは目眩めまいから回かい復ふくしました。




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：唯ゆい一いつ生き残った女怪、花散里が、光の君とトループに再ふたたび反はん魂ごん香こうを振ふりまきます。判定に成功し、次の判定にクリティカル-1、ダイスボーナスが４個与あたえられました。

十六夜姫：他の女怪はもういないから、次は私の番だね。さきほどと同じコンボで攻撃しよう。《光の弓》《スターダストレイン》《全知の欠片かけら》《黒き明かり》を組み合わせた〈射しや撃げき〉攻撃。影えい響きようを与える対象は、光の君、花散里、女怪トループです。

ＧＭ：本当に光の君と十六夜姫の攻撃方法はよく似にていますね。

十六夜姫：ここが勝負どころっぽいから、さらに光の君のロイスをタイタスに変え、昇しよう華かしてクリティカル値を下げよう。「光の君よ。似て非なる妾わらわたちは、それゆえに肝かん心じんのところで、けっしてわかりあえません。お別れです」侵蝕率は[image: ]％……達成値54！

ＧＭ：ペナルティの累るい積せきで、光の君が回避するのは難むずかしいなぁ……命中しました。花散里とトループも判定して、両方失敗です。

十六夜姫：ダメージは32です。今度は予定通りのダメージが出た。よかったぁ。

ＧＭ：「私が誰だれか忘わすれたか、十六夜姫！　光を操あやつるなら引けは取らぬ！」光の君はエンジェルハィロゥなので、《鏡の盾たて》を使用して実ダメージを16点はね返してきます。

　花散里とトループにそんな芸当はできませんので、浄じよう化かの光で溶とけ去りました。「ああああ、まぶしい……たすけて……」

十六夜姫：ええっ？　反射は死ぬよ！

嵯峨童子：リアクションへのリアクションはできませんな……絶ぜつ体たい絶命か！

十六夜姫：生か死か。背に腹はらは代えられないわ。月世界の父上……十六夜はこの京で生きていきます。実の父をタイタス化して、光とともに蘇よみがえります。「すべては夢ゆめ……」

影光：光の君より、影光のほうがわずかに速い。今回は普ふ通つうに行動させてもらうか。影光のマイナーで不動尊に命令。不動尊はマイナーで《早九字》、メジャーで《血族》《呪いの火壺》《封印の呪》《終末の炎》を組み合わせ。侵蝕率は[image: ]％まで上昇した。やれやれ。魔ま界かいが見えてきたな。

嵯峨童子：なに。物ものの怪けとなるのもそう悪くはないぞ。共に聖せい杯はい探たん索さくに旅立つのはどうかな、影光よ。

影光：謹つつしんでお断ことわりしよう。さて、勝つにせよ負けるにせよ、ここが最後の行動機会だな。光の君へのロイスをタイタスに変えて、昇華しよう。




　式で作り上げられた不ふ動どう尊そんが、左手の羂けん索さくを宙ちゆうに放った。縄なわは空中で生き物のようにうねり、満足に身動きできない光の君を絡からめ取る。そして不動尊の背はい後ごの火か炎えんがひときわ激はげしく燃え上がったかと思うと、羂索を伝って光の君に燃え移うつり、瞬時にして豪ごう炎えんに包み込んだ！

「ぐわあああああ」

「不動尊の背せ負おう迦か楼る羅ら炎は、煩ぼん悩のうを焼き尽つくす火炎……俗ぞく人じんはいざしらず、光の君、あなたにはひどく熱いでしょうな。しかし冥めい府ふの責せめは……はは……こんなものではありませぬぞ。影光が申すのだから噓うそはない。慣なれておくのがよろしかろうよ」




影光：不動尊はＨＰを１だけ残し、24点をダメージに変へん換かんした。それに２Ｄ-5ダメージを加え、合計は35ダメージ。さらに、次の判定にクリティカル＋１を受けることになる。なお本体の影光は、メインアクションを放ほう棄きしておこう。

ＧＭ：光の君は苦く痛つうと怒いかりに顔を歪ゆがませながら、炎を振り払はらいます。そして戦法を変えて、切り札の精せい神しん攻こう撃げきを仕し掛かけてきます。

《絶対の恐きよう怖ふ》《声なき声》《錯さつ覚かくの香かおり》《主の右みぎ腕うで》《全知の欠片》を組み合わせ、ダイス21個こ振ぶり。クリティカル値ちは８。精神攻撃のため、リアクションは〈意い志し〉で防ぼう御ぎよしなければなりません。基き本ほん的に通つう常じようの防御行動は無む効こうと考えてください。

嵯峨童子：カバーリングは認みとめられるのでしょうかな？

ＧＭ：……カバーリングはＯＫです。四体まで効果が及およぶので、式である不動尊は無む視ししてＰＣ全員に向けて放たれます。

嵯峨童子：《マグネットフォース》を使用して、鎧よろいの中に十六夜姫を収納しますぞ。

ＧＭ：光の君の達成値は31です。




「各おの々おの、もっとも恐おそれる敵てきに討たれて息絶たえるがよいわ！」

　光の君の全身が、目を灼やく眩まばゆい光を放った。瞼まぶたを閉とじても無意味なほど強きよう烈れつな閃せん光こうは、その場にいる者の記き憶おくの底まで届とどき、そこから最大の敵を引き出した。

　嵯峨童子の眼がん前ぜんに現あらわれたのは、湖水の騎き士しと呼よばれた最高の騎士であった。

　小野影光は冥府で覚えのない罪つみを問われ、地じ獄ごくの責め苦にあえぐ自分を見た。

　忠朝には、巨きよ大だいな狼おおかみが見えた。

　それは幻まぼろしであったが、幻げん覚かくとて人を殺すのだ。三人の魂たましいは挫くじかれ、けっして勝てぬという敗北感に打ちひしがれた。




ＧＭ：全員に30ダメージです。装そう甲こうでは軽けい減げんされません。まず三人とも死ぬでしょう。

忠朝：光の君へのロイスをタイタス化して、蘇そ生せいする。

「いつか俺おれが自分に敗れるとしても、貴き様さまのようにはならない！」

影光：影光は、京に巣くう鬼おにをタイタス化して、同じく蘇生しよう。

嵯峨童子：「ここで倒たおれるわけにはゆかぬ！　あの女怪どもが、地獄で寂さびしいと泣いておるぞ、光の君とやら！」縄なわ張ばりを荒あらす物の怪をタイタス化して復ふつ活かつ！

ＧＭ／光の君：「な、なんということだ。これでも立ち上がるというのか！」

嵯峨童子：嵯峨童子参る！　マイナーで接せつ近きんして、光の君を《オウガバトル》《コンバットシステム》《ブレードマウント》の組み合わせで攻撃。侵蝕率は[image: ]％、達成値は49！

ＧＭ：回かい避ひが４個減へっているのは厳きびしすぎる……失敗です。目眩めまいは強いなぁ。

嵯峨童子：では39ダメージを与あたえた。

ＧＭ：血ち飛沫しぶきを舞まわせつつも、まだ光の君は立っています。普通の人間ならとうに倒れているはずですが、鬼と化した彼はこの程てい度どでは死にません。血に濡ぬれた唇くちびるを歪めて嘲あざわらいます。

嵯峨童子：「むう、さすがにしぶとい。まさに執しゆう念ねんの鬼よな」

忠朝：「……鬼を殺すには鬼の力か」山ノ主の力を呼び出そう。マイナーアクションで《破は壊かいの爪つめ》を喚かん起きして、腕うでを異い形ぎようの狼の爪に変じさせます。そしてメジャーで《鬼の一撃》《獣けものの力》《フルパワーアタック》、さらに《尊勝陀だ羅ら尼に》を唱えながら白兵攻撃。

「やはり俺は山の神に魅み入いられた身だ。どこに逃にげてもつきまとう」気を失っている香子をちらりと悲しげに見てから、彼女とのロイスをタイタス化して昇華する。ここで確かく実じつに倒す。

[image: ]




　忠朝が刀を投げ捨すてた。怪け訝げんそうに見守る光の君の眼がん前ぜんで、苦く痛つうの呻うめきを漏もらす若わか武む者しやの爪が伸のび、腕に剛ごう毛もうが生じ、見る間に凶きよう悪あくな獣の前ぜん腕わんに変じた。

「姫ひめの前でこんな姿すがたに変わりたくはなかったぞ！　お前には報むくいを受けてもらう！」

　光の君が常じよう軌きを逸いつした狂きよう笑しようで応こたえた。「あははは、はは、はは。なんだ、なんだ。そなたも化け物ではないか。人恋こいしくて身をやつす物の怪ではないか。私を倒した後は、お前が香子どのに憑つくのであろう。あはは、はは、はは」

　身み悶もだえしながら、ゆらゆらと揺ゆれる光の君。忠朝は応えず、低く身をたわめたかと思うと、獲え物ものを襲おそう獣のように跳ちよう躍やくした。

「俺はお前とは違ちがうっ！」

「うぬっ」

　身を守るために掲かかげられた両手を枯かれ木の如ごとくへし折った獣の腕は、そのまま光の君の肩かた口ぐちから腹はらまでを、袈け裟さ懸がけに切り裂さいた。両りよう断だんされた光の君の上半身が宙ちゆうを舞まい、どん、と藤壺の宮の足元に落ちた。




忠朝：達成値は49だ。かわせまい！

ＧＭ：回避できませんでした。

忠朝：ダメージは５Ｄ＋29で48になったぜ。

ＧＭ／光の君：「母上、母上ー！」

ＧＭ：それでも息絶えていなかった光の君は、片かた手てで板張りをはいずって、藤壺のほうに手を伸ばします。しかし藤壺は虚うつろな目で光を見下ろし、なんの反はん応のうも示しめさぬまま次し第だいに黒ずみ、ぼろぼろと崩くずれさっていく。

影光：「術じゆつが不完全だったのさ。それを鬼の力で補おぎなっていた。自然に背そむく外げ法ほうには、もともと無理があるのよ……」

嵯峨童子：「呪のろわれた生命がまたひとつ浄じよう化かされました。神よ」剣けんを額ひたいに押おし当てて神に祈いのるとしようか。

ＧＭ：かくして光の君は倒れ、京を騒さわがせた鬼はいなくなりました。エンディング・フェイズに移い行こうする前に、自じ律りつ判はん定ていを済すませましょう。

十六夜姫：侵しん蝕しよく率りつは[image: ]％になっておる。残ったロイスは五つ……期待値ちが出ればセーフですけど、怖こわいからここは二倍振ぶりしておきますね。まずは５Ｄ……17！

ＧＭ：危あぶなかったですね。

十六夜姫：ですね。残りを振って……ほっ。合計で43点だから、余よ裕ゆうで[image: ]％以下になりました。経けい験けん点はなくしたけど、ここでジャーム化したらお話台無しだよね。

影光：最終侵蝕率は[image: ]％だ。残ったロイスは六個こだが、二倍振りを選せん択たくせねばほぼ助からない。12Ｄを振り、63まで低下。

嵯峨童子：残ったロイスが五個で、現在の侵蝕率が[image: ]％ですな。やはり二倍振りするとしよう。10Ｄを振り61。これで聖せい杯はい探たん索さくを続けられるというものよ。

忠朝：最終侵蝕率は[image: ]％だ。残ったロイスの数は五つで通常振りをする。出目は25で、山に姿を消さずに済んだ。今回のところは、だけどな。




　意い識しきが途と切ぎれ途切れな中で、香子は忠朝の姿を見たように思った。懐なつかしい幼おさななじみの肩から腕は異形に変じていたが、全然恐おそろしくはなかった。

（山ノ主の話は、やはり本当だったのですね……）こちらを心配そうに見つめる忠朝にそう微笑ほほえみかけねばならない気がしたが、どうにも瞼まぶたが重すぎた。不思議な眠ねむ気けに耐たえかね、香子の意識は再ふたたび闇やみに沈しずんだ。







回避用のエフェクト　忠朝は攻撃力を上げることだけを目的にしてエフェクトを取得しているのだ。

《スターダストレイン》　エンジェルハィロゥの攻撃を、シーン全体に拡大するエフェクト。偶然、十六夜姫と光の君のふたりが取っていた。

演出上では刀だが　実は、データ的に忠朝は刀を持っていない。ここではＧＭが特例として演出を認めた。

《破壊の爪》　自分の手を異形のかぎ爪に変える、キュマイラのエフェクト。忠朝が山ノ主から授かった力である。

不動尊　影光が《血の従者》でつくりあげた〝従者〟。平安京物怪録では、〝従者〟は式神として描かれることが多い。

《絶対の恐怖》　相手に強烈な恐怖感を与え、ダメージを与えるソラリスのエフェクト。

《尊勝陀羅尼》　「平安京物怪録」専用のエフェクト。陀羅尼（梵語で唱える経文）を唱えて、呪の力を跳ねあげる。

二倍振り　自律判定では、タイタスに変化していないロイスの数だけＤ10を振り、その合計値だけ侵蝕率が下がる。だが、それでは足りないと判断した場合、アフタープレイで得られる経験点を犠牲にすることで、ダイスの数を倍にできるのだ。











　　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆聖杯を求めて


Scene Player ──── 嵯峨童子






「どうしても旅立つというのですか」

　源光の一件けんが終わってからすぐのことだ。嵯峨童子が京を離はなれると言い出したのは。

「百余よ年にわたって調べ続けたが、やはりこの地方に聖杯はないのかもしれぬ。聖徳太子はキリストではなかったよ。そろそろ、別の手がかりを辿たどる頃ころ合あいのようだ」

　物ものの怪けに支し度たくもなにもない。屋や敷しきからその足で旅立つという嵯峨童子に、十六夜姫は少々慌あわてた。だが一度言い出したことを翻ひるがえすような男でないのは解わかっていた。

「それでは何かあてがあるのですか？」

「うむ。この国の東の果ての村には、北から来た聖者が死んだという伝説が伝わるという！　まずはその墓はかを探さがそうと思う」




十六夜姫：「そうですか。その様子では、止めても無む駄だのようですね。嵯峨童子には命を救われた恩おんを返したく思っていたのですけど」

嵯峨童子：「無用のこと。我わが輩はいは己おのれの騎き士し道精せい神しんに従ったまで。感かん謝しやの言葉だけで十分報むくわれました。今回の一件も、神の大いなる意思に従って遣つかわされた、聖杯に至いたるための試練。そう思っておりますよ」

十六夜姫：「……聖杯というのが何なのかは知りませんが、首しゆ尾びよく宝たからを見つけて京に戻もどられるのを楽しみにしていましょう」

嵯峨童子：カラカラと笑いますな。「わははは。聖杯探索に出てより早五百年。幾いく多たの都が砂すなに沈み、多くの歴史が終わるのを見み届とどけ申した。次に我輩が戻るころには、もうこの京もないかもしれませぬ。だが、よかろう。もし神が許ゆるせば、いずこかの地で再さい会かいいたしましょうぞ」

十六夜姫：少し目を閉とじて、嵯峨童子が歩んできた遥はるかな道のりを思う。「そうですか。妾わらわには想そう像ぞうもつかぬ旅を続けてきたのですね。ならば、妾でなくば我わが子孫が、使命を達した嵯峨童子を出で迎むかえるでしょう。助けが要いるなら遠えん慮りよなく求めてください。妾の血に連なる者は子々孫々、あなたの恩を語り継つぎ、忘わすれはしません」

嵯峨童子：「ありがたきお言葉。さればそろそろお暇いとましよう。さらば十六夜姫。末すえ永ながくお健すこやかに……」




　そう告げた瞬しゆん間かん、嵯峨童子の霊れいは青い雷いかずちとなり、雷らい鳴めいとともに雲ひとつない星空へと消えた。遠き東の空へ飛び去っていく青白い彗すい星せいを見送りながら、十六夜姫は「彼かの地でも人助けをするんだろうなぁ……あの妖あやかしさんは」と微笑みつつ呟つぶやいた。







◆Ending 02◆生と死の探求者


Scene Player ──── 小野影光






　書見台の前に端たん座ざしながらゆっくりと書見を続ける影光に焦じれたのか、庭に控ひかえていた某ぼう家の郎ろう等とうが声をかけてきた。

「小野影光先生であらせられますか」

「そうだが。このような夜分に何用か」

「源の鬼おにを退たい治じされた小野先生の験げん力りきを見み込こんで、我が主がご相談いたしたきことがあると申しております。是ぜ非ひご足労願えませぬでしょうか」

　常つね日ひ頃ごろから冷れい静せい沈ちん着ちやくな男にしては珍しく、影光は眉まゆを寄よせてかすかに不ふ快かいを表した。漢語が記された項こうを繰くりながら告げる。

「いま影光は、いささか都合が悪い。明日、お伺うかがいするとご主人に伝えてくれぬかな」




影光：「……のう。ご主人がご案じられているご子息の病は、確たしかに疫えき鬼きの仕し業わざだ。それを差し向けているはぐれ陰おん陽みよう師じもいるようだ。なれど、式を返すには、それなりの準じゆん備びが必要なのさ。ご子息の命数はいまだ尽つきておらぬゆえ、今日明日中に危あやういことはない。安心してお帰りなされよ」

ＧＭ／郎等：郎等は用よう件けんを正せい確かくに言い当てられて動どう揺ようしますが、諦あきらめずに胸むな元もとから一通の書しよ状じようを取り出します。「こちらに、安倍晴明さまからの推すい薦せん状がございますれば、曲げてまかりこし願えぬでしょうか」

影光：では小さくため息をついて、書見台の本をぱたりと閉とじます。「そういうことならば仕方がなかろう。いま外出の準備をしよう。案あ内ないを頼たのむぞ」

ＧＭ／郎等：「ははっ！　ありがとうございます」安あん堵どの表ひよう情じようとともに、頭を地に付けて礼をします。

影光：立ち上がって、奥おくの間に入ってゆく。そして残された書見台の本には、題字に『反はん魂ごんの法』と書かれている。







◆Ending 03◆姫ひめの難なん題だい


Scene Player ──── 十六夜姫






「姫さま、今日もほれ、このように多くの文が。こちらは中ちゆう納な言ごんさまのご子息、こちらは近この衛え中ちゆう将じようさまからの書状ですぞ。贈おくり物のほうは、持ちきれないので玄げん関かんに置いて参りました。後で見てくだされ」

　爺じいがうきうきと嬉うれしげに差し出した盆ぼんには、十通近くの文が積み重ねられていた。うんざりした顔で十六夜姫が隣となりを向けば、そこには小山となった書状の束が。

　きっかけは、京の鬼……源光を退治したことが、香子の父や藤原道長を通して帝みかどの耳に届いたことだった。興きよう味みを抱いだいた帝は十六夜姫を宮中に招まねいたのだ。さすがに関係者が多くて誤ご魔ま化かしきれなかったので、十六夜姫は参さん内だいし、特別のお褒ほめの言葉と褒ほう美びをいただくことになった。

　小さな荘しよう園えんを授さずかったおかげで、姫の家計と立場は飛ひ躍やく的に改かい善ぜんされた。それは素す直なおにありがたい。もう今後は、京で生きていくと決めたのだから。だがそれが、覚え切れないほどの求きゆう婚こん者が殺さつ到とうする結果を招こうとは……。




ＧＭ／爺：「姫や、我わが侭ままも大たい概がいになさってくだされ。綺き羅ら星ぼしのごとき公きん達だちの誰だれを選んでも玉の輿ですぞ。そろそろ誰かお決めせねば、先方がたに愛あい想そを尽かされますぞ」

十六夜姫：「出来ることならさっさと愛想尽かしてほしいんだけどな……」

ＧＭ／爺：「なにをおっしゃいますか！　姫、そこにお座すわりなされい」

十六夜姫：「もう座ってますけど」

ＧＭ／爺：「いいかの、姫や。こんな良りよう縁えん引く手あまたなど、もう二度とございませぬぞ！　花の生命いのちは短いのです。いまのうちによい婿むこ殿どのを捕つかまえておかねば！」

十六夜姫：「またそのお小言？　もう。光の君の始末をつけたかと思えばこの有様。一難なん去ってまた一難とはこのことだー。けど永えい遠えんに先さき延のばしにもできないよね……まったく香子さまがうらやまし……」

　ここでピンと閃ひらめきます。「そうだ！　こちらから断ことわれないなら、向こうから諦あきらめるように仕向ければいいのよ。幸い妾わらわは変わり者で通っているし。うん」

ＧＭ／爺：「どうなされたのじゃ、姫や。お気持ちを定めなされたか？」

十六夜姫：「うむ！　決めたぞ爺や！　書状をいただいた公達一同を、皆みなお呼よびして。ふふふ。あのすまし顔の連中がどんな顔をするか楽しみ、楽しみ」

ＧＭ：では公達一同が十六夜姫の屋や敷しきに揃そろいました。なんと言うのですか？

十六夜姫：集まった貴き公こう子したちに、全員がライバルであることを暴ばく露ろしまーす。その上で、誰を選べばよいかわからないから、想おもいの深さの証しよう明めいとして、要求する宝たからを取ってきた方に嫁とつぐと宣せん言げんします。求めるのは火ひ鼠ねずみの皮かわ衣ごろも、蓬ほう萊らいの玉の枝、竜の首の玉エトセトラエトセトラの無理難題！

「あー、じゃあ火鼠の皮衣とってきてください。私を愛しているなら簡かん単たんですよね」「蓬萊の玉の枝を取ってくるくらいの本気を見れなければ、その気にはなれませんねー」ぐらいの勢いきおいで！

ＧＭ：ほとんどの公達は諦めて帰っちゃうけどいいんですか？

十六夜姫：もちろん。せっかくこの世界に留とどまると決めたんだから、京以外の地も見てみたいんですよ。屋敷の奥で大人しくしているつもりなんて、当分ないんだから。







◆Ending 04◆深まる秋に虫の声


Scene Player ──── 山住忠朝






　山住忠朝が再ふたたび香子の屋敷を訪おとずれたのは、秋も深い神かん無な月づき（十月）の夕ゆう刻こくだった。

　西日が差し込む風通しのよい座ざ敷しきに招き入れられた忠朝は、開け放たれた障しよう子じの間から庭の楓かえでを眺ながめた。しばらく見ぬ間に楓は鮮あざやかな朱しゆ色に染そまり、舞まい散る葉の下で虫たちが優やさしい音を奏かなでている。

　その静かな風景を記き憶おくに焼き付けようとでもいうように、忠朝は身じろぎもせず、じっと庭を見続けていた。




ＧＭ：最後は忠朝のエンディングです。源光の一いつ件けんを解かい決けつした忠朝に、今度は常陸を荒あらす鬼おにを退たい治じせよという命令が下りました。あなたは慌あわただしく下向せねばならない。

忠朝：ならば、遠ざかっていた香子の屋敷に、挨あい拶さつに向かうとするよ。

ＧＭ：香子は先だっての一件から順調に回かい復ふくし、いまは健康そのものです。彼女は座敷に入ってくると、忠朝に温あたたかな微笑ほほえみを向けてきます。

ＧＭ／香子：「よい天気ですね、忠朝どの。やっと遊びに来てくれましたな。ということは、鬼の一件もすっかり終わったのですね？」

忠朝：「なんとか決着がついた模も様ようです。香子さまにもつつがなく、なによりでございます」

ＧＭ／香子：「なにを他人行ぎよう儀ぎな。この屋敷内でそのような物言いをされては、香子は悲しく思いますよ」そうしてしばらく他た愛あいもない思い出話に花が咲さいた後、なにげなく香子が切り出してきます。

「忠朝どのは幼おさなき日の約束を覚えていますか？　わたくしを山の神に会わせてくれるという約束です」

忠朝：そんな口約束をしていたのか。だがその約束だけは、守るわけにはいかないんだ。

「……もちろんです。望みとあれば、いずれ案内しましょう」

ＧＭ／香子：「本当ですか！」

忠朝：「はい。しかし本日は他ほかに用件もありますので、そろそろ失礼いたします。細かいことは、後日お伺うかがいしたときに相談しましょう」噓うそは嫌きらいだが、この噓はつき通さなきゃな。俺おれはこのまま消える。ここには二度と来ない。だが本当のことを言って引き留とめられれば、旅立つ決意が必ず揺ゆれる。恨うらんでくれていいんだ。

ＧＭ：「それは残念ですね。せっかく食事の用意をさせているのに」明めい敏びんな香子ですが、さすがに忠朝の決心には気付きません。

忠朝：「京に戻もどってより、香子さまに再びお仕えした間ほど心温まる日々はありませんでした。季節の変わり目ゆえ、御おん身みにお気をつけください……」最後にじっと香子の顔を見つめて、礼をしよう。

ＧＭ／香子：「楽しみにしておりますから、あまり長くは待ちませんよ。庭の楓の葉がすべておちる前にはまた来てくださいね」

忠朝：香子の屋敷を辞する前に、長年持ち歩いた守り袋ぶくろを、さりげなく座すわっていた場所の床ゆかに置いていく。

　これでいい。香子のためには、これがいいんだ……。




　忠朝が立ち去った後、ふと気付いて守り袋を拾った香子は、好こう奇き心しんを抑おさえがたく中を覗のぞいてしまった。中には、古ぼけた護ご符ふと小さな貝……。
















「あら……」

　くすっと笑い、香子は化け粧しよう箱ばこの中から紙包みを取り出した。包みを開けば、そこにはやはり貝かい殻がらがあった。ふたつの貝殻は、香子の手の中で、十余よ年の歳さい月げつを越こえてぴたりと嚙かみ合った。それを胸むな元もとに抱だきしめ、香子は幸せそうな顔で目を閉とじた。

　だが忠朝は忘わすれ物を取りに戻ることはなかった。彼は香子に何も告げぬまま京を出立し、生しよう涯がい、京の地を再び踏ふむことはなかったのである。彼の消息は、二度と京に届とどくことはなかった。末まつ路ろがどうであったのか、知る者はどこにもいない。




　忠朝をはじめとする検け怪が異い使しや陰おん陽みよう師じたちの活かつ躍やくは闇やみから闇に葬ほうむられ、現代には痕こん跡せきすら残されていない。ただ、実らなかった淡あわい初はつ恋こいの想いが、次の歌に宿り、遥はるかな歳月を越えて伝わるのみである。

『鳴きよわる　まがきの虫も　とめがたき　秋のわかれや　悲しかるらむ』


〈了〉













































　それは世界でもっとも危き険けんなゲーム。




　ネットワークゲームのヴァーチャル空間に閉とじこめられてしまったプレイヤーたち。

　ここから脱だつ出しゆつするには、このゲームをクリアするしかない。

　───だが、ここでの〝死〟は現げん実じつの死を意味する。




　さあ、キミはあきらめるか？

　それとも───？







　　　PREPLAY




　某ぼう日じつ、『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』の追加ステージ、〝ロストエデン〟のリプレイ収しゆう録ろくを控ひかえたある日。ＧＭである私、矢野俊策やの・しゆんさくはセッション進行について、ひとつのアイデアを思いついた。

〝ロストエデン〟はＤＸ２のステージの中でも、ＭＭＯＲＰＧをモチーフとした一風変わったステージである。それならば、少しキャラクター作成もいつもと手順を変えて……。




矢野（以下ＧＭ）：というわけで、明日のリプレイ収録のためにキャラクターを作ってもらおうと思うのですが。




　そういう私の前には、リプレイ参加予定のプレイヤーの内、ふたりが座すわっていた。




▼菊きく池ちたけし（以下：きくたけ）

　ご存ぞん知じ、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の専せん務む取とり締しまり役やく副社長。『セブン＝フォートレスＶ３』、『ナイトウィザード』のデザイナーであり、数々の名作リプレイを執しつ筆ぴつしてきた人物。

〝ネタがあってこその人生〟を公言してはばからず、自分の人生も、他人の人生もすべてネタに昇しよう華かする性せい質しつ（というかクセ）を持つ。

　仮か面めんをつけたＰＣを好む。




▼藤ふじ村むらまどか（以下：まどか）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社のＤＴＰデザイナー。

『アルセイルの氷ひよう砦さい』、『リーンの闇あん砦さい』で、マドカ、ディフェスといった無口戦士を担たん当とうしたプレイヤー。常つねにだまって様子をみているが、戦せん闘とうとなるや誰だれよりも機き敏びんに攻こう撃げきを開始する。ある種、機械のように動く人物である。




きくたけ：あれ？　プレイヤーって四人じゃなかったっけ？

まどか：……あとふたりは？

ＧＭ：先におふたりに来てもらったのには、わけがあるんですよ。

きくたけ：ほほう？

ＧＭ：ＭＭＯＲＰＧを題材にしたセッションをやるんで、プレイヤーもＭＭＯの初心者、ノーマルユーザー、ベテランゲーマーとそろえたわけですが。

まどか：わけですが？

ＧＭ：せっかくなので、ハンドアウトもそのプレイヤーのＭＭＯ経けい験けんに合わせたものにしようと思いまして。個こ別べつに近い形でキャラ作成をと。

きくたけ：ああ、なるほど。……普ふ段だんＭＭＯで遊んでいる経験を、セッションに活いかそうということだな？

ＧＭ：そのとおりです。

まどか：普段やっていること……？

きくたけ：あんたは、ず─────っとひとりでダンジョンに潜もぐって狩かりをし続けているだけだろうが！（笑）

まどか：……おお（笑）。

ＧＭ：ＴＲＰＧでも、ＭＭＯでもやること変わりませんね（笑）。まあ、そういうわけでベテランプレイヤーとして参加してもらう菊池さんたちに、先にキャラを作ってもらおうと。

きくたけ：了りよう解かいだ。

まどか：その前に……一いち応おう、ロストエデンの説明をしてくれる？

ＧＭ：はい。……このロストエデンという世界は、先ほども言いましたがＭＭＯＲＰＧをモチーフとしたステージです。

きくたけ：一度ログインすると、プレイヤーの意い識しきごと出られなくなるゲームだっけか？

ＧＭ：そう。このＭＭＯＲＰＧ……その名も〝ダブルクロス〟は、ログインした一部のプレイヤーを、現げん実じつに帰さないという性質があります。

まどか：おー。

ＧＭ：その、〝現実に帰れなくなったプレイヤー〟をプリズナーと呼よび……、これがロストエデンのＰＣになります。

まどか：じゃあ、みんな現実への帰き還かんを目指してゲームしてるわけだ。

ＧＭ：そーです。……ちなみに、現実に脱だつ出しゆつするためにはこのゲームをクリアすればいいと言われていますが、それも詳しよう細さいは不明。

きくたけ：それ以外の普通にゲームしている奴やつらもいる？

ＧＭ：います。……このゲームでは、プレイヤーが操そう作さするキャラクターはオーキィと呼ばれますが、その大半が普通にゲームを楽しんでいます。

まどか：温度差ありそうだなあ……。

ＧＭ：そこら辺も楽しいところですよ。

きくたけ：しっかし……、二十四時間ゲームし続けか！　うらやましい！（笑）

ＧＭ：強きよう制せい的にやってるわけですからな（笑）。……では、ハンドアウトです。




▼ＰＣ③

ロイス：ミルシャ　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：隔かく意い

カヴァー／ワークス：オーキィ／指定なし

　キミは現実への手がかりを求めて、他のサーバからここに渡わたってきたプリズナーだ。今日も長い冒ぼう険けんの経けい験けんを活いかし、洞どう窟くつの奥おく深くに潜もぐっている。

　その最深部で、キミは少女ミルシャと再さい会かいした。彼女はキミをこのサーバに送り込こんでくれた張ちよう本ほん人にんだ。ミルシャは、焦あせった様子でこのサーバのシステムに一部異い常じようが存そん在ざいすることを教えてくれた。

　───何か、とてつもなくイヤな予感がした。




▼ＰＣ④

ロイス：クランツ　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：隔意

カヴァー／ワークス：オーキィ／指定なし

　クランツという男がいる。

　このサーバで悪名高い人物だ。プレイマナーのかけらもなく、やりたい放題やってのし上がってきたという。

　キミは、その彼とある洞窟の中で出会い、その評ひよう判ばんが真実であったことを知る。それがすべてのきっかけだった。




きくたけ：……これは俺おれがＰＣ④想定だな？

ＧＭ：はい、そのとおりです。

まどか：…………どうして？

きくたけ：アンタＭＭＯでほとんど会話しとらんだろう！　どうみてもＰＣ③だ！（笑）

ＧＭ：さすがは〝人間ボット〟と呼ばれるわけですな（笑）。

まどか：うん、こないだもダンジョンの中でボットに間ま違ちがえられたー（笑）。

ＧＭ：ちなみに、ミルシャというキャラクターは、『アルターライン』に掲けい載さいされているＮＰＣです。……ＰＣたちの前に現あらわれて、色々手助けをしてくれる少女の姿すがたをしたシステムキャラクター（以下ＳＣ）ってやつですね。

まどか：（ルールブックを確かく認にんしながら）……ＳＣって何？

ＧＭ：このＭＭＯＲＰＧにおいて、管理者やＡＩが担たん当とうしているキャラクターのことです。イベントに登場するキャラクターとか、街の人とか、モンスターなんかもＳＣですよ。

きくたけ：いわゆる〝ＮＰＣ〟だな。

ＧＭ：その通りです。

きくたけ：クランツはプリズナー？

ＧＭ：皆みなさんと同じプリズナーですよ。……とにかく慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな男です。

きくたけ：慇懃無礼か……。（にやりと笑って）それはいい。

ＧＭ：何がいいのかわかりませんが……（笑）。まあキャラクターを作成してください。





＊　　　＊　　　＊






きくたけ：よーし、せっかくだからＭＭＯでやりたいことをやろう。

ＧＭ：やりたいこと？

きくたけ：前から、同時に二キャラを操あやつるってのをやってみたかったんだよ。……ＭＭＯで。

ＧＭ：うお、そんな難むずかしいことを。

きくたけ：で！　どうやったら、そういうキャラクターを再現できる？

ＧＭ：えーと、ブラム＝ストーカーの《血の従じゆう者しや》を使えばよいと思いますよ。

きくたけ：ブラム＝ストーカーだな!?（ルールブックをめくり始める）

ＧＭ：そちらはどうですか？

まどか：……射しや撃げきキャラにする。

きくたけ：また、いつもみたいに無言で敵てきを倒たおしまくるのか（笑）。

まどか：…………（にやり）。

ＧＭ：うお、こわっ！（笑）




　しばしの後、ふたりのプリズナーが誕たん生じようした。





＊　　　＊　　　＊






　そしてプレイ当日、残りふたりのプレイヤーを前にして、私は同じ話をしていた。




▼大畑顕おおはた・あきら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員のひとり。主に、ゲームデータの作成を担当している。

〝自分から負ける〟ことに関しては頭ふたつくらい飛び抜ぬけており、常つねに負けるタイミングを見計らっている男。




▼安達洋介あだち・ようすけ

『アリアンロッド』のエネミーイラストをはじめとして、メカ、モンスター関係のイラストを担当してもらっているイラストレーター。

　学生時代からどっぷりとＴＲＰＧにはまりこんでいる男。今回は、ＭＭＯ初心者として参加してもらった。




ＧＭ：安達くんって、ＭＭＯＲＰＧほとんどやったことないんだよね？

安達洋介（以下安達）：はい。昔、ちょっとだけはやりましたけど……、ほとんどやったことはないです。

ＧＭ：了解。そういうわけで安達くんには、ＭＭＯ初心者というハンドアウトを用意したのだ。……これね。




▼ＰＣ②

ロイス：オルド　ポジティブ：尊そん敬けい／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：オーキィ／指定なし

　キミはこのゲームに捕とらわれてまだ日が浅い。正直、ここから抜けられないという事実もまだきちんと認にん識しきできていないくらいだ。

　そのキミに、ココでのルールを教えてくれた人がいる。

　それがオルド。巨きよ大だいな体たい軀くを鋼こう鉄てつの鎧よろいに押おし込んだ彼は、初心者であるキミにここでの生き方を教えてくれた。かけがえのない恩おん人じんだ。




安達：おお！

ＧＭ：というわけで、ＭＭＯに慣なれていない人も参加しやすいハンドアウト。

安達：確たしかに。

ＧＭ：で、大畑くんはこれね。




▼ＰＣ①

ロイス：リゼ　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：食しよく傷しよう

カヴァー／ワークス：オーキィ／指定なし

　彼女───リゼと名乗る妖よう精せいを助けたのは偶ぐう然ぜんだった。

　草原の中央、なんにもない場所で彼女はモンスターに襲おそわれていた。

　……最初はなにかのイベントかと思ったが、そうでもない。それどころか、彼女は普ふ通つうのＳＣとは違ちがうらしい。なんと、自分がどうして追われているのか忘わすれてしまったというのだ。

　代かわり映ばえしないゲームの展てん開かいにイライラしていたところだ。ひとつこの口やかましい妖精につきあってやるとするか。




大畑：おお、いい具合にゲーム慣れしているキャラクターですな。

ＧＭ：そうそう。……ゲームに慣れてきたけど、そのぶん退たい屈くつになってきた、そんな感じのキャラクターね。

大畑：ちょうど今の俺のようです。

ＧＭ：そんな感じだろうと思って作ったんだよ（笑）。




　そして、キャラクター作成を始めてしばし。残りふたりも完成した。




ＧＭ：では、菊池さんたちにも来てもらったので、ひとりずつキャラクター紹しよう介かいをしてもらおう！

一同：はーい。
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●ＰＣ①

大畑：じゃあ、俺から。……名前はクロウ、キュマイラ／バロールのファイター。

きくたけ：おお、バロールか！　重力を操あやつる、〝どこがウィルスだ！〟と言いたくなるアレだな!?（笑）

大畑（以下クロウ）：そのアレです（笑）。

ＧＭ：キュマイラが入ってるってことは、武ぶ器きは使わないで素す手でで攻こう撃げきするの？

クロウ：そうです。得意なのは格かく闘とうっす。とはいっても、腕うでをかぎ爪づめに変えたりはしません。

安達：あ、じゃあ本当に格闘家なんだ。

クロウ：そうしてみました。打撃時には、バロールの力で運動エネルギーを操そう作さして大ダメージを与あたえたりします。

ＧＭ：どこが本当の格闘家だ（笑）。

クロウ：外見は十八歳さいくらいの背せの高い男。現げん実じつ世界でも同じく学生で、うっかりこのゲームに手を出して帰れなくなった（笑）。

きくたけ：うっかりか！（笑）

クロウ：帰れないってことは聞いてたんだけど、つい（笑）。

ＧＭ：スリルに負けたわけか（笑）。

クロウ：そんなとこです。……ちなみに、ゲーム内ではストイックに基本ひとりでプレイしてるわけですが。

安達：ですが？

クロウ：現実では、義ぎ理りの姉に起こされて、隣となりの家の幼おさななじみと登校する毎日ですよ！（笑）

きくたけ：なんだ、そのギャルゲーの主人公みたいな人生は！（笑）

クロウ：いや、ライフパスをダイスで決めたらそうなったんです！（笑）

ＧＭ：よくよくスゴイ目を出すな、キミも（笑）。

クロウ：ちなみに、自分がそういう環かん境きようにあることは気づいていません。

一同：…………。

クロウ：だから、微び妙みように現実に帰るモチベーションが薄うすい。

一同：だからなのかっ!?（笑）




●ＰＣ②

ＧＭ：じゃあ、安達くんよろしく。

安達：はい。……もう、これぞ初心者というキャラクターを作りました。

ＧＭ：ほう？

安達：まず、名前はワカバ。

まどか：……若わか葉ばマークの？

安達（以下ワカバ）：そう。頭に、若葉マークの付いてる帽ぼう子しをかぶってます。

まどか：それって、成長しても初心者のままってこと？（笑）

ワカバ：成長したらその時考えます（笑）。シンドロームはソラリス／オルクス。サポート系のプリーストです。

ＧＭ：んで、どうしてこのゲームに捕つかまったの？

ワカバ：現実世界では、病弱な少女なんですよ。……で、遊びの少ない娘むすめに母親が持ってきてくれたんです。

ＧＭ：このＭＭＯＲＰＧ、アンダーグラウンドで流行しているヤツだぞ（笑）。

ワカバ：母親はよくわかってないので、適てき当とうに持って来ちゃったんですよ（笑）。

きくたけ：なんてひどい母親だ！（笑）

ワカバ：で、他人と話すのが苦手なので、まだこの世界の友達が少ないです。

ＧＭ：おお、そーなんだ。

ワカバ：きっかけが欲ほしくて、見知らぬ人の回かい復ふくをするけど、結局何も言えないとか。

クロウ：ああ、辻つじヒールね（笑）。

ワカバ：なんというか、いつもびくびくおどおどしているキャラクターです。

ＧＭ：ＯＫ。なんとなくつかめたよ（笑）。
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●ＰＣ③

まどか：……名前はルイボス。ノイマン／エンジェルハィロゥの銃じゆう使い。種族はエルフ。

きくたけ：ルイボス……？　なんでそんな変な名前なんだ？

まどか（以下ルイボス）：（さらりと）この前、ルイボス茶というお茶を飲んだから。

きくたけ：そんな適当な名前を付けるのか！（笑）

ルイボス：いつもそうやってＭＭＯで名前つけてるから。

きくたけ：…………。

ルイボス：ちなみに、銃で敵てきを撃うつ以外の行こう為いはまったくできないキャラクター。エンジェルハィロゥの知覚力で狙ねらって、ノイマンの計算能のう力りよくで当てる。

クロウ：そして、ただだまって敵を撃つ（笑）。

きくたけ：しかも延えん々えんとな！　絶ぜつ対たい、こいつが通ったあとはぺんぺん草一本残らんぞ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、結局ボットのように動くキャラクターっていうところは変えないということで。

ルイボス：…………（にやり）。

ＧＭ：その笑いが怖こわいです（笑）。




●ＰＣ④

ＧＭ：じゃあ、最後に。

きくたけ：俺様だな！　シンドロームはブラム＝ストーカー／エンジェルハィロゥのメイジ。名前はシェフィールド。

一同：シェフィールドか！




　シェフィールドとは、菊池たけしがかつて自分のゲームに登場させたＮＰＣの名前である。元をたどれば、他のゲームのＰＣであるらしい。




きくたけ（以下シェフィ）：名前はシェフィールド。現げん実じつ世界ではライターで、ゲーム関係のリサーチの一いつ環かんとして、この世界に来たのだ。

ＧＭ：いや、それってただの菊池さんじゃないですか！（笑）

シェフィ：何を言う！　俺おれと違ちがうところもちゃんとあるぞ！

クロウ：……どこですか？

シェフィ：（胸むねを張はって）閉とじこめられてるから、締しめ切りがないのだ（笑）。

一同：いばって言うなあああっ！（笑）

シェフィ：ちなみに、ハンドアウトに書いてあるクランツは、過か去こ私のグループに所しよ属ぞくしていたが、私を裏うら切ぎって姿すがたを消したのだ。

ＧＭ：うお、そんな設せつ定ていを（笑）。

シェフィ：ライフパスで〝裏切り〟を振ふったからな！　そして、それ以来私は徹てつ底てい的な効こう率りつ主しゆ義ぎに変わり、ひとつの結けつ論ろんに達した。

ルイボス：……それは？

シェフィ：このゲームに必要なのは組そ織しき力だ！　ということで、カリスマを生み出して、それなりに大きなオーキィのグループを率ひきいている。

クロウ：カリスマ？

シェフィ：そう、みんなをまとめるために、女キャラをひとり作り出したのだ！

ＧＭ：それは客寄よせパンダですか？（笑）

シェフィ：いや～、必要なのよ。これが……。

クロウ：……なんでそんなにしみじみ話すんですか（笑）。

シェフィ：（無視して）で、そのキャラは俺の《血の従じゆう者しや》。名前はカガリ（笑）。

一同：今度はカガリか！




　これまた、菊池たけしが自分のリプレイに登場させたＮＰＣである。




ＧＭ：やっぱりただの菊池たけしじゃないですか！　そのキャラ！（笑）

シェフィ：何を言う！　俺にはＭＭＯをやり倒たおす時間なんてないぞ！




　そういう問題ではない。




ＧＭ：ああ、もしかしてまた仮か面めん付けてるキャラなんですか？

シェフィ：うむ、当然（笑）。

ワカバ：当然なんだ……（笑）。

シェフィ：……あ、いや。今回は、カガリの方に仮面を付けさせよう。仮面の美少女、これだ！（笑）

クロウ：でも、それだと客寄せにはならないんじゃ？

シェフィ：何を言う！　仮面をはずしたら美少女！　これは萌もえるだろう！（笑）




　その後、しばしの間仮面の美少女に関して熱ねつ弁べんを振るう菊池たけし。

　彼の心の中心には、常つねに仮面がある……らしい。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：じゃあ、ＰＣ紹しよう介かいも終わって、ロイスも取ったことだし。ゲームを開始しましょう！

一同：よろしくお願いしまーす！







ＭＭＯＲＰＧ　Massively Multi-player Online Role Playing Gameの略。大規模人数同時参加型のネットワークゲームのこと。

ログイン　ネットワークに接続すること。転じてゲームに参加することを指す。なお、ゲームを中断することをログアウトとも言う。

ボット　ＢＯＴと表記する。ROBOTの略。特定のプログラムを使って、自分のキャラクターを自動で操作すること。設定された行動を自動で繰り返し、キャラクターの利益を増やすため大抵のＭＭＯＲＰＧでは禁止行為である。

　なお、人間ボットとは〝まるでボットのように黙々と戦闘し続けている〟ところからついた。もちろん、普通にプレイヤーが操作しているので禁止行為ではない。

辻ヒール　通りすがりのキャラクターに回復呪文（またはそれに類するもの）を使用すること。主に、まったくの他人に行なう行為を辻ヒールと呼ぶ。

　ＭＭＯＲＰＧ内では比較的よく見られる行為である。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆始まりの暗くら闇やみ


Master Scene






　その男は、暗い笑えみを浮うかべ、その空間を見回していた。

　そこは上下左右もない、真の闇に包まれた空間───人が立ち入るべきではない空間。

　漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包み、闇にとけ込こむように見えるその男は、ひとしきりあたりを見回すと、笑みを深くして右手を差し上げた。




ＧＭ：では、まずマスターシーンから。

クロウ：お、敵てきですか？

ＧＭ：その通り（笑）。




　男の右手に、光の球体が浮かび上がる。その球体は、不ふ規き則そくに明めい滅めつしながら、闇を切り裂さいていく。




　男は満足げにそれを見て、ひとつ、またひとつと球体を生み出していく。




　徐々に闇は薄うすまり、男の生み出した光が周囲の空間を支し配はいしていく。




　ゆっくりと、だが確かく実じつに───





＊　　　＊　　　＊






シェフィ：難むずかしいシーンだな。……何をしているのだ？

ＧＭ：ふっふっふ、それは秘ひ密みつ。







◆Opening 02◆世界の理ことわり


Scene Player───ワカバ






ＧＭ：では、次はワカバのシーン。

ワカバ：はい。

ＧＭ：じゃあ、まずは回想シーンから。……キミがこのゲームに入って、まだほどない頃ころ。

ワカバ：あ、きっとオルドに会った時の話ですね？

ＧＭ：そうそう。……というわけで、キミがこのゲームに入って数時間。ちょこちょこと街を見て回り、まあ今日は出ようかな、というところで。

ワカバ：ロ、ログアウトできない？　あれ？　あれ……あれ？

ＧＭ：周りの人間はその場からひょいひょいっと消えていく奴やつもいるし、「また明日」などといって別れていく奴もいるにもかかわらず、キミだけは出る方法が解わからない。

ワカバ：あわわわわわわ……。

ＧＭ：キミがわたわたとしていると、キミの背はい後ごに大きな影かげがさすわけだが？

ワカバ：ビクッとして、物もの陰かげに隠かくれようと……。

ＧＭ：振ふり向いたそこには、二メートルを超こえるような巨きよ体たいの、いかつい男が立っている。……背せ中なかには、そいつと同じくらいある両手斧おのとか背負ってね。

ワカバ：う、うううううう……、こ、怖こわいよ～。

ＧＭ：男は、「どうした？　何か困こまっているようだが……」と声をかけてくる。

ワカバ：あの……ログアウトが、できなくて……。

ＧＭ：彼はそれを聞くと、ちっ！　と舌した打うちをして、「…………ひっかかっちまったかもな」

ワカバ：な、何がですか？

ＧＭ：男は、注意深く左右を見回して。「このゲームにログインするヤツにはな、ごくまれにログアウトできない……、つまり現げん実じつに戻もどれなくなるヤツが出るんだ」と小声で言う。

ワカバ：えっと……、その場合は誰だれに言えばいいのでしょう？　……管理人さんとか？

ＧＭ：男は自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべて、「誰に言ってもわかりゃしねえよ。……抜ぬけ出すにはこのゲームをクリアしなきゃならないんだ」

ワカバ：…………。

ＧＭ：「もうひとつ、言いたかないが伝えておかなきゃならないことがある」男は、キミの顔を見つめて言う。「ゲームに閉とじこめられたもの───プリズナーはこのゲームで死し亡ぼうすると、現実でも死んでしまうらしい」

ワカバ：は……、はははは、何を言ってるんですか？　そ、そんな、初心者だからって、あまりからかわないでくださいよ。……ねぇ？

ＧＭ：男は沈ちん痛つうな面おも持もちで、黙だまったまま。……痛いたい沈ちん黙もくがあたりを流れる。

ワカバ：さすがに、顔面蒼そう白はくになって叫さけぶ。……そんな！　家に帰りたい！

ＧＭ：男はただ淡たん々たんと、キミの目を見て言う。「……誰だって同じさ、現実に帰りたい。こんな世界には一秒だって長くはいたくない」

ワカバ：相変わらずべそをかきながら。なんで……、はじめて、このゲームにたまたま一回入っただけなのに！　何でわたしがこんな目に遭あうんですか!?

ＧＭ：「運が悪かったと思うしかない。……だが、これは事実だ。イヤだったら、ここのルールに則のつとって現実に出る方法を探さがすしかない」

ワカバ：……出た人はいるんですか？

ＧＭ：「…………少なくとも、俺は聞いたことはない」

ワカバ：また涙なみだ目め。

ＧＭ：「どうする？」と彼はあなたに聞く。「お前はあきらめるか？　それとも現実に帰るか？」

ワカバ：………………現実に、帰りたいです。

ＧＭ：では男はひとつ大きくうなずいて、「オレの名前はオルド。……おまえと同じプリズナーだ。最初のうちはいろいろ辛つらいだろう。何かあれば連れん絡らくしてくれ。多少の助けにはなってやれる」

ワカバ：わたしの名前はワカバです。……ありがとう、オルドさん。

ＧＭ：そして、キミはこの世界で生きていく決意をした。

ワカバ：……相変わらず、ゲームには慣なれませんけど。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：そして時間軸じくは現げん在ざいに戻ってくる。……今日、キミは少しずつ自分に倒たおせる敵てきを倒しながら、ふと気づけば知らないエリアにやってきている。

ワカバ：……あれ？　ここは？

ＧＭ：目の前にはどこまでも草原が広がっている。

ワカバ：わ、私……迷まい子ごになってる!?

ＧＭ：と、キミがきょろきょろしていると、遠くの方に人影が。

ワカバ：おや？

ＧＭ：それは、漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ長身の男だん性せい。……耳が長いところを見ると、エルフだろう。

ワカバ：ええと……、ちょっと近づいてみます。……道教えてくれるかも知れないし。

ＧＭ：では、その時！




　ギィン！

　何かがきしむような、かん高い音が響ひびき渡わたる。

　同時に、男の目の前の空間が割われ、人間大の黒い球体が出現した。




ワカバ：え……？　なに、これ……？

ＧＭ：キミが呆ぼう然ぜんとその光景を見ていると、男は目の前に生まれた球体に飛び込んでいく。

クロウ：ワープゲート？

ＧＭ：似にてるけど、ちょっと違ちがうね。

ワカバ：もう、呆然と見てます。

ＧＭ：……その視し線せんに気づいたのか、男はゲートをくぐる直前に、ワカバの方を振ふり向く。

ワカバ：……え？

ＧＭ：その男とワカバの視線が合う。




　その瞳ひとみは、驚おどろきと焦あせり、そして殺意に満ちていた。

　だが……、漆黒の男はそれをあらわにすることもなく、球体の中へと入り───姿すがたを消した。

　後に残されたワカバは、ただそれを見ているしかなかった。





＊　　　＊　　　＊






ワカバ：今の人なに──────っ!?（笑）

ＧＭ：ふっふっふ、それはミドルフェイズを待ちたまえ（笑）。

ワカバ：ううううう……、何かまずいものを見た気がする……。

ルイボス：今のって、さっきのマスターシーンと同じ人？

クロウ：多分そうだろうなあ。

ＧＭ：じゃあ、次のシーンに進むよ。







◆Opening 03◆裏うら切ぎりと支し配はいと


Scene Player───シェフィ






ＧＭ：じゃあ、シェフィのシーン。

シェフィ：よし！　俺おれは自分のグループでダンジョンのボスを倒しに行くぞ！

ＧＭ：……ちなみに、そのグループは何人くらいのグループで？

シェフィ：三十二人。

ＧＭ：そんなにいるのか！（笑）

シェフィ：いかに多数のメンバーを掌しよう握あくして、コントロールするかだけに命を賭かけているのでな。……私は裏方に徹てつして、カガリを使っているわけだが。

ＧＭ：では、キミたちはダンジョンへ……。

シェフィ：もちろん、我われ々われは軍隊のように行動する。入った瞬しゆん間かんに、手分けしてＰＯＰ場所をチェック。

ＧＭ：おお。じゃあ、連れて行った三十人近い連中は、「Ａ地点いません」「Ｂ地点いません」と……。

シェフィ：いや、そんな報ほう告こくはない（さらり）。

クロウ：無む駄だな報告しないのか！（笑）

シェフィ：しないしない（笑）。……で、発見した時だけ、座ざ標ひようが送られてくる。瞬時に集まるみんな（笑）。

ＧＭ：な……、何という統とう率そつされた動きだろう（笑）。

シェフィ：でも、たまに取られちゃう。……で、今回は一いつ般ぱんオーキィに取られたことにしてくれ。

ＧＭ：じゃあ、そのオーキィが……。

シェフィ：即そく座ざに横よこ殴なぐりします（笑）。




　横殴りとは、その敵てきの落とすアイテムの取得権けんを得るために敵に攻こう撃げきをしかけること。

　ちなみに、ほとんどのＭＭＯでマナー違い反はん。




ルイボス：うわ、ひどい（笑）。

クロウ：（オーキィになって）こいつマナーしらねえのか！

シェフィ：───ってホントは俺も超ちよう嫌きらいなんだよ、こういうの！　すごいむかつく！（笑）

ＧＭ：じゃあ、なんでこんなことしてるんすか（笑）。

シェフィ：ネタのためだ！　決まってるじゃないか！（笑）

ワカバ：すごい精せい神しんだなあ（笑）。

ＧＭ：そんなマナー違反な行こう為いをしていると、キミの顔を見たオーキィが声を上げる。

クロウ：（オーキィになり）おまえはシェフィールド！（笑）

シェフィ：（偉えらそうに）……私も有名になったものだな。

クロウ：（オーキィのまま）ついてねぇなあ！　こいつが来たらもうおしまいだよ！

ワカバ：（同じくオーキィになり）そうだそうだ。帰ろうぜー。

ＧＭ：明らかにシェフィに聞かせるつもりで彼らはそう叫さけび、帰って行く。

シェフィ：その叫びで、あたりの雰ふん囲い気きが悪くなるんだが、そこでカガリが「ボスはひとりのものじゃないよねー」と発言し、あっという間に雰囲気が戻もどる（笑）。




　おそるべきカリスマである。というか無茶苦茶である。




クロウ：そんなグループがあるか！（笑）

ＧＭ：まあいいや（笑）。そんな邪じや魔まを排はい除じよしつつ、キミたちがボスを殴っている。すると、そこに急に桁けたの違うダメージが、二撃三撃とボスに入る。……横殴りだ。

シェフィ：横殴り!?　マナー違反だ!?（笑）

クロウ：あんたが言うな！（笑）

ＧＭ：見ればいつの間にか攻撃組にクランツが混まじっている。漆しつ黒こくの鎧よろいを着た、長身のエルフの男だん性せい。

シェフィ：……クランツ！

ＧＭ：その通り。……彼はのうのうと、「ボスはひとりのモノではないのでしょう？」と言ってのける。

シェフィ：ふん……。それにはカガリが答えよう。「でもだからってあなたのものでもないよね？　ってことはこっち三十三人であなたはひとり。わたしたちの方に三十三倍の所有権があるよね。……ね、みんな！」

クロウ：（グループの一員になり）そうだそうだ！（笑）

ワカバ：（同じく一員になり）お前は帰れ！（笑）

ＧＭ：その言葉を聞いて、ふとクランツは剣けんを止める。「あなたの言うことももっともだ。……ならば、権利が対等になるように人数を減へらしましょう」

シェフィ：う……！　ＰＫはマナー違反だぞ！

ＧＭ：その言葉に、クランツは口元に笑えみを浮うかべるだけ。……次の瞬間、クランツの剣がシェフィの仲間達に振ふり下ろされる！

シェフィ：ピーター！　トーマス！　ティンク！　……南な無む（笑）。

ルイボス：……仲間が死んだのに、そんな程てい度どですか（笑）。

ＧＭ：瞬またたく間に、その場所にはクランツとシェフィ、カガリの三人だけになる。

シェフィ：いや、というかその強さはおかしいだろ！（笑）

ＧＭ：まあ、確たしかにキミの目にも異い常じように見える。この強さはありえない。

シェフィ：クランツ……、まさかチート行為を！

ＧＭ：彼は、肩かたをすくめてキミに言う。「……違ちがいますよ。とあるクエストをクリアして、私は〝英えい雄ゆう〟という称しよう号ごうを手に入れた。この強さはその結果に過すぎません」

シェフィ：英雄……？

ＧＭ：「そう。通常のオーキィと違い、数々の権けん限げんを与あたえられたということです。……それにしても」

シェフィ：……それにしても？

ＧＭ：「あなたはまだこんな連中と、こんな事をやってるんですね」

シェフィ：あなたに言われたくありません！　おい、貴き様さまに言われたくないぞ！　とふたり同時に言う（笑）。

ＧＭ：彼はその叫びを無む視しして。「……最近面おも白しろい遊びを思いつきましてね」

シェフィ：……で、人のボス狩がり邪魔するんだ。ふ～ん？

ＧＭ：（やはり無視）「〝英雄〟の称号を使って、それが実じつ現げんできそうなんですよ。……用意ができたら、あなたにもすぐに連れん絡らくを差し上げますよ」嘲ちよう笑しようを浮かべながら、彼は言う。

シェフィ：…………楽しみにしておいてやろう。

ＧＭ：その返事を聞くと、クランツはワープのアイテムを使い、どこへともなく消えていく。

シェフィ：何を企たくらんでいるのか知らないが……。




　クランツが消えたことを確かく認にんすると、シェフィールドは自分もワープゲートを開いた。

　ヤツが何を考えているのかはわからない。それよりも今は───。




シェフィ：（カガリになって）「みんな！　大だい丈じよう夫ぶだった～!?」




　人心掌しよう握あくにせいを出す、シェフィールドであった。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：ひどいＭＭＯプレイヤーだなあ（笑）。

シェフィ：ホントにこういうの大っ嫌きらいなのよ、俺！　こんな機会でもなきゃ、絶ぜつ対たいにやらないし！（笑）

クロウ：でもネタのためにやる、と（笑）。

シェフィ：（胸むねを張はって）それが俺の人生だから（笑）。

ＧＭ：その姿勢には頭が下がります（笑）。







ＰＯＰ　モンスターが出現すること。

横殴り　正確には他のプレイヤーが戦っているモンスターを、そのプレイヤーの了承なしに攻撃すること。こうすることで、そのモンスターからのドロップアイテムを取得する権利が与えられたり、成長に関するポイントを受け取ることができたりする。いわゆるマナー違反の行為であり、システムでこれを封じているＭＭＯＲＰＧも多い。

ＰＫ　プレイヤーキャラクターキラーの略。ＭＭＯ内でＰＣに攻撃をしかけること。ロストエデンであれば、オーキィが他のオーキィを襲うことを指す。

チート　不正手段を使って内部のデータを変化させること。いわゆる〝ずる〟である。

　なお、チートしたキャラクターを扱っているものは〝チーター〟と呼ばれることがある。











◆Opening 04◆始まりの出会い


Scene Player───クロウ






ＧＭ：じゃあ次はクロウのシーン。

クロウ：オレのシーンか。

ＧＭ：そうそう。……キミの場合、初心者だからおびえまくるとか、ボス狩りでプレイマナー違い反はんを繰くり返すとか、特にそういうこともなく。

クロウ：オレは、人間関係めんどくさいので、あんまり有名じゃない狩り場とかで、あんまり強くないボスとかを普ふ通つうに狩ってたりする。

ＧＭ：……だね。今日も今日とて、狩りも終わり、まあこんなもんかという稼かせぎをして。

クロウ：始めの頃ころは面白かったんだがなぁとか思いながら。何となく作業になってきてしまって、倦けん怠たい期を迎むかえているわけで（笑）。

ＧＭ：草原地帯をポテポテと歩いていると思ってくれ。シーンはそんなところからスタートする。

クロウ：ちぇ、ワープ用のアイテムを忘わすれちまった、と独ひとり言を言いながら、歩いている。

ＧＭ：すると、地平線の彼方かなたから土つち煙けむりが近づいてくる。

クロウ：…………え？

ＧＭ：よく見れば、モンスターの群むれが走ってくる。

クロウ：モンスターの群れ？　トレインか？　……めんどくせーなぁ、とつぶやきながら横にそれよう。

ＧＭ：では、何か小さな光の玉のようなものが過すぎ去り……、その後モンスターがドドドっと走り去っていく。

クロウ：……あれ？　追われているオーキィは？

ＧＭ：とりあえず、見あたらなかった。

クロウ：……おかしいな。

ＧＭ：と、キミが首をかしげたその時！

クロウ：お？

ＧＭ：モンスターの群れがくるりと方向転てん換かんして、キミの方につっこんでくる！

クロウ：うおおおおおおおおっ!?　なんだなんだなんだ!?　とにかく一八〇度ターンしてダッシュ！

ＧＭ：キミはダッシュして、ものすごい速度で走り出す。───だが、モンスターの勢いきおいは止まらず、そのままキミに殺さつ到とうしてくる。

クロウ：う……！　しかたがない、倒たおすか！　素す手でに漆しつ黒こくのオーラを纏まとわせつつ、構かまえを取るぞ。

ＧＭ：すると、トレインの先頭にいた光の玉が、キミを通り過ぎる。

クロウ：……お？

ＧＭ：そして、二体目以い降こうがキミに襲おそいかかってくる。まあ、エキストラだけど。

クロウ：ぎゃ～、ごめんごめんごめん、ゆるしてゆるして！　……って、俺はそんなことは言わない！

ＧＭ：どっちだよ（笑）。

クロウ：……チッ、と舌した打うち。同時に俺のスピードがグンとアップする。




　しばしの後、クロウはなんとかそのモンスターたちを撃げき退たいした。




クロウ：ふぅ……、ふぅ……。それなりに手間もかかった。……なんだったんだ？

ＧＭ：そこに、「ありがとう！」という女の子の声が。

クロウ：……え？　とりあえず声の主を捜さがそう。まず左右を見る、上を見る、下を見る。

ＧＭ：いない。

クロウ：……気のせいか。

ＧＭ：「気のせいじゃなくて！　ここ、ここ！」いつのまにか、キミの背はい後ごに手のひらほどの小さな光の玉が浮うかんでいる。

クロウ：…………なんだこれ？

ＧＭ：「もー！　まだ見えてないの!?」そう言いながら、光の玉はキミの顔の目の前に飛んでくる。……よく見れば、小さな妖よう精せいだ。
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クロウ：妖精……？　なんだこいつ？

ＧＭ：虫のような羽をつけたその妖精は、「よかった[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。……ホント、危あぶなかった。あんな連中に追いかけられて、……つい、キミが見えたからこっちきちゃった」

シェフィ：って、なすりつけじゃないか！（笑）

ワカバ：しかも、ついか！（笑）

ＧＭ：（こくんとうなずいて）「うん、……つい」

クロウ：〝つい〟かぁ……。そうか、〝つい〟かぁ……？　と言いながら羽を引っ張ぱる、笑え顔がおのまま。そうか～、〝つい〟か～？（笑）

ＧＭ：「うわわわ！　やめ、やめ、やめ！」じたばたと暴あばれる妖精。

クロウ：（怒おこった顔になって）……油ゆ断だんしてたら死んでたぞ！　あの数は！

ＧＭ：「イヤ、ほら。……死ななかったし」

クロウ：そういう問題じゃないだろ！　……で、お前なんなんだ？　何かのイベントか？

ＧＭ：「う～んと……」

クロウ：……うーんと？

ＧＭ：「……あたしだれだっけ？」

クロウ：……………………は？

ＧＭ：「……名前はリゼ、それだけは覚えてるんだけど」首を右左にひねりながら、彼女は悩なやんでいる。

クロウ：…………って、ホントに覚えてないのか！

ＧＭ：（こっくりうなずいて）「うん」

クロウ：うおおおおおお……。お前壊こわれてるんじゃないのか？　ＳＣだろ？

ＧＭ：「えっと……。そうなのかな？」真ま面じ目めな顔で、眉み間けんにしわを寄よせ、彼女はキミに聞いてくる。

クロウ：……記き憶おくが無いという条じよう件けんのイベントなのか？　でも、そんなの聞いたこと無いぞ？（ぶつぶつ）

ＧＭ：「なになに？　なにか思いついたの？」キミのひとりごとに反はん応のうして、彼女は声をかけてくる。

クロウ：おまえのようなのが出てくるイベントを頭の中で検けん索さくしてたんだ、───ってそんなことを聞くＳＣがいるか！（笑）

ＧＭ：いないねえ（笑）。明らかに、ＳＣにしてはおかしい。

シェフィ：そりゃそうだ（笑）。

ＧＭ：と、キミが頭を悩ませていると。「……そうだ！」と唐とう突とつに叫さけび出すリゼ。

クロウ：（うんざりした様子で）…………今度はなんだよ。

ＧＭ：「そう、何かやらなきゃいけないことがあった！」

クロウ：……記憶が無いのにか？

ＧＭ：「えーと……。……な、何をやらなきゃいけないか、知らない？」ちょっと引きつった笑みを浮うかべて、彼女は言う。

クロウ：そんなこと知るか！　お前ひとりでやれっ！（笑）

ＧＭ：（ちょこまかと動きながら）「そう言わないで。ね？　言わないで」

シェフィ：……妖精は仲間になりたそうにクロウを見ている（笑）。

ＧＭ：「ほら！　ね！　これ何かのイベントかもしれないじゃない？（笑）」

クロウ：おまえが言うんじゃねえ！（笑）　ちくしょう！　面おも白しろいこと言いやがって！（笑）

ＧＭ：「というわけで、どう？」どこか楽しそうに妖精は言う。

クロウ：……はぁ。まあいい、ちょうど暇ひまだったし、ロストエデンでやることがあったわけじゃねえしな。

ＧＭ：妖精はぱっと顔を明るくして、「よかった～。なにせ、どこを飛んでもさっきみたいな奴やつが次々とあたしのもとに…」

クロウ：まて！　ストップ！　てことはお前といるとモンスターが次から次へと……？

ＧＭ：「でも、今からはキミが守ってくれるから大だい丈じよう夫ぶでしょ？」

クロウ：う……。こ、このヤロウ……。

ＧＭ：では、キミの横に浮かびつつ、「で、キミのお名前は？」

クロウ：（ぶっきらぼうに）……クロウだ。ありがたく憶おぼえておけ。

ＧＭ：「じゃあ、よろしく」と、にこにこしながら手を出すリゼ（笑）。

クロウ：ジロリとにらみつけたあとに、無む視しして去っていく……。

ＧＭ：「あ！　まって、まって、まってよぅ！」わたわたしながら、妖精がキミの後を追っかけてくる。

クロウ：うるさい！　来たきゃ勝手についてこい！




　まったく変なイベントに巻まき込こまれたな……。

　よく喋しやべる妖精を連れて、クロウはそう考える。

　いい暇つぶしになるだろう。

　この時は、その程てい度どにしか考えていなかった。

　───今は、まだ。







トレイン　プレイヤーキャラクターが大勢の敵に襲われ、逃げている状態。キャラクターを先頭にして、多数の敵がまるで列車のように続くためこう呼ばれる。











◆Opening 05◆ダンジョンの奥おくで


Scene Player───ルイボス






　ピラミッドにも似にた、ダンジョンの奥深く。

　数々の異い形ぎようのものたち───モンスターが徘はい徊かいするここに籠こもって、もう数日。

　ルイボスは延えん々えんと延々と狩かりを続けていた。

　……たったひとりで。




ＧＭ：じゃあ、最後にルイボス。

ルイボス：……はい。

ＧＭ：キミは今、ダンジョンの奥深くで狩りを続けている。

シェフィ：狩り場に籠もってもう数日。

クロウ：数日なのか！（笑）

ルイボス：数日なのです。




　数日らしい。




シェフィ：狩り場で休きゆう憩けいを取り、狩り場で回かい復ふくして、延々と狩りを行なう。こいつはそういうヤツだ（笑）。

ＧＭ：（ルイボスに）そーなのか。

ルイボス：…………間ま違ちがってないし。

ワカバ：（なんとも言えない微び妙みような表ひよう情じようで）うわぁ……。
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ＧＭ：では、今日も狩りを続けているわけだが。

ルイボス：（銃じゆうを構かまえて）パァーン……！　ガシャッ！　パァーン……！　ガシャッ！

クロウ：スゴイ速さだな。

ワカバ：しかも淡たん々たんと（笑）。

ＧＭ：ターン！　と再ふたたび銃声が響ひびき、モンスターが倒たおれる。……その瞬しゆん間かん、キミの目の前の空間が揺ゆらぎ、通信用のホログラフが現あらわれる。

ルイボス：…………。

ＧＭ：ホログラフは、キミの見知った少女で……。

ルイボス：……狩りを続けます。（銃を構えて）ガシャッ。

クロウ：うお！　思いっきり無視した！（笑）

ＧＭ：現あらわれた少女───ミルシャは、困こまった様子で声をかける。「あ……あのぅ？」（笑）

ルイボス：……大丈夫、聞いているから。

シェフィ：言いながら、引き金を引くルイボス（笑）。

ＧＭ：ミルシャは、困った顔をしながらも話を進める。……ちなみに、彼女の姿すがたはたまにノイズが走っている。さらに言うと、声もどこかかすれている。電波状じよう態たいのよくない時の携けい帯たいみたいな感じだね。

クロウ：おや？

ＧＭ：「お久ひさしぶりです。……相変わらずですね」

ルイボス：…………。

ＧＭ：ミルシャはここで真ま面じ目めな顔になり、「今日は重要なことを伝えに来ました」ザザ、ザザザザ……。

ルイボス：（手を止め）……重要なこと？

ＧＭ：（こくりとうなずき）「そうです。……このサーバの管理システムに、なんらかの異い常じようが起きています」

クロウ：バグってことか？

ルイボス：……どんな異常なの？

ＧＭ：「そこまではまだわかりません……。ですが、これから先システム側が発表する情じよう報ほうは、歪ゆがめられたものである可か能のう性せいが高い。……それだけは覚えておいてください」

ルイボス：…………わかった。

ＧＭ：「できれば……、あなたが信しん頼らいする人間にも、このことを伝えて……」彼女の次の言葉はノイズの中に飲み込まれ、映えい像ぞうもかすれて消えていく。

ルイボス：…………狩りを続けます。




　動じない女である。




ルイボス：敵てきを倒しながら考えます。……シェフィールドには伝えた方がいいかな？

ＧＭ：ではそこに。全オーキィに対してシステムからメッセージが飛んでくる。

ワカバ：おや？

ＧＭ：「イベントのお知らせです」

クロウ：イベント？

ＧＭ：「魔ま王おうが出しゆつ現げんしました！」

シェフィ：（なんとも言えない表情になって）……魔王？

ＧＭ：はいな。……簡かん単たんに説明すると、鬼おにごっこだと思ってくれ。全オーキィの中から、システムがランダムに何人かを選び出し、その人が〝魔王〟と呼よばれることになる。これが鬼。

クロウ：ふむふむ。

ワカバ：ああ、その鬼をみんなで追いかける？

ＧＭ：そうそう。魔王を倒したオーキィには、レアアイテムが与あたえられる。そういうイベント。

ルイボス：…………魔王は？

ＧＭ：魔王は一定期間逃にげ切れば勝ち。

クロウ：なるほどな。

シェフィ：ちなみに、そのイベントはいつから開始されるのだ？

ＧＭ：今すぐ。

シェフィ：はや！（笑）

ワカバ：でも、システムに異常があると言われた瞬間にイベントの開始……、ちょっとイヤですね。

ルイボス：………………。




　いやな予感を覚えて、ルイボスは狩かりの手を止めた。

　確かく信しんはないが、何か大きなものが動いている感じがする。

　彼女はひとつ息をつき、数日ぶりにダンジョンの外に出る決意をした。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆魔王あらわる


Scene Player ──── ワカバ






　その日、ワカバは気分よく街を歩いていた。

　少しずつではあるが、ゲームは進んでいる。

　現実に戻れないことは不安でたまらないが、彼女は初めて遊ぶ〝ゲーム〟というものを楽しんでいた。




ＧＭ：というわけで、ミドルフェイズでーす。最初のシーンプレイヤーはワカバ。……侵しん蝕しよく率りつあげてね。

ワカバ：はーい。

シェフィ：侵蝕率上げていると、『ＤＸ２』をやっている気になるな。

ＧＭ：ステージ変わると、ゲームの雰ふん囲い気き変わるから、侵蝕率の上じよう昇しようを忘わすれやすいですが（笑）。

ワカバ：で……、シーンの場所はどこでしょう？

ＧＭ：街だよ。……このあいだ、草原で変なものを見てから数日後だ。

ワカバ：はいはい。

ＧＭ：今は、キミはオルドとの待ち合わせ場所に向かうために、街の大通りを歩いていると思ってくれ。

ワカバ：じゃあ、いろいろ用意を整えてゆっくり歩いてます。……最近、ゲームが面おも白しろくて。

ＧＭ：と、その時に。

ワカバ：はい？

ＧＭ：さっきの〝魔王出現〟に関するシステム側からのメッセージがキミにも飛んでくるわけだが。

ワカバ：へぇ、鬼ごっこか。いろんなことやるんだなあ。

ＧＭ：そのメッセージの最後には、こんな文章が追加されている。〝あなたは魔王と認にん定ていされました〟。

ワカバ：へぇ～……。

ＧＭ：…………。

ワカバ：…………エ、エエト。

ＧＭ：（妙みように優やさしい顔で）なんだい？

ワカバ：……み、見なかったことにしてもいいですか（笑）。

ＧＭ：周りからはこんな声も聞こえる。「おい！　このイベント見たかよ!?」

シェフィ：（オーキィのひとりになり）「もちろん見たぜ！　とりあえず、魔ま王おう捜さがそうぜ！　……このワカバってのはどんなやつだ？」

ワカバ：名前ばれてる[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?　っていうか、わたし魔王!?　どーしよう！　と、とりあえず変へん装そうでも……。

シェフィ：（わくわくした顔で）魔王ってさ、外見まで告知してたりするの？

ＧＭ：いや、名前だけ。……さらに言えば、このゲームは見ただけで名前がわかるようにはなっていないので。

クロウ：じゃあ、知り合いじゃないとわからないのか。

ワカバ：いままで極力知り合いを作らなかったので……そこだけはマシかも。

ＧＭ：人生、何が役立つかわからんな（笑）。

ワカバ：うううううう……。と、とりあえず適てき当とうなフードとかで顔をぐるぐるに隠かくして、すごい挙動不ふ審しんに物もの陰かげから物陰へと。




　自分が魔王だと説明しているようなもんである。




ＧＭ：あっやしいなあ（笑）。

シェフィ：うお[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!　登場したいぞっ！

ＧＭ：少し待っててください（笑）。

ワカバ：と、とにかくこそこそ隠れよう。……うう、ど、どうしよう……。

ＧＭ：後ろを見て、右を見て、左を見て、きょろきょろしながら進んでいると、ドンッと大きな人ひと影かげにぶつかる。

ワカバ：うわ！　わわわわわわ！　わあああああああっ！（手をバタバタと動かす）

ＧＭ：では、その人影は「……何をしてるんだ？」……と、聞いたことのある声───オルドなわけだが。

ワカバ：う……。オ、オルド……。

ＧＭ：「なんだワカバ、その格かつ好こうは？」と聞いてくる。するとその声に応おうじて他のオーキィが……。

ワカバ：バッと口を押おさえて。私はワカバじゃないわ！　私は……そう！　私はジャクリーンよ！　ジャクリーン！　今から！（笑）

ＧＭ：そこまですると、さすがのオルドも異い常じようを察知したようで、「……何がどうなってる？」

ワカバ：え、ええと……。オルド、あなたのところに……メッセージ飛んできてない？

ＧＭ：「え？　……ああ、システムからなら飛んできているぞ。まだ見てないが、見た方がいいのか？」

ワカバ：い、いや、スパムだから！　見ない方がいいから！

ＧＭ：「……だってシステムからって書いてあるぞ？」

ワカバ：それ、新手の手口。中は架か空くう請せい求きゆう。あなたのプレイ料金滞たい納のうされています、今すぐ振ふり込こんでくださいみたいな内ない容ようの振り込め詐さ欺ぎだから、今すぐ捨すてちゃっていいから！

ＧＭ：「そうなのか？　……まあ、それなら」

ワカバ：（急に泣き出して）ううううう……、ごめんなさい。噓うそなんです。助けてください[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]（爆ばく笑しよう）。




　浮うき沈しずみの激はげしいキャラである。




ＧＭ：そんなキミを見ながらオルドはメッセージを読む。すると彼の顔色がさっと変わる。「こいつは……」

ワカバ：わたし何もしてないのに～。

ＧＭ：その時、「いたぞ！　魔王だ！」という声がして、何人かのオーキィがキミの方に向かって走ってくる！

ワカバ：見つかった!!

ＧＭ：オルドが叫さけぶ。「逃にげろ！　街から出るんだ！」

ワカバ：じゃあ、オルドも！

ＧＭ：「お前の脚じゃすぐに追いつかれるだろうが！　俺おれはここで足止めをしてやる！」

ワカバ：う……、でも……。

ＧＭ：「いいから行け！」オルドはそう言って、両手斧おのを構かまえ、キミに背せを向ける。

ワカバ：…………。

ＧＭ：「後から連れん絡らくを入れる。どこかで落ち合おう」そう言って、オルドは巨きよ体たいに見合わぬ速さで、オーキィの方に走っていく。

ワカバ：うう……。足手まといになるのはわかっているので、そこを離はなれます。




　走り去る瞬しゆん間かん、ワカバはちらりと後ろを振り向いた。

　数人のオーキィを相手に戦っているオルドの姿すがたが見えた。

　……精せい一いつ杯ぱい、彼の無事を信じて。

　ワカバは全速力でその場を逃げ出した。







◆Middle 02◆崩ほう壊かいの一点


Scene Player ──── シェフィ






「みんな！　準じゆん備びはい～い？」

　少し高めの声でカガリが叫ぶ。その声に答えて、三十人近くが武ぶ器きを突つき上げる。……準備は万ばん端たんだ。

　その光景を見て、シェフィは満足げに笑えみを浮うかべた。

　……そう、シェフィールドはこのイベントに参加する気まんまんだった。




ＧＭ：じゃあ、次はシェフィのシーン。侵しん蝕しよく率りつ上げてね。

シェフィ：（ダイスをふってから）よし！　全員に声かけて魔ま王おうを狩かるぞ！

クロウ：うわ！　やる気満々だ！（笑）

シェフィ：だって、レアアイテムだぞ!?　やらんでどーする！（笑）

ワカバ：ほ、本気だ（笑）。

シェフィ：カガリに、「やっぱイベントって面おも白しろいよね。……このアイテムも欲ほしいしさ～」と発言させて、みんなのモチベーションを上げておこう。




　いつでも人心操そう作さを忘わすれない男、シェフィールド。




ＧＭ：と、そこにふたたびメッセージが飛んでくる。

シェフィ：またシステムから？

ＧＭ：いや、クランツから。

シェフィ：……何!?

ＧＭ：「今回の魔王イベントに際さいして、グループを立ち上げることにしました。現げん在ざいメンバー募ぼ集しゆう中です」

シェフィ：むう。

ＧＭ：さらに今メンバーになると、こんな条じよう件けんですよ、という項こう目もくが書かれている。……破は格かくの条件だ。さらに、そのメッセージはここにいる全員に飛んでいるらしく、メンバーが微び妙みようにざわついている。

シェフィ：はっはっは！　もちろんこっちはカガリの元に結束は固いから……。

ワカバ：（メンバーになって）俺、ちょっとこのプレートアーマー欲しいなあ……。

シェフィ：…………。

一同：…………。




　なぜか訪おとずれる沈ちん黙もく。




シェフィ：「みんな、こんなのに行かないよね～」と先手を打ってカガリに言わせておくぞ！（笑）

ＧＭ：「うんうん、だいじょうぶだよ～」と言いながら……、数えてみると何人か足りない（笑）。

シェフィ：って減へってんじゃん！（笑）

ＧＭ：「……ここにいても、魔王倒たおすのはひとりだけなんだよなあ……」というつぶやきが聞こえてきたりもする。

シェフィ：むお！　なんかやばい雰ふん囲い気きが漂ただよっている！　じゃあ、シェフィの方でこう言うぞ。……みんな！　ＭＭＯの楽しみはそうじゃないだろう！

ＧＭ：おお、じゃあみんながそっちを見よう（笑）。

シェフィ：ＭＭＯは、みんなが協力するのが楽しいんじゃないか！　その楽しさをみんなに分けているのがカガリさんだろう！




　どう考えてもウソである。




クロウ：説得力ねえええええっ！（笑）

シェフィ：アイテムが欲しいのなら、それは分配しようじゃないか！　……みんなそれでいいだろう？

ＧＭ：その一言で、ざわつきは収おさまる。……だが、まだ微妙な雰囲気は残っている。

シェフィ：ここが踏ふん張ばり所だ！　今度はカガリに言わせよう！　「みんなで一いつ緒しよにがんばろーよ！」……そして、さらにひとりひとりにメッセージを飛ばす。キミは信じてるから、とか、キミならできるよ！　とか、そんなやつを細かく。

一同：ただの裏うら工作じゃないかああああああっ!?（笑）

シェフィ：違ちがうっ！　人間関係を保たもつために必要なんだ！（笑）




　どちらにしても、イヤな組そ織しきである。




ルイボス：ええと。そろそろ登場していいかな？

ＧＭ：じゃあ、ルイボスが久ひさしぶりに街に帰ってくると、異い様ような雰囲気に包まれたシェフィたちがいる（笑）。

シェフィ：む……？　なんだか久しぶりな顔がいるな。

ルイボス：じゃあ、ダンジョンの中で聞いたことをシェフィールドに話す。

シェフィ：管理システムに異い常じようが出ていて？　その後にこのイベントが起きている、だと？

ＧＭ：そういうこと。

ルイボス：ちなみに、魔ま王おうのリストって何人ぐらい出たの？

ＧＭ：七～八人。さらに、途と中ちゆうで魔王は増ふえるらしい。

シェフィ：…………なあ、これプリズナー抹まつ殺さつ計画じゃないだろうな？（ＧＭの目を見る）

ＧＭ：…………。

シェフィ：…………。

ＧＭ：（目をそらして）……え～、というわけで。

シェフィ：おい！　目をそらすな！（笑）

ＧＭ：まあ、ワカバはプリズナーですが。

ルイボス：……あ。それはシェフィールドにも伝えておこう。

シェフィ：何!?　魔王と知り合いなのか、お前!?

ルイボス：うん、一いち応おう。

シェフィ：よくやった！　早さつ速そく連れん絡らくを取れ！　取るのだ！

ルイボス：……目が怖こわいんですけど（笑）。

ワカバ：っていうか、このイベントに乗るんですか！　怪あやしいって、たった今話してたのに！

シェフィ：いやいやいやいや！　……こっちのグループで保ほ護ごするんだよ！

一同：（一いつ斉せいにジト目でシェフィを見る）

シェフィ：…………俺は基き本ほん的にいい人ですよ？（笑）

一同：信じられるかああああああっ！（笑）

シェフィ：ああもう！　とにかく早く呼よべ！　その人物を見て、レアアイテムの価か値ちと比くらべてから判はん断だんするから！

クロウ：ぶっちゃけた!?

ワカバ：というか、やっぱり殺すつもりじゃないか！（笑）

シェフィ：……いい人ですよ？（笑）




　泥どろ縄なわでフォローを重ねる男。

　シェフィールドの明日はどっちだ。







◆Middle 03◆シェフィールドという男


Scene Player ──── クロウ






　街に戻もどる途中で、クロウは珍めずらしい顔を見かけた。

　ワカバ……とか言っただろうか。最近になって、プリズナーになったという少女だ。

　少女は必死の様子で、こちらに走ってくる。




ＧＭ：じゃあ次のシーンだ。シーンプレイヤーはクロウ。

クロウ：ういうい。……妖よう精せいを連れて歩いているわけかな？

ＧＭ：そうそう。すると、街から必死の様子で走ってくるワカバが。

ワカバ：じゃあ、登場しまーす。

クロウ：俺は、ワカバが魔王だって知っててよい？

ＧＭ：いいよ。さっきのメッセージは全オーキィに告知されたものだから。

ワカバ：わたしは一生懸けん命めい走っているんですが、ふと見るとちょっと遠くにクロウが見える。

クロウ：よお、ワカバ！　魔王になったんだってな！　……と声をかける。

ＧＭ：そんな挨あい拶さつがあるか！（笑）

ワカバ：うう……、なりたくてなったわけじゃないですよー。いきなり魔王とか呼ばれて、どうすればいいのかわからなくて……。

ＧＭ：と、ワカバが喋しやべっていると、クロウの背せ中なかあたりから妖精がひょこっと顔を出して、「クロウクロウ！　この人攻こう撃げきしちゃダメよ！」と、指をさす。

ワカバ：…………え？

クロウ：いや、まあそんな気はないけど。

ＧＭ：彼女はじっとワカバの顔を見て、眉まゆをよせ、「あのね。……なんか殺しちゃいけない気がするの」

クロウ：また、おまえはそれか！（笑）

ワカバ：……ね、この変なペットは何？

クロウ：あ～……、こいつは何かのイベントらしいんだがな。いろいろあって取り憑つかれたんだ。───まきこまれた、という意味ではおまえと同じだ（笑）。

ＧＭ：「ね、ね、ね、あなたなんで魔王になったの？」リゼはくるくると回りながら、ワカバに聞くよ。

ワカバ：……心当たりなんてないよ。ランダムだっていう話だし……。

クロウ：でも、何か変わったことはなかったのか？

ワカバ：じゃあ、オープニングで見たことを話す。……草原地帯で見たこと。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：「それ！　それそれ！」リゼは騒さわぎ出す。「その黒い人！　その人を倒たおさないと！」

クロウ：…………どうしてだ？

ＧＭ：リゼは、しばらく黙だまって考え。

クロウ：ほう？

ＧＭ：引きつった笑いを浮うかべながら、「わ、悪い人なんじゃないかと思うな……」

クロウ：やっぱりわからないんじゃないか！（笑）

ルイボス：そろそろ登場してもいい？

ＧＭ：あ、了りよう解かい。……では、また別の方向から、ルイボスがやってくる。

ルイボス：（ワカバに）……無事？

ワカバ：あ！　ルイボスさん！

クロウ：お、仲間か？

ワカバ：昔お世話になった人です。パーティ組んでくれ、って言ったら何も言わずに引き受けてくれて（笑）。

クロウ：…………それはお前の勘かん違ちがいじゃないのか（笑）。

ＧＭ：では、ルイボスが……。

シェフィ：（唐とう突とつに割わり込こんで）さあ！　ルイボス！　ワカバを誘さそうんだ！

ルイボス：……誘う？

シェフィ：こう言え！　……お久ひさしぶりワカバさん、魔王に選ばれちゃって悲ひ惨さんだよね～。わたしの知り合いで、おっきなグループを持ってる人がいて、守ってくれるからこっちに来ない？（笑）




　ＰＣまで操あやつろうとする男、シェフィ。




ＧＭ：というか、それだけやるなら登場してください（笑）。

シェフィ：しまった！　侵しん蝕しよく率りつが上がる！　さっきのシーンでやっとくんだった！（笑）

ルイボス：とりあえず、それに似にた説明はしよう。最後に、判はん断だんはあなたに任まかせるわ。という付け足しはもちろんするけれど。

クロウ：そのグループのリーダーは誰だれ？

ルイボス：シェフィールド。

シェフィ：あぁっ!?　こっちの名前は出しちゃだめ！（笑）

ルイボス：……そーなの？

シェフィ：いろいろと誤ご解かいされることが……。ええい！　自分でやろう！　草むらから、がさりと出てくる。

一同：隠かくれてたのか！（笑）

シェフィ：（変に低い声になって）キミがワカバくんか。……はじめまして、私がシェフィールド。こちらがカガリだ。

一同：うわ！　怪あやしいっ！（笑）

[image: ]

クロウ：やめろワカバ！　こいつはいろいろと噂うわさのあるヤツなんだ！

シェフィ：（すかさずクロウに向いて）クロウくん……、キミは何か勘違いをしているようだね？　わたしはワカバくんを保ほ護ごしようとしているのだ。（声を低くして）……ここで私の誘いを断ことわってどうする？　ワカバくんは今！　まさに！　ひっじょおおおおおに危き険けんな立場に立っているのだよ？　───あ、ちなみに周りには私のグループメンバーが隠れているんで（笑）。

一同：それは脅きよう迫はくだ！（笑）

クロウ：アンタ、ホントにプリズナーか？（笑）

シェフィ：……実は、私も本当に自信なくなってきた（笑）。

ＧＭ：なくさないで！（笑）

ワカバ：う、うう……。

ルイボス：あきれた顔で見てます（笑）。

シェフィ：カガリの方も言うぞ。「こっちにおいでよ！　みんなあなたを守ってくれるよ？」




　ノリノリである。




シェフィ：（ワカバに）……キミのとれる選せん択たくはＹｅｓだけだ。Ｎｏと言えば、いずれキミは誰かに討うち取られるだろう。…………ならばいっそわたしの手で、と思わんでもない（笑）。

ワカバ：……今一瞬本音が出た（笑）。

シェフィ：さあ！　さあ！　さあ!?

ＧＭ：と、シェフィがワカバに迫せまったその時。また全員にシステムメッセージが飛んでくる。

ワカバ：う……、イヤな予感が……。

ＧＭ：メッセージにはこう書かれている。「新たに魔ま王おうが出しゆつ現げんしました！　魔王クロウ、魔王ルイボス、魔王シェフィールド、魔王カガリの四人です！」

クロウ：…………。

シェフィ：…………。

ルイボス：（自分を指さして）……魔王？

ＧＭ：（こっくりとうなずく）

一同：うおおおおおおおっ!?

クロウ：俺たち全員魔王だと!?

ルイボス：……はめられた？

ワカバ：わからないけど……。

ＧＭ：あたりがざわつき始める。「おい、魔王？」「シェフィさんもカガリさんも、魔王だってよ……」「たしかあそこにいる人、ルイボスって言わなかったか……？」

シェフィ：……う、空気が変わってきた……。

クロウ：（小声で）……おい！　シェフィールド！　どーすんだよ！

シェフィ：……むう、とりあえずカガリにこう言わせよう。「魔王にされちゃった～。……ね、みんなで魔王守ってみるっていうのも面おも白しろくない？」

ルイボス：…………。

ＧＭ：（真ま面じ目めな顔で）その言葉に、グループのみんなはこう答える。

一同：…………。

ＧＭ：「ご愁しゆう傷しよう様！　でも大だい丈じよう夫ぶ！　デスペナルティならすぐに取り戻もどしてあげるから！」

一同：やっぱダメかああああっ!?（笑）

ルイボス：……でも、真ま面じ目めに危険。

ワカバ：私たち、生き返れないのに～。

クロウ：どーするんだ！　シェフィ！

シェフィ：……さあ、みんな。

一同：??

シェフィ：（さわやかに）力を合わせて逃にげようじゃないか！（笑）

一同：いきなり仲間づらするなああああっ！（笑）




　四人は、全速力でその場所を逃げ出した。

　もちろん、その先頭に立っていたのがシェフィールドであることは言うまでもないだろう。







◆Middle 04◆真相への第一歩


Scene Player ──── ワカバ






　四人は森の奥おく深くで足を止めた。目の前には、廃はい棄きされたちいさな小屋がある。

　───周りにはとりあえず、オーキィの姿すがたはない。

　お互たがいの無事を確かく認にんすると、四人はその中に入っていった。




ＧＭ：では、逃げ出した後のシーン。森の中の小屋で、とりあえずキミたちが休きゆう憩けいしているところから始まるよ。全員登場だから、侵しん蝕しよく率りつ上げてね。

一同：は～い。

シェフィ：……しかし、厄やつ介かいなイベントだな。

クロウ：いや……、本気であんたに言われると違い和わ感かんがあるんだが（笑）。

ルイボス：でも、本当にひどいイベント。

ワカバ：普ふ通つうのオーキィは倒たおされるだけですけど、私たちプリズナーは本当に命がかかってますからね……。

クロウ：他のオーキィには、これは理り解かいできないしなあ。

ＧＭ：クロウのつぶやきに対して、「その通り。……だからこそ面おも白しろいわけです」という声がする。

シェフィ：む……、その嫌いやみな言い回しは……。

ＧＭ：「私ですよ」声と同時に、キミたちの中心に漆しつ黒こくの鎧よろいを着た、長身のエルフが現あらわれる。……ただし、ホログラフだけど。

シェフィ：クランツ！

ワカバ：ええと、その人って……？

ＧＭ：うん、キミが草原で見たアイツだ。

クロウ：リゼが言ってたヤツか……。

ＧＭ：リゼは、クロウの頭の後ろに隠かくれているよ。

ルイボス：（黙だまって銃じゆうを構かまえる仕草）

シェフィ：……クランツ、こんなところに何をしにきた？

ＧＭ：「あなた方が、このイベントを楽しんでいるか。……それを確たしかめに来たんですよ？」

クロウ：楽しめるか！　こんなもの！

ＧＭ：「それは残念ですね。……せっかくプリズナーだけを魔王に選んでいるというのに」

ルイボス：……やっぱり。

シェフィ：もしやこのイベント……、お前が仕し掛かけているのか！

ＧＭ：彼は薄うすい笑えみを浮うかべたまま、「その通り。……いろいろとありましてね。このイベントは私が主しゆ催さいさせてもらってますよ」

ワカバ：どうしてそんなことを！

ＧＭ：ワカバのその問いには答えない。彼は黙ってじっとワカバを見る。……その瞳ひとみには、確かに殺意がある。

ワカバ：う……？

ＧＭ：唐とう突とつにクランツは首を横に振ふって、「……ところで聞きたいことがあって、こんなところまでやってきたのですが」

ルイボス：……聞きたいこと？

ＧＭ：「妖よう精せいを……、見ませんでしたか？」ギラリ、と彼の眼めが光る。

クロウ：う…………。

ＧＭ：ちなみに、リゼは縮ちぢこまってクロウの頭の後ろに隠れている。

ワカバ：（小声で）正直に、答えない方がいいですよね？

シェフィ：（同じく小声で）当たり前だ。（片かた手てを大きく開きながら）……クランツ！　貴き様さまは我われ々われがそれどころではないことをよくわかっているだろう！

ＧＭ：クランツは、じっとキミたちを見る。

シェフィ：…………。

ＧＭ：しばらくそうした後、彼は、「それもそうですね。……今聞いたことは忘わすれてください」そう言って、クランツの姿は少しずつ薄うすくなっていく。「ああ、仲間を頼たよろうとしても無む駄だですよ？　オーキィの仲間は狩かる側に回っていますし、プリズナーの仲間は……」　クランツは巨きよ大だいな両手斧おのを取り出して、「私が殺してしまいますから」

ワカバ：オルド……！　そ、そんな……っ！

クロウ：てめぇっ！　同じプリズナーに手を出したのかっ!?

ＧＭ：「クク、クククククク……」嘲ちよう笑しようと共に、クランツは消えていく。

クロウ：アイツ……！　マジか……！

シェフィ：宣せん戦せん布ふ告こく、というところか。

ルイボス：……でも、ちょっと情じよう報ほうはあった。

シェフィ：ヤツが黒くろ幕まくだ、ということと、ヤツの目的がワカバくんと、そこの妖精だと言うことだな。

クロウ：そうだ。リゼにちょっと話を聞いてみよう。……何か思い出したか？　ヤツを直ちよく接せつ見て。

ＧＭ：リゼは、小さな手にクロウの髪かみの毛をつかんだまんま叫ぶ。「怖こわかったよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

クロウ：イテ！　イテ！　やめろって……、コラ！

ＧＭ：髪を引っ張ぱりながら、リゼは言う。「絶ぜつ対たい見つかっちゃいけない！　って思って！　とっさに隠れたんだけど！　もー、怖くて怖くて！」

クロウ：だからいてえって！

ワカバ：……で、何か思い出したの？

ＧＭ：しょんぼりして、「……ううん、なんにも」

クロウ：ちっ、進しん展てんなしか……。

シェフィ：情報を集めたいところだな。

ワカバ：……ＧＭ、何か判はん定ていはできません？

ＧＭ：はい、情報収しゆう集しゆうだね。三つの項こう目もくを用意しているよ。

・リゼについて

・クランツについて

・このサーバの管理システムについて

ワカバ：それぞれ、〈情報〉技ぎ能のうで判定すればいいですか？

ＧＭ：うん。どの〈情報〉技能で判定可か能のうかは、その都度説明するよ。

シェフィ：よし！　手分けして調べよう！　私はクランツについて調べるので。

クロウ：じゃあ、俺はリゼかな。

ワカバ：わかりました、管理システムについて調べます！

ルイボス：……ワカバについていく。

ＧＭ：一日くらいかけてみんなが調ちよう査さをする、という形でいいかな？

一同：はーい。

ＧＭ：じゃあ、一項目一シーンということで、判定していこう。







デスペナルティ　ＭＭＯにおいてキャラクターが死亡した時に与えられるペナルティのこと。経験点が減少するなどの効果がある。もちろんのことだが、プリズナーは死亡すればよみがえれない。











◆Middle 05◆あり得ざる存そん在ざい


Scene Player ──── クロウ






クロウ：よし！　じゃあ俺から。リゼについて調べよう。

ＧＭ：〈情報：ロストエデン〉、〈情報：管理者〉あたりで判定しておくれ。

クロウ：むー、そんなに【社会】は高い方じゃないんだが……。コネがあるからダイスは三個か。

ＧＭ：ふってみてくれ。

クロウ：……達成値ちは10。まあまあってとこか。

ＧＭ：了りよう解かい。まず、最初にわかることだけど、この世界……少なくともこのサーバには、リゼのような妖精はいない。

ワカバ：いない!?

ＧＭ：（きっぱりと）存そん在ざいしない。

シェフィ：レアだ！（笑）

クロウ：……欲ほしければやるぞ（笑）。

ＧＭ：記き憶おくの欠けつ損そんについては、ひとつ推すい測そくが立てられる。

クロウ：お、それは？

ＧＭ：彼女が電子的な攻こう撃げきを受けている可か能のう性せいがある。……データに対して、メモリー的に不具合があるわけだね。

シェフィ：ハッキングされているとか？

ＧＭ：そうかも。……そして最後に。

クロウ：ういうい。

ＧＭ：リゼはモンスターに襲おそわれていたわけだが。

クロウ：そうだったな。

ＧＭ：モンスターは彼女を優ゆう先せん的に襲う性せい質しつがある。……これは、言い換かえれば彼女は管理システムに狙ねらわれているということだ。

クロウ：…………管理システムに？

ワカバ：話が……大きくなってきましたね。

ＧＭ：よし、じゃあ次のシーンにいこう。







◆Middle 06◆システム暴ぼう走そう


Scene Player ──── ワカバ






ワカバ：やっぱりシステム的におかしいところがあるみたいですね。……というわけで調べます。

ルイボス：……任まかせます。

シェフィ：何もしないのか！（笑）

ルイボス：……情じよう報ほう収集は苦手。

ワカバ：大だい丈じよう夫ぶです！　そういうのは得意ですから！

ＧＭ：了解。〈情報：ツインクロック〉、〈情報：管理者〉あたりで調べてくれ。

ワカバ：ほら、達成値20！

シェフィ：おお！　やるな！

ＧＭ：おお～、成功だ。

ワカバ：伊達だてに、あちこち行っては話ができずに、耳をそばだてていたわけではないのですよ（笑）。




　それは悲しすぎである。




ＧＭ：ともあれ。調べた結果わかるのはこんな感じだ。

ワカバ：はい。

ＧＭ：ちょうどキミが草原でクランツを見た直後くらいで、管理システムに何らかのトラブルがあったらしい。……でも、それは公表されていない。

ルイボス：…………。

ＧＭ：一いち応おう、目に見えた異い常じようはなかったらしいんだけど。……問題はその後。

ワカバ：…………。

ＧＭ：どうも、その後から管理システムの動きが変なのだ。変な妖よう精せいを追っかけ回したり、オーキィでもないミルシャにモンスターけしかけてみたり。

クロウ：ミルシャ？

ルイボス：あれ……？　（ルールブックを開いて）ミルシャって、管理側って噂うわさされているキャラだよね。それが襲われている？

ＧＭ：なぜそんなことを始めたのかは、まだわからないけど。

ワカバ：…………。

ルイボス：とりあえず、管理システムはリゼとミルシャを追いかけている、ということね。

ＧＭ：そういうこと。







◆Middle 07◆黒き戦士


Scene Player ──── シェフィ






シェフィ：私の番か。侵しん蝕しよく率りつを上げるぞ。

ＧＭ：〈情報：プリズナー〉で判はん定ていね。

シェフィ：ダイスは三個こ。……達成値ちは８。……まあまあか。

ＧＭ：ぎりぎりだけど、成功。

シェフィ：……ふう。

ＧＭ：さて、クランツだが。最近、彼にはひとつの噂が立っている。

シェフィ：……？

ＧＭ：モンスターを操あやつっているのを見た、とか魔ま王おうになるヤツを予言しているとか、そんな情報から、〝クランツは管理者になった〟という噂が。

シェフィ：というか、それは噂じゃないだろう。

ＧＭ：本人は、〝英えい雄ゆう〟の称しよう号ごうを得たからできることが増ふえた、と言い張はってるけどね。

クロウ：怪あやしいなあ。

ルイボス：……徹てつ底てい的にね。

ＧＭ：あとは妖精を捜さがしている、という噂もあるね。

クロウ：それはさっきのでよくわかった。

シェフィ：ちなみに、居い場ば所しよとかはわからない？

ＧＭ：正せい確かくな居場所はわからないけれど、よく草原地帯で目もく撃げきされている。

ワカバ：あ……！　それってもしかしてあの場所……？

ＧＭ：じゃあ、全員終わったんで合流するか。







◆Middle 08◆行き先は……？


Scene Player ──── ルイボス






　小屋の中で、四人はふたたび火を囲んでいた。

　状じよう況きようは刻こく一刻と悪くなっていく。すでに何人かのプリズナーが〝魔王〟として命を落としている。

　この状況を打だ破はするには───。




ＧＭ：というわけで、各自情報収しゆう集しゆうに飛び散って一日。なんとか無事に戻もどって来れた。

クロウ：じゃあ、肉をあぶりながらお互たがいの情報を交こう換かんしよう。

シェフィ：飯食うのか！　このゲーム！（笑）

ＧＭ：そりゃ飯くらい食うでしょう（笑）。

ルイボス：……もぐもぐ。

ＧＭ：なお、一日の間に数人の〝魔王〟が倒たおされたことがシステム側から報告されている。……全員がプリズナーだ。その中には、オルドの名前もある。

ワカバ：オルド……。

ルイボス：魔王にされて、殺された……。

シェフィ：とにかく、情じよう報ほうを総そう合ごうして言えることはひとつ。クランツが、管理システムを乗っ取ったらしいってことだな。

クロウ：う───ん、否ひ定ていはできないな。

ワカバ：でも、それならさっさとリゼを自分の手元に呼よび寄よせればいいのに。……彼女だってＳＣなんだから。

一同：……………。

ＧＭ：みんなが一いつ斉せいにリゼを見ると、彼女は肉に出そうとした手を引っ込こめて、そっぽを向く（笑）。

クロウ：お・ま・えはああああっ！　自分の話してんだぞ！（笑）

ＧＭ：「痛いたい痛い！　ほら、だから食べるのやめたよぅ！」

クロウ：ったく。……ちなみに、お前はなんかわからんのか？

ＧＭ：「ん？　何？　あの黒い人から呼ばれてないか、ってこと？」

ワカバ：何か、アプローチはある？

ＧＭ：「呼ばれてるよー」

シェフィ：呼ばれてるのか！

ＧＭ：「というよりは、……乗っ取ろうとしてる、のかな？　でも、まだしばらくは大だい丈じよう夫ぶだよ」リゼはどこかあっけらかんと言う。

ワカバ：乗っ取るって……？

ルイボス：……やっぱりハッキング？

クロウ：もしかしてコイツ……、システムの一部とかなんじゃ……？

シェフィ：それも否定できんな。

ワカバ：じゃあ、とにかくこの子をクランツに渡わたしちゃいけないってことですね。

クロウ：ヤバイことになりそうなのは確たしかだな。

ルイボス：……で、次はどうするの？

シェフィ：クランツを捕つかまえる、が正しいと思うが？　私は上品に肉を食べながら言おう。もちろん、カガリも食べているぞ。

クロウ：そーだな……、それしかないか。とにもかくにも、アイツを倒せばこのイベントは終しゆう了りようするだろうしな。

ワカバ：じゃあ、あの草原地帯に。……場所は私がわかりますから。

クロウ：よし！　行くか！




　───四人は立ち上がった。

　まだ光明は見えてこない。だが、じっとしていられはしない。……時を失えば、ただ被ひ害がいが増ふえていくだけなのだから。







◆Middle 09◆空間の一点


Scene Player ──── ワカバ






　そこは誰だれひとりいない空間。

　地平線まで続く、一面の草原地帯。

　……ここで、あの男を見た。

　それがすべての始まりだったのだろうか。

　今さらながら、ワカバはそう考える。




ＧＭ：では、いつもより数倍の手間暇ひまを掛かけて、隠かくれながらやってきました草原地帯。

ワカバ：こっちです～。

ＧＭ：ちなみに、こっそり街をのぞいてみると、この魔ま王おうイベント、かなり盛もり上がってるみたい。

クロウ：……普ふ通つうに考えれば、結けつ構こう楽しいだろうなあ。

ＧＭ：単たん純じゆんに鬼おにごっこだからね。そこにご褒ほう美びがつくと、さらに盛り上がるさ。

ワカバ：これがプリズナーでなければ……。

シェフィ：それこそ我われ々われは命をかけた逃とう走そう劇げきになってしまうからな。……まったくもって恐おそろしい。




　あんたが言うな。




ＧＭ：さて、草原の真ん中。確かにここというポイント。だがそこには何もない。

ワカバ：あれ……？

ＧＭ：というところで、〈知覚〉で判はん定ていしてもらおう。

クロウ：お！　得意分野！　……よし、18！

シェフィ：こっちも18だな。

ＧＭ：じゃあふたりが気がつく。何も無い空間の一点。ホントにちいさな、それこそ小指の先くらいの黒い球体───いや、穴あなが浮うかんでる。

ワカバ：あれ？　前に来たときはこれがもっと大きくて、クランツが中に入っていったのに……？

ＧＭ：場所は同じだね。ただ大きさだけが違ちがう。

シェフィ：これはなんだね、いったい？　と、指をつっこんでみる。

ＧＭ：バチッと、はじき返されるような感じが。

シェフィ：むう……？

ＧＭ：するとリゼが「あ！　これ！」と指さしてじたばたと暴あばれ出す。

ワカバ：どうしたの？

ＧＭ：「これ！　これを直さなきゃ！」そう言って、彼女は穴に手をかけて一生懸けん命めい広げようとする。……なぜか、はじき返されたりはしない。

ルイボス：…………おや？

ＧＭ：「ん～！　ん～！」リゼがいくら力を入れても、穴は広がらない。

ワカバ：…………？

シェフィ：……これってひょっとしてシステムのバグなんじゃないのか？

ワカバ：え……？

クロウ：そんな馬ば鹿かな、と言いたいところだが……。

ＧＭ：と、そこでキミたちが話していると、唐とう突とつに獣けものの頭をしたモンスターたちがあたりにテレポートして来る！

ワカバ：モンスターっ!?

シェフィ：罠わなか！

ルイボス：……撃うちます。

一同：はや！（笑）




　いや、ほんとに。




ＧＭ：ルイボスの一いち撃げきで、先頭にいた槍やりを持った亀かめの獣じゆう人じんが倒たおれる。

ルイボス：先手必勝……。

クロウ：獣人か……、そんなにたいした相手じゃねぇな。

ワカバ：あ！　アイツ強いんですよ！　この間すっごい苦戦した上に逃にげ出したんです！

クロウ：…………お前、ホントに初心者なのな（笑）。

ルイボス：……次々と銃じゆうを撃ちます。




　とたんに生き生きするルイボス。




ルイボス：三六〇度囲まれちゃってる？

ＧＭ：囲まれている。……さらに付け足せば、次から次へと数が増ふえていく。

クロウ：げげ！

シェフィ：はっはっは、諸しよ君くん！　がんばりたまえ！　（カガリになって）「がんばって～！」

クロウ：お前も少し動け！（笑）と叫さけびながら、獣人を倒すぞ。

ＧＭ：と、キミが獣人を殴なぐりつけると、リゼの顔色がさっと変わる。「クロウ！　こいつら何か変だよ！」

クロウ：え……？

ＧＭ：彼女がそう言った瞬しゆん間かん、それまでに倒した獣人たちが全員一いつ斉せいに立ち上がる！

ルイボス：……本気で撃つ！　《小さな塵ちり》を使って……。

ＧＭ：いや！　これは先に言っておこう。相手の動きがさっきとはまったく違う。……ベテランゲーマーであるルイボスが見たことがないくらいのスピードで動き始める。

ルイボス：……え？

ＧＭ：単純に言えば、チートされている。

クロウ：げ！

ＧＭ：瞬時に獣人はキミたちを取り囲むぞ！

シェフィ：……なあ、これって妖よう精せいが力とかを発はつ揮きしてどうこうなる展てん開かい？

ＧＭ：……まあ、ぶっちゃけて言えばそうです（笑）。

クロウ：（急に生き生きして）おお！　じゃあここは負ければいいんだな！

ワカバ：（同じ表ひよう情じようで）敵てきの……敵の動きが見えませんっ!?

ルイボス：（銃を撃って）…………当たらない。

ＧＭ：───キミら負け演えん出しゆつ好きだな（笑）。

シェフィ：（カガリになって）「これもあんたの仕し業わざなんでしょう？　クランツ！」と叫んでみる。

[image: ]

ＧＭ：お、じゃあここはヤツを登場させよう。……獣人のひとりの口を借りて、クランツの声がする。「罠を張はってみれば、あなたでしたか。シェフィールド」

クロウ：お前……、ホントに自分が何をやっているかわかっているのか！

ＧＭ：「わかっていますとも」

ワカバ：……っ！

ＧＭ：「そう、礼も言わなければなりませんね。……その妖精を連れてきていただいてありがとうございます。それを消しよう滅めつさせれば、私はすべてを手に入れる」獣人の向こうでクランツはにやり、と笑う。

クロウ：そんなことを聞いて、お前なんかに渡わたすかよ！

ＧＭ：「結けつ構こう。……ならば、キミたちを殺し、その後で妖精を滅するまでです」言うが早いか、獣人がキミたちに殺さつ到とうする！

シェフィ：いかん！　今のアレにふれると即そく死ししてもおかしくないぞ！

ワカバ：えぇっ!?　そんなっ!?

ルイボス：……（無言で銃を構かまえる）。

クロウ：ぐ……！




　牙きばをむいた獣人の顔が迫せまる。

　殺気も、迫はく力りよくも、速度も、なにもかもがさっきとは違ちがう。

　絶ぜつ望ぼうが皆みなの心を塗ぬりつぶす。

　誰もが死を覚かく悟ごした時。




　───あたりに光が満ちた。




　その瞬間、ワカバが見たものは、決意に満ちたリゼの顔だった。







◆Middle 10◆荒こう野やにて


Scene Player ──── クロウ






　視し界かいが開けると、そこは荒野の真ん中だった。

　……あの場所から転てん移いした。

　そう気づくのにはそれほど時間を必要としなかった。

　だが、なぜ……？




ＧＭ：全員登場してくれ。気がつくと、キミたちは荒野の真ん中に立っている。

ワカバ：……ここは？

ＧＭ：あの草原地帯からだいぶ離はなれた荒野だね。あたりにさっきの獣じゆう人じんはいない。

ルイボス：……敵が追いかけてくる気配は？

ＧＭ：ない。

クロウ：一安心、か？

ワカバ：でも、どうやって助かったの？

ＧＭ：と、ワカバが言うと。クロウの隣となりに飛んでいたリゼが、とさっと軽い音を立てて地面に落ちる。

クロウ：おい!?　……とりあえず拾い上げるぞ！

ＧＭ：彼女は苦しそうな様子で、脂あぶら汗あせを浮うかべながら、「……あ、無事？」

クロウ：無事、じゃねえだろ！　一体何があった!?

ＧＭ：「……えへへ。……ちょっとね」彼女は笑えみを浮かべてごまかそうとするが。

シェフィ：……この妖精が、我われ々われを転移させたのか。

ＧＭ：その通り。「……みんな危あぶなかったから。……つい」

クロウ：悪い、…………助かった。

ＧＭ：「うん……、よかったよ。みんな、無事で」リゼはそう言って、ほんの少し笑うと、そのまま気を失う。

ワカバ：みんな、この子に助けられたんですね……。

クロウ：…………。

ルイボス：……でも、これで困こまったことになった。

ワカバ：え？

ルイボス：この妖精が死ぬと、クランツへの対たい抗こう手しゆ段だんがなくなる。

シェフィ：そうだな。……さっきのやりとりでなんとなく想そう像ぞうがついた。この妖精は、ワクチンプログラムとか、そういうものなんだろう。

ＧＭ：まあ、似にたようなものかな。いい線だ。

シェフィ：さらに言えば、クランツも管理システムのすべてを使っているわけではないな。……使えるのなら、今すぐにでもここに追っ手をかけてくるだろう。

ルイボス：……なるほど。

シェフィ：おそらく、この妖精が死ぬと、クランツがシステムを一〇〇％掌しよう握あくできるんだろう。

クロウ：それが本当なら、なおのことコイツを治さないとヤバイじゃないか。…………でも、どうやったらそんなことできるんだ？

シェフィ：……ううむ。

ルイボス：…………。

ＧＭ：考えてくれ。……一いち応おう言っておくと、ここに関するヒントはもうすでに出してあるよ。

ワカバ：ヒント？　（周りのプレイヤーが取ったメモを見て）……あ。

シェフィ：む？　何かわかったか？

ワカバ：もしかして、ミルシャがなんとかしてくれるんじゃないでしょうか!?

クロウ：ああ！　（ルールブックを見て）管理者側のキャラクターか。……しかも、リゼと同じくクランツからの攻こう撃げきを受けている。

シェフィ：なるほど。……というか、どうして気づくのがワカバなんだ？　普ふ通つうルイボスじゃないのか？（笑）

ルイボス：…………。

一同：…………。

ルイボス：……忘わすれてた、ごめん（笑）




　大物である。




シェフィ：（しみじみと）お前は昔からそういうヤツだよ……（笑）。

クロウ：まあいいや（笑）。……ＧＭ、ミルシャの居い場ば所しよはわかる？

ＧＭ：〈追つい跡せき〉で判はん定ていして。

ワカバ：任まかせてくださ～い。……11！

ＧＭ：了りよう解かい。モンスターの動きから察するに、ミルシャは北の遺い跡せき───その最深部に逃にげ込こんだらしい。ただし、モンスターもそれを追っている。




「よし、行くぞ！　ミルシャを助けて、コイツを元に戻もどす！」

　クロウの言葉と共に、四人は立ち上がった。

　ほんの少しの光明を、確たしかなものにするために。







◆Middle 11◆光の使徒


Scene Player ──── ルイボス






　雪原にほど近い遺跡の中に少女は追い込まれていた。

　白い髪かみを揺ゆらし、まだ幼おさない外見の少女は走る。

　通つう常じようならいざ知らず、彼女───ミルシャは現げん在ざい、その力のほとんどを制せい限げんされていた。

　だがそれでも。彼女にはやらなければならないことが残されていた。




ＧＭ：では、遺跡の中だ！　暗い通路の奥おく、キミたちの向かう先にはミルシャがいる。……だが、彼女は巨きよ大だいなゴーレムに取り囲まれている！

ワカバ：ああっ！　敵てきが……。

クロウ：さっきみたいにデータがめちゃくちゃなヤツか？

シェフィ：やってみなければわかるまい。

クロウ：そうだな……。蹴け散らすまでだ！

ルイボス：…………銃じゆうを構かまえる。

ＧＭ：キミたちに気づき、鈍にぶい光を放つ金きん属ぞく製せいのゴーレム三体が、くるりと振ふり向くぞ！

シェフィ：ふん！　この私にゴーレムごときが抗あらがえるか！　身みの程ほどを知れ！




　クロウたちとゴーレムが交こう錯さくし、戦せん闘とうが始まった。

　……だが、侵しん蝕しよく率りつの上がった四人は、ゴーレムを一いつ蹴しゆう。

　１ラウンド終了を待たずして、決着がついた。




クロウ：（拳こぶしを構えて）強化されてなきゃこんなもんだ！

ルイボス：……弱い。

ワカバ：勝ててよかったですね～。

シェフィ：勝ったのはいいのだが、……侵蝕率が上がりすぎだ！

ＧＭ：今どれぐらいなんです？

シェフィ：[image: ]％。

一同：えええええええええっ!?（笑）

ワカバ：もう……、[image: ]％超こえちゃったんですか!?

シェフィ：今計算してみたら、そうなってました。……びっくりだ！（笑）

クロウ：びっくりだ、じゃないでしょう！（笑）

シェフィ：侵蝕率のダイス目も高かったし、……大体一回の攻こう撃げきで14％も上がるしな。

ＧＭ：ま、まあもうそろそろクライマックスだから、なんとかなるでしょう（笑）。

シェフィ：俺おれ様、もうドキドキ（笑）。




　こころなしか、喜んでいるようにも見えるが。




ＧＭ：では、ゴーレムを倒たおしたキミたちに、ミルシャが近ちか寄よってくる。……ちょっとふらついているね。

ワカバ：大だい丈じよう夫ぶですか？　《癒いやしの水》いります？

ＧＭ：「……ありがとうございます」

ワカバ：ああ！　はじめて役に立っている。

ＧＭ：「やっと……、合流できました。あなたたちをずっと捜さがしていました」

シェフィ：こちらも、キミを捜していた。……さあ、アイテムをくれ！

ＧＭ：「…………はい？」ミルシャの目が点になる。

シェフィ：こういう時はバーンと超ちよう強力なアイテムをくれるものだろう！（笑）

クロウ：そんなことのために、ここに来たんじゃねえだろっ！（笑）

ワカバ：リゼを治してもらって、クランツを倒すために来たんですって！（笑）

ルイボス：……ミルシャに事じ情じようを話します。

ＧＭ：事情を聞いたミルシャは、「……大体の事情は理り解かいしてもらえているようですね？」

シェフィ：クランツが管理システムを乗っ取って、プリズナー狩がりをしている。

ワカバ：だけど、クランツの掌しよう握あくしているシステムは完全じゃなくて……。

クロウ：そのためには、このリゼを殺す必要がある。……そのくらいかな。

ルイボス：……（こくこくとうなずく）。

ＧＭ：「なるほど、クランツという人物でしたか」

クロウ：え？

ＧＭ：「私が調ちよう査さしてわかったことは、管理システムが特定の個こ人じんに乗っ取られたということ、そして管理ＡＩが自分の一部を切り離はなして逃にげ出した、というふたつでしたから」

ワカバ：ＡＩの一部？　それがもしかして……リゼ？

ＧＭ：ミルシャは息も絶たえ絶だえな妖よう精せいを見てうなずく。「……その通りです。彼女の中には、管理者ＡＩのバックアップが組み込まれています」

ルイボス：…………。

ＧＭ：「そのバックアップを起動させれば、クランツの権けん限げんに多少の抵てい抗こうができるでしょう。……起動の方法は、私が知っています」

シェフィ：それならば、どうしてさっさとそれをやらなかったのだ？

ＧＭ：「……私が彼女を見つけられなかったからです。クランツは掌握した管理者権限で、異い物ぶつである私に電子的な攻撃を絶え間なくしかけています。情なさけない話ですが……、私はそれに抗うのが精せい一いつ杯ぱいだったんです」

ワカバ：あの！　もしその妖精に管理者の能のう力りよくが戻もどれば、死んでしまったプレイヤーキャラクターを復ふつ活かつさせたりとかできませんか……？

ＧＭ：「…………」ミルシャは、黙だまってうつむいてしまう。

ワカバ：…………でき、ない……ですか……？

ＧＭ：「その権限は……、私たちにはないのです」

シェフィ：……人間の命はゲームの外だからな。

ワカバ：…………。

クロウ：でも、バックアップを起動すれば、これ以上の被ひ害がいは防ふせげるんだろ？　だったらはやく───。

ＧＭ：クロウのその言葉にかぶせるように、ミルシャは静かに、だがはっきりと言う。




「バックアップを起動するには、彼女のすべての履り歴れきを消去して、管理ＡＩにもどす手順を踏ふまなければなりません。……それでも、よろしいですか？」




　ミルシャの視し線せんがクロウを射い貫ぬく。

　その言葉に、その視線に、クロウは何も返すことができなかった───。







◆Middle 12◆ちいさな約束


Scene Player ──── クロウ






　選せん択たくを突つきつけられてから一時間。

　クロウは迷まよっていた。




　暗い遺い跡せきの通路に座すわり込み、彼の思考は堂々巡めぐりを始める。

　管理者の権限、クランツという男、犠ぎ牲せいになったプリズナーたち、……そしてリゼという妖精。




　彼の思考が再ふたたび無限の渦うずを走り始めたその時。

　目の前に、光の玉が躍おどった。




　光の名は、リゼと言った。




ＧＭ：遺跡の通路で、キミは悩なやみ続けている。あたりに、気配はない。

クロウ：…………。

ＧＭ：そこに、ふっと光の玉───リゼが現あらわれる。「……やぁ」

クロウ：……なんだ、起きてたのか？

ＧＭ：「うん……、あんまり寝ねてるわけにもいかないしさ」そういう彼女は、どこか身に纏まとう光も弱々しく、表情にも力がない。

クロウ：…………大だい丈じよう夫ぶなのか？

ＧＭ：「うー……、ちょっと無理、しすぎたみたい」彼女は無理に笑え顔がおを作って言う。

クロウ：少しは役に立ってもらわなきゃ困こまるとは思ってたが……、そこまでしてもらう必要はなかったんだけどな。俺は苦笑いを浮うかべて言う。

ＧＭ：「そーだね。……でも、あの時はできると思ったから」と彼女は言うわけだが。ここでキミはさっきのミルシャの言葉を思い出す。

クロウ：お？




「クランツは掌握した管理者権限で、異物である私に電子的な攻こう撃げきを、絶え間なくしかけています」




　ミルシャはそう言った。




ＧＭ：もしそれが、リゼにも言えるとしたら？　彼女の記き憶おくがないのも、こんな姿すがたになっているのも、余よ計けいな力はすべてハッキングに耐たえるためだとしたら？

シェフィ：……何かしらの力を使えば、その分内部の防ぼう御ぎよが甘あまくなる。

ワカバ：耐えきれなくなれば───。

ＧＭ：彼女は消しよう滅めつする。

クロウ：……お前が死んだら、こっちの負けは確かく定ていするんだろ？

ＧＭ：「うん、そーなんだけど」

クロウ：……なんでそんな無む茶ちやをしたんだ。

ＧＭ：「……あの時点で、手がうてるのはあたしだけだったし」やれやれ、と肩かたをすくめて彼女は言う。

ルイボス：…………。

クロウ：そう、だな。……言い忘わすれたよ。お前のおかげで俺たちは助かった。ありがとう。

ＧＭ：「はっはっはっはっは、そうでしょー」そう言う彼女はどこか力がない。

クロウ：（苦笑いを浮かべながら）謙けん遜そんくらいしろよ、……ったく……。




　どこか寂さびしい、笑い声が通路に響ひびく。




ＧＭ：笑い声が消えるころ、リゼがふと言う。「……ねぇ」

クロウ：……なんだ？

ＧＭ：「……なんで悩むの？」

クロウ：…………。

ＧＭ：…………。

クロウ：（上を向いて）ふう……。ホントなんでだろうな？　お前とは、ついこないだからのつきあいだ。昔からの知り合いってわけでもない。

ＧＭ：「……うん」

クロウ：だいたいお前が来なければ、オレはこんな事じ件けんに巻まき込こまれることはなかっただろ。……もっと普ふ通つうにこのゲームをやっていたかも知れない。

ＧＭ：「そーかもね」

クロウ：だから、……正直びっくりしている。お前がいなくなることに悩んでいる自分が。───いなくなってせいせいすると思ってたのに。




　クロウはふたたび天てん井じようを見上げた。

　重く、暗い天井は、何も映うつし出しはしない。




クロウ：でも、お前が来てから。……楽しかったよ。

ＧＭ：「…………」

クロウ：退たい屈くつしていた気分が一気に吹ふっ飛んだ。……同じような境きよう遇ぐうの仲間がいた。許ゆるせないヤツがいた。不ふ条じよう理りに死んでいったヤツもいた。……オレは現げん実じつを目指していたことを思い出したよ。

ＧＭ：「ふふふ、それはこーえーだね。照れる照れる」リゼは、胸むねを張はってそう言う。

クロウ：（微かすかに笑みを浮かべ）……また、お前はそんな風に。




　ふたりはまた笑いあう。

　だが───。




ＧＭ：「でもさ」リゼは急に真ま面じ目めな顔になって言う。「……もう、手はないよ」

クロウ：………………。

ＧＭ：「……悪いけど、もう、限げん界かいだし」よく見れば、彼女の顔にはまったく生せい気きがない。

クロウ：すまないな、俺がもっとうまくやれりゃあ……。

ＧＭ：「ううん、そんなことないよ」彼女は静かに首を振ふる。「クロウがいなきゃ、あたしここまで来られなかった。なーんにもわからないところから、ここまでたどり着けただけでも十分だよ」

クロウ：…………。

ＧＭ：「それにさ……」リゼは悲しそうな顔になる。

クロウ：……どうした？

ＧＭ：「このままあたしが乗っ取られると、……あたしが、あたしの力がみんなを殺すことになる。……それだけは、イヤだよ」

クロウ：…………っ！




　ふたりの間に沈ちん黙もくが降おりた。




ＧＭ：「……ね、決めてくれた？」

クロウ：…………ああ。だけど、もう一回だけ言わせてくれ。

ＧＭ：「……うん？」

クロウ：ありがとう。……オレはお前のおかげで、大切なことを思い出した。オレはここから出なきゃならない。

ＧＭ：「うん」彼女はひとつうなずいて、キミの顔にぺしりと小さな拳こぶしを当てて言う。「じゃ、後はよろしく。……クロウはちゃんとあたしを助けてから……、現実に戻もどってね？」

クロウ：ああ、まかせておけ。……約束だ。




　少年の拳が、妖よう精せいのちいさな手に触ふれる。




　それが約束の証あかし。

　それが戦う決意。




　この世界を出るため。

　いなくなった仲間の仇かたきを討うつため。

　───ちいさな約束を守るため。




　彼は、立ち上がる。
















◆Middle 13◆光の向こうに


Scene Player ──── ワカバ






　クロウがミルシャのもとに戻ると、すでに全員がそろっていた。

　少年の表ひよう情じようを見て、皆みながうなずく。

　その顔には、強い意い志しがあらわれていた。




ＧＭ：では、再ふたたび場所はミルシャの前。全員登場だ。

一同：はーい。

シェフィ：さて……、決けつ断だんはできたのかね？

クロウ：……ああ。

ワカバ：いいの？　だって、あの子は……あなたが初めて関かかわったイベントのＳＣなのに。

クロウ：…………イベントをクリアしないと、ゲームは先に進まないさ。

シェフィ：だがそれは、あの妖精のほんのわずかな歴史を消してしまうことにもなる。それも覚かく悟ごの上かね？

クロウ：……別に消えやしないさ。ログは消えても、オレの記き憶おくには残る。

シェフィ：それは残るもののたわごとだ。……だが、私も嫌きらいではない（笑）。




　なぜか爆ばく笑しようする一同。




シェフィ：なぜ笑う！（笑）

ＧＭ：らしくないことを言うからでしょうが！（笑）

クロウ：でも、ちょっと感動した！（笑）

シェフィ：はっはっは。では、私の傘さん下かに入りたまえ。

クロウ：意味わかんねえよ！　それとこれとは別だろ！（笑）

シェフィ：なぜだ！（笑）

クロウ：あんたの言うことは変に薄うすっぺらいんだよ！（笑）




　まったくである。




ＧＭ：そんなやりとりをしていると、ミルシャがリゼを両手に乗っけて出てくる。……彼女は、クロウの顔を見るとひとつウィンクをしてみせる。

クロウ：……黙だまって、笑えみを返す。

ＧＭ：「では……、いきます」ミルシャがそう言うと彼女の体全体がぽうっ、と光る。

シェフィ：…………。

ＧＭ：その輝かがやきと共に、ミルシャの体は光の欠片かけらに分ぶん解かいされ……、そのすべてが妖精に吸きゆう収しゆうされていく。

ルイボス：…………ミルシャ、お別れね。

ＧＭ：「……しばらくの間だけです。事じ件けんがすめば、またあなたの前に現あらわれますよ……」

ルイボス：（こくりとうなずく）

ＧＭ：そして、ミルシャの光を吸収し、光の玉になった妖精は、その形を徐じよ々じよに変化させていき……、ひとりの女じよ性せいの姿すがたとなる。……まるで女め神がみを彷ほう彿ふつとさせるような、深く、静かな顔をしている女性に。

ワカバ：これが……管理者？

ＧＭ：「そうです。正確には管理を任まかされたＡＩのひとつですが……」と、彼女はゆっくりと口を開く。その姿は、リゼにも、ミルシャにも似にた感じだ。

ルイボス：…………。

ＧＭ：彼女……、〝管理者〟はキミたちの前に右手をさしのべる。すると、その手の上に光が集まってきて、ひとつの宝ほう玉ぎよくを形成する。

クロウ：これは？

ＧＭ：「これは、現げん存ぞんする致ち命めい的なバグを修しゆう正せいするプログラムです。これをバグの中心に投げ入れてください。……草原地帯の一点に、そのバグは存そん在ざいします」

ルイボス：……それって、あの黒い穴あな？

ワカバ：やっぱり、あれはバグだったんですね。

シェフィ：推すい測そく通りだな。

ＧＭ：「バグへの入り口は私が開きます。ですが……」

シェフィ：クランツ、か？

ＧＭ：「はい。彼の操あやるＳＣを奪うばい返す権けん限げんは、まだ私にはありません。……ただ、弱体化させることは可か能のうです」

クロウ：そこは、俺たちが突とつ破ぱするしかないってことか。

ルイボス：……大だい丈じよう夫ぶ。それは了りよう解かい済ずみだから。

シェフィ：倒たおせるようになっていれば、十分だ。

ＧＭ：「……間ま違ちがいなく、これが最後の戦いになります。一時的に力を取り戻もどしたとはいえ、クランツの権限は私より上位にあります。このままでは、いつかは私もクランツに支し配はいされるでしょう」

クロウ：…………。

シェフィ：すべてはこの一戦に……か。（にやりと笑って）わかりやすくていい。

クロウ：ひとつうなずいて、光の玉を受け取る。

ワカバ：アイツと……、戦うんだよね？

ルイボス：…………ええ。

ワカバ：だい、じょうぶかな？　あんな強いヤツと戦って……。

クロウ：……心配するな。アイツだって俺たちと同じ、プリズナーだ。

シェフィ：そう、我われ々われと変わらない。……神ではないのだ。

ワカバ：うん……。そうだよね……。

ＧＭ：〝管理者〟は、空いた右手ですっとキミたちの背はい後ごを示しめす。……すると、キミたちの背後にワープゲートが開く。「……ここをくぐれば、戦いの場に出ます」

クロウ：……行くぞ！　今を乗り切るために……、いつかこの世界から出るために！




「頼たのみました、冒ぼう険けん者しやたちよ」




　光の向こうへと飛び込こむ四人に、〝管理者〟は祈いのりを捧ささげる。

　まぶたを閉とじ、ただ一心に───。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆歪ひずみの中心


Scene Player ──── クロウ






　四人は、ふたたび草原に足を踏ふみ入れた。

　すべての歪みの中心、クランツの力の源みなもとである〝それ〟を修正するために。




ＧＭ：では、クライマックスだ！　ワープゲートをくぐったキミたちは、また草原地帯に降おり立つ。だが、その風景はいつもの草原ではない。

ルイボス：……？

ＧＭ：地上はいつものとおり変わらない。……だが、空の色がおかしい。あらゆる色が混まざり合いながら、変化し続けている。

ワカバ：バグをこじ開けたから、こんなことになっているの？

ＧＭ：その通り。……さあ、全員登場だ。侵しん蝕しよく率りつを上げてもらおう！

シェフィ：なにっ！　まだ侵蝕率が上がるのか！

ＧＭ：そりゃもちろん。……まだまだ上がるよ。

クロウ：ちなみに、侵蝕率は今いくつなんだ？

シェフィ：……クックック、聞きたいですか？　今のワタシの侵蝕率は[image: ]％です（笑）。

ワカバ：うわ！　高すぎ！（笑）

シェフィ：ええい！　そしてさらに《血の従じゆう者しや》と《血族》を使用！　カガリを召しよう喚かんしておく！

ＧＭ：…………いいの？　従者呼よぶと、侵蝕率さらに上がるけど。

クロウ：せめて、手て加か減げんして呼ぶとか。

シェフィ：う……！　く……、いい！　使うのだ！　……カガリの【ＨＰ】は32！　私の侵蝕率[image: ]％！　うおおおおおおお！　ハァ……ハァ……ハァ……（笑）。

ワカバ：いや、そんなに息荒あらげなくても（笑）。




　勝手に自分を追い込むシェフィ。




ＧＭ：……少し歩くと、あの黒い点があった場所───キミたちが襲しゆう撃げきを受けた場所に、漆しつ黒こくの鎧よろいをまとった男がなみいる獣じゆう人じんを引き連れてキミたちを待ち受けている。

クロウ：……クランツ！

ワカバ：う……！

ＧＭ：彼の後ろには、小指の先ほどだった黒い〝穴あな〟が、人間大の大きさに開かれている。

シェフィ：向こうも、ここが焦しよう点てんであることは承しよう知ちというわけか。

ＧＭ：もちろん。やってきたキミたちを見て、クランツは口を開く。「どういう手を使ったかは、あえて問いません。……この空間をこじ開けたところを見れば、何が目的かはすぐわかります」

シェフィ：（死ぬほど悪そうな声で）クラーンツ……、このゲームにはお前の手の届とどかない力はいくらでもある。そのひとつを我々は手に入れたのだ！（高々と両手を広げる）

ルイボス：……悪人っぽい（笑）。

ＧＭ：「ふ……ん、管理者権けん限げん、その一部が私の手にないことくらいは認にん識しきしていますよ」

シェフィ：その通り。……そしてそれは今、私たちの手にある。つまり、私たちが勝てばこの世界は私のもの───ってこれじゃ悪人だから！




　もう十分に悪人です。




シェフィ：んんっ！　……この力を手に入れるために、我々は尊とうとい犠ぎ牲せいを払はらってきた。それがお前と私たちの差だ！　……どうだ、これなら悪人じゃないだろう！（笑）

ワカバ：どこまでがセリフで、どこからがプレイヤーの発言なんですか（笑）。

ＧＭ：「しかし、残った権限を得るための攻こう撃げきは続いています。……時間をかければ、ＡＩを陥かん落らくさせることはそれほど難むずかしいことではない」

ワカバ：確たしかに……〝管理者〟もそう言ってました。

ＧＭ：「だが、この草原にある〝歪ひずみ〟……これを修しゆう正せいされると、私が管理者にアクセスする道がなくなる。それだけを私は恐おそれてきた」

ルイボス：……。

ＧＭ：「〝英えい雄ゆう〟という称しよう号ごうは、もともとほんの少しの権限を管理者から委い譲じようされるというデータでした」唐とう突とつにクランツは言い出す。

ワカバ：……なにを……？

ＧＭ：「その権限を委譲する瞬しゆん間かん、私はここにある〝歪み〟を利用し、システムの最上位にアクセスするアカウントを手に入れた。……それが今の私の力です」

シェフィ：……それがどうしたというのだ？

ＧＭ：「まだわかりませんか？〝英雄〟という称号さえあれば、誰だれでも私と同じ場所に立てる可か能のう性せいがあるということ。……そして、〝英雄〟とはプリズナー用の称号なのですよ」

クロウ：まさか……、お前！　そのために！

ＧＭ：「その通り。だから私は〝魔ま王おう〟というイベントを引き起こし、プリズナーの抹まつ殺さつを始めた。……しかし」

ルイボス：…………この場所に私たちがやってきた。

ＧＭ：「そう。……管理者権限の一部まで味方につけ、この〝歪み〟をこじ開け、私の前に立つ。さすがに実じつ現げんさせる輩やからがいるとは思っていませんでしたよ」

ワカバ：そこまで……、そこまでして、一体あなたはどうしたいの!?

ＧＭ：彼は肩かたをすくめる。「……単たん純じゆんなこと。私は私を頂ちよう点てんとした世界を築きずく。……ただ、それだけです」

ワカバ：そんな……っ！　そんなことのために！

ＧＭ：「帰れるかもわからない現実を目指すよりは、よほど建けん設せつ的だと思いますがね？　シェフィールド、あなたならこの考え、わかってもらえると思いますが？」

シェフィ：…………。

ＧＭ：「……あなただって、すべての支し配はいを企たくらんでいるのでしょう？　そのために、そんな道どう化けまで作って」

シェフィ：…………違ちがう。それは違うぞ、クランツ。私はすべてを支配したいのではない。

クロウ：…………。

ＧＭ：「……ほう？」

シェフィ：私は……、自分の小さな居い場ば所しよが欲ほしかっただけなのだ（笑）。

[image: ]

一同：あそこまでやっておいて何を言うかあああああああっ！（笑）




　台無しである。




ＧＭ：まっっっったく、あなたという人は！（笑）

シェフィ：（胸むねを張はって）もちろん、この私が本気を出せばすべてを支配することだって可能だがな。

クロウ：うわ！　言い訳わけまで始めた（笑）。

ＧＭ：まあいいや（笑）。……クランツは、首を横に振ふり、剣けんを引き抜ぬいて言う。「平行線ですね。……ならば、世界の運命を決める戦いを始めましょうか？」

クロウ：……こんなもんで、この世界の運命なんか決まりはしないさ。この世界は、この物語は、これからも無数のオーキィたちで紡つむがれていくんだ。……俺おれは構かまえをとるぞ。

ＧＭ：そこで、クランツは端たん整せいな顔にいびつな笑えみを浮うかべて、手をあげる。「……本当にキミたちは私とは相あい容いれないことを言う。ならば、たたきつぶすだけだ！」その手を振り下ろすと周りの獣人が一いつ斉せいに戦せん闘とう態たい勢せいに入る！

ルイボス：……来る。

ＧＭ：では、まず衝しよう動どう判はん定ていだ！

クロウ：う！　侵しん蝕しよく率りつがまだ上がるのかっ!?

シェフィ：うお!?　や、やばい！　し、侵蝕率が[image: ]……っ！

一同：うおおおおおおおっ!?

ＧＭ：さあ、戦闘開始だ！　敵てきは、クランツとその配下の獣人たち！




◆第１ラウンド

[image: ]

ルイボス：───まずは、私から。……マスケット銃じゆうで攻こう撃げき。対象は前ぜん衛えいにいる獣人。達成値ちは19。

ＧＭ：ダイス振るのまで早いな（笑）。……回かい避ひは失敗。先頭にいる獣人に、迷まよいなく放たれたルイボスの弾だん丸がんが、次々とヒットしていく。

ルイボス：……ダメージは18。

ＧＭ：ＯＫ。まだまだ大だい丈じよう夫ぶ。……奴やつらの突とつ進しんは止まらない。

ワカバ：これで止まらないの……？

ルイボス：……強い。

ＧＭ：ちなみに、次がクランツの行動なんだが。……待機。

クロウ：手の内を見せないか。……厄やつ介かいだな。

シェフィ：数が多いな。ならば、私に任まかせたまえ。だが……

クロウ：だが？

シェフィ：この一撃で、私は全魔力を消費してしまうだろう。……あとは、頼たのむ（笑）。

クロウ：てか、あんた侵蝕率高すぎなんだろう！

シェフィ：その通りだ！　私とカガリ、両方で《暗黒の網あみ》＋《血族》＋《スターダストレイン》＋《光の弓》！　これで侵蝕率は[image: ]！

一同：ひゃくろくじゅう！（笑）

ＧＭ：のっけから、そんなんか（笑）。

シェフィ：おうよ！　さらに、タイタスまで使うぞ！　クランツとリゼのロイスをタイタスに変へん換かん！　これは最初の攻撃に使う！　地面からは黒い魔ま法ほう陣じんが襲おそい、空からは光の柱がふってくるぞ。……う！　達成値は46！　ちょっと低いか……。

ＧＭ：「そんなに出力を上げては、キミの体が持たないことはわかっているだろう？」クランツが言う。

シェフィ：ああ。……だが、私には後を任せられる仲間がいるのだ！




　シェフィールドの周囲に、真っ白な光の槍やりが出現する。

　彼が手を振り下ろすと同時に、それらはまさに光の速度で、獣人たちを貫つらぬいた。




ＧＭ：獣人のひとりがクランツをカバーリング。……あとは、全員回避失敗だな。

シェフィ：……ダメージはそれなりだ。31点！

ＧＭ：ぐ……！　ルイボスの攻撃を喰くらったヤツが倒たおれる。だが、他の獣人は全員残るぞ！

一同：うそおおおおおおおおっ!?

シェフィ：やはり……、カガリにもタイタスを使うしかないようだな。

ワカバ：うそ！　そこで使ったらホントに戻もどって来れないよ！

シェフィ：……仕方があるまい。ザコを一いつ掃そうできるのは私だけなのだ！　カガリ！　……と叫さけんだところでテーマ音楽が変わります（笑）。

ＧＭ：なんですか、その演えん出しゆつは（笑）。

シェフィ：いいじゃないか、これが私の見せ場なんだから（笑）。




　そして、再ふたたび光の槍が放たれる。




シェフィ：……達成値は58！　まったく同じ攻撃が、カガリから放たれる！

ＧＭ：ん───────。もう一体の獣人がカバーリング！　クランツだけは守る。……あとの回避は失敗。

シェフィ：ダメージは38点！　どうだ！

ＧＭ：さすがにそれはダメだ。全員、光の槍に打ち抜かれて倒れていく。

クロウ：よし！

シェフィ：はっはっは、爽そう快かい爽快。

ＧＭ：（にやりと笑って）だが……。

ワカバ：う……？

ＧＭ：前衛の獣人たちが全員《鏡の盾たて》を使用！　今のダメージの半分をはね返す！

シェフィ：うおっ!?

ＧＭ：光の雨が降ふり注ぎ、もうもうと土つち煙けむりが上がる中。シェフィのレーザーとは違ちがう、紅あかい光こう条じようがカガリを襲う！　ダメージは……トータルで38点！

シェフィ：くっ、カガリがやられた！

ＧＭ：よし！　ここで待機解かい除じよ！　クランツがキミたちのエンゲージにつっこんでくる！

ルイボス：……来た。

ＧＭ：真っ赤に染そまった両手剣けんを、飛び込こみざまに一いつ閃せんする！　《獅し子し奮ふん迅じん》が入っているので、対象はエンゲージ全員！　……ダイス目はよくないな。達成値は29だ！

クロウ：ぐ、それでもダメだ。

ＧＭ：……全員失敗？　では、剣閃から一いつ瞬しゆん遅おくれて、血煙が上がる！　ダメージは36点！

クロウ・ワカバ・ルイボス：《リザレクト》！

ＧＭ：ＯＫ。三人はそれで蘇よみがえる。……で、シェフィールドは？

シェフィ：……やり遂とげた男の顔で倒れています（笑）。

クロウ：あきらめはやっ！（笑）

ルイボス：……タイタスは？

シェフィ：おお、タイタスか。

ワカバ：いや！　それ以上タイタス使うと、ホントに戻って来られなくなりますよ！　私が《リバイバル》かけますから！

ルイボス：……それは何？

ワカバ：戦せん闘とう不ふ能のうな人を、その場で蘇そ生せいさせるエフェクト。……ただ、ダイス目がよくないとダメなんです。

シェフィ：おお！　……お願いしよう。

ワカバ：えい！　……………………あ。

クロウ：（ダイスをのぞき込んで）……失敗、してるな。

ワカバ：あああああ！　私、初心者なんですよう～！

一同：ここでこけるのか！（笑）

ワカバ：あ、でもタイタスを使って達成値を上げれば……。

シェフィ：……いや、いい。冷静に考えれば、私は範はん囲い攻こう撃げき特化型なので起きあがってもほとんど戦力に……、あ。

ＧＭ：ん？

シェフィ：（急に芝しば居いがかった口調になって）……ワカバが限げん界かいを超こえた力を使おうとしたその時。彼女の前に、私の幻げん影えいが現あらわれる。「無理をするな。……その力はみんなのために使え」……幻影は、優やさしく笑ってそう言った。




　誰だ、あんた。




ＧＭ：またキャラ変わってるぞ！　誰だ、その幻影は！（笑）

シェフィ：うるさい！　思いついちゃったんだから、しょうがないだろうっ!?（笑）

クロウ：……で、シェフィは結局どうなるんだ？

ＧＭ：……シェフィは［昏こん倒とう状じよう態たい］、ありていに言えば戦線離り脱だつだな。

シェフィ：蘇っても、足手まといだからな。……ここは寝ねておこう。

クロウ：ちっ、しかたがねぇか。

ＧＭ：「さあ、ひとり減へりましたね？」クランツはゆらりと剣を構かまえなおす。

クロウ：だが、シェフィは十分に役やく割わりを果たしたさ！

ワカバ：クロウ！　待機して！　援えん護ごエフェクト使うから！

クロウ：おう！　というわけで待機だ。

ワカバ：私は《要の陣じん形けい》＋《狂きよう戦士》＋《アニマルテイマー》＋《絶ぜつ対たいの空間》を使う。対象はクロウとルイボスに。

ルイボス：…………ありがとう。

ワカバ：……成功。ふたりに暖あたたかな光がともる。

ＧＭ：その光が、体の中から新たな力を引き出してくれる。

クロウ：じゃあ待機解除だ。行くぞ！

ＧＭ：……きたまえきたまえきたまえ！

クロウ：《鬼おにの一撃》＋《獣けものの力》＋《巨きよ人じんの斧おの》＋《漆しつ黒こくの拳こぶし》！　俺の拳に、漆黒のオーラが宿る！

ＧＭ：キュマイラの剛ごう力りきと、バロールの重力制せい御ぎよ能力か。……こい！　こちらも構えを変えるぞ！

クロウ：……む？

ＧＭ：《復ふく讐しゆうの刃やいば》を宣せん言げん！　そちらの攻撃を喰くらいつつ、こちらの攻撃を強引に当てる！

クロウ：ぐお！　そう来るか！

ＧＭ：「私の元々の戦い方はつぶしあいです。白兵戦は得意中の得意！」




　漆黒のオーラに包まれた、クロウの拳がクランツのみぞおちに突つき刺ささる。

　瞬間、クランツの体が振しん動どうする。

　インパクトと同時に、クロウが自分の拳の重さを数十倍に引き上げたのだ。

　十分な手て応ごたえ。

　だが───。




クロウ：ダメージは40点だが……。

ＧＭ：こっちは72点！　キミの拳を食らいつつ、「二人目だ！」と吼ほえて、強引に赤い剣をクロウに突き刺すクランツ！

クロウ：耐たえられるか、そんな攻撃！　ＨＰ０になるわ！

ワカバ：もう一回《リバイバル》！

ルイボス：……大だい丈じよう夫ぶ？

ワカバ：だ、大丈夫です！　今度こそ…………えい！

ルイボス：………………ダメ。

ワカバ：う、ううううううう……。ど、どーしてわたしは[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

シェフィ：……達成値ちがどれだけあれば、成功するんだ？

ＧＭ：ええと。元々は22あれば成功だけど、今は侵しん蝕しよく率りつで目標値が下がっているから……18かな。

ルイボス：（いろいろ計算して）ワカバの達成値は14。……４、足りない。

ワカバ：（きっと顔を上げて）タイタスを使って、達成値を１Ｄ10上げます！

ＧＭ：そーだな。ここが使いどころだろう。

ワカバ：１Ｄ10で４以上が出れば成功！　…………ええい！

ルイボス：…………。

シェフィ：……１、だな。




　徹てつ底てい的に初心者になりきるワカバ。




ワカバ：うあああああああっ！　もう一個！　もう一個タイタスを使います！

クロウ：あのな？　やけにならなくていいぞ？（笑）

ワカバ：いや！　クロウにはタイタスを取っておいてもらいたいんです！　……えい！　いち！（爆ばく笑しよう）

シェフィ：ってまた１か！（爆笑）

ワカバ：あああああああああ……（笑）。

ＧＭ：じゃ、《リバイバル》は失敗ということで……。

ワカバ：……もうひとつタイタスを使います！

一同：ええええええぇぇぇぇぇっ!?

クロウ：おい！　本気で無理しなくても……。

ワカバ：いや！　ここまで来たら成功させないと！

ＧＭ：まあ、次は１を出さなければ、成功するしね。

ワカバ：ということで、……行きます！




　そして、三み度たび転がるダイス。

　机つくえで跳はねた透とう明めいな十面体は───１を上にして、止まった。




一同：また１かあああああああああああっ！（爆笑）

シェフィ：マジかよ！　おいし過すぎるだろ、それ！（爆笑）

ワカバ：わああああ！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　さすがにこれ以上使うと戻もどって来られません！（爆笑）

ＧＭ：一〇〇〇分の一の確かく率りつだぞ!?　しかもこんなところで出すか！（笑）

ルイボス：…………びっくりした（笑）。

クロウ：大丈夫だ、ワカバ。俺おれは自分のタイタスを使うよ（笑）。

ＧＭ：……さすがのクランツも驚おどろいて言うよ。「……そんな力で、よくここまで来れたものですね」（笑）

ワカバ：うううう、うるさい！　そんな目でわたしを見るな！　ほら、わたし初心者だから！（笑）




　だからって、ダイスの出目までロールプレイに使わなくても。




ＧＭ：「今の一いち撃げきは耐えきったようだが、次はどうですか？　……もし耐えられたとしても、その後でキミは理り性せいを保たもっていられますか？」

ワカバ：う……。確たしかに、これ以上タイタスを使うと帰ってこられない……。

ルイボス：正直に言うと、殺しきれないかも……。

ＧＭ：ふっふっふ、これで事実上ふたり無力化したな。じゃあ次のラウンドだ。




◆第２ラウンド

[image: ]

ルイボス：最初は私の行動。……防ぼう御ぎよを考えるか、攻こう撃げきにいくか。

クロウ：……攻撃でいこう。

ワカバ：でも、次に攻撃されたら……。

クロウ：それは俺がなんとかする。……だが、手が打てるのは一回だけ。だから、このラウンドで倒たおしきれないと、……全ぜん滅めつするぞ。

ルイボス：わかった、攻撃に専せん念ねんする。……倒れたシェフィールドのロイスをタイタスに。シェフィ……、あなたの遺い志しは私が受け継つぐ。

シェフィ：（また幻げん影えいになって）……そうだ、それでいい（笑）。

ＧＭ：ずいぶん出番の多い残ざん留りゆう思念だこと（笑）。

ルイボス：早さつ速そくこのタイタスを使って、攻撃！　……全部組み合わせて、達成値ちは[image: ]！

ＧＭ：ひゃく!?　……だめだ！　そんな攻撃はかわせない！

ルイボス：ダメージは……57点！

ＧＭ：うお！　……ルイボスがゼロ距きよ離りから撃うった弾だん丸がんは、狙ねらい通り鎧よろいの隙すき間まを突つき抜ぬけ、クランツを直撃する！

ルイボス：……よし。

ＧＭ：たたらをふむクランツ。だが、彼を倒すまでには至いたらない。「……さすがに、戦い慣なれている。だが、私の体力を削けずり切るには火力不足！」

ルイボス：（少し眉まゆをひそめる）

ＧＭ：こちらの番だ！　また、紅あかい剣けんを一いつ閃せんさせるぞ！

クロウ：させるか！　《時の棺ひつぎ》を宣せん言げん！




　鮮せん血けつに彩いろどられたかのような、紅い刃やいばが空間を引き裂さいて、クロウたちに迫せまる。

　それに合わせて、クロウは拳こぶしを握にぎり込こみ、とっておきの力を解とき放つ。




　世界が灰はい色いろに染そまる。

　時が───止まった。




クロウ：バロールの切り札ふだだ！　一いつ瞬しゆんだけ時を止め、ヤツの剣を受け流す！　そちらの判はん定ていは自動的に失敗だ！

ＧＭ：「くっ……！　バロールの能のう力りよく!?　そんなものを！」クランツは崩くずれた体たい勢せいを立て直そうとする！

クロウ：俺は待機！　ワカバ、援えん護ごをくれ！

ワカバ：はい！　また《狂きよう戦士》をクロウとルイボスさんに！

クロウ：これで決めなきゃ後がヤバイ！　組み合わせはさっきと同じ！

ＧＭ：よし、受けてやろう！

クロウ：……クランツ！　お前はくじけたんだ！　現げん実じつに帰ることに、先の見えない未来に！

ＧＭ：「世よ迷まいごとを！」クランツは《復ふく讐しゆうの刃》を使用！　たたきつぶす！

クロウ：貫つらぬいてやる！　黒いオーラに染まった手刀を繰くり出す！　クランツのタイタスを使用！　……でも、達成値は39か。

ルイボス：……ちょっと微び妙みよう。

ＧＭ：こっちは40だ。さあ、ダメージを比くらべあおうか？

ワカバ：く[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、ホントにここで倒せないとヤバイよ？

クロウ：もちろん、打てる手は全部使う！　《マイティストライク》を使用！　ダメージを＋３Ｄして、７Ｄ＋17点！　……58点！

ＧＭ：う……！　それは耐たえられないか。だが！　お前も一いつ緒しよに死んでもらうぞ！　こっちのダメージは31点だ！




　はじかれるように、クロウの手刀がスピードを上げる。

　目をぎらつかせたクランツの振ふるう剣が突き出される。




　ふたりの攻撃は、同時にお互たがいの胸むねを貫いた。




ＧＭ：クランツは、歪ゆがんだ笑えみを浮うかべたまま、ごぼり、と血を吐はき出す。

クロウ：……オレは空いた左手を犠ぎ牲せいにして、その剣を止める。……リゼのタイタスを使用。




「悪いが、お前につきあうわけにはいかねえ」

　傷きずだらけの左手を握りしめて、クロウはつぶやく。




「約束を───したからな」




ＧＭ：クロウが手を引き抜ぬくと同時に、クランツがどう、と倒れる。「……現実などに、なんの意味がある……」その言葉を最後に、彼の体はすうっと消えていく。

クロウ：現実だからこそ、意味があるんだよ。……オレたちが生まれてきた世界だからな！




　言葉と共に、クロウは光の玉を歪ひずみへと投げ込んだ。

　光は、音もなく黒い穴あなへと吸きゆう収しゆうされ───軽い音を立てて、〝歪み〟を消滅させた。




　それが、この事じ件けんのあっけない最後だった。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：というわけで、クライマックスは終しゆう了りよう！　でも───。

ワカバ：自じ律りつ判定ですね。

ＧＭ：そう！　侵しん蝕しよく率りつの引き下げ！　というか、問題はシェフィールドだけだと思うけど（笑）。

シェフィ：ふっふっふ。まずやり方を教えてくれたまえ（笑）。

クロウ：なんでそんなに偉えらそうなんだ（笑）。

シェフィ：タイタスになってないロイスの数だけダイスを握るんだな？

ＧＭ：そーです。

シェフィ：で、経けい験けん点を犠牲にすると、最大どこまで多くふれるんだ？

ＧＭ：三倍。……シェフィールドの場合、残ったロイスが四個こなので最大十二個かな。

ルイボス：結局侵蝕率は？

シェフィ：……[image: ]！

ワカバ：期待値ちよりはちょっと上……ですか。

クロウ：……出目が悪ければ、十分落ちるな。

シェフィ：どちらにせよ、これ以上は増ふえないのだ。……行くぞ！




　そして、運命のダイスが振られた───。







　　　ENDING PHASE







◆Ending 01◆ある、おとぎ話


Scene Player ──── シェフィ






　───むかしむかしあるところに、とても強い魔ま法ほう使いと、仮か面めんの美少女がいました。

　魔法使いは、仮面の美少女に知ち恵えを与あたえ、たくさんのたくさんの仲間を集めて、楽しく暮くらしていました。




　ですが、魔法使いは突とつ然ぜんにいなくなってしまいます。

　仲間はひとり、ふたりと去り、仮面の美少女はひとりぼっちになってしまいました。




　今でも、仮面の美少女は魔法使いの帰りを待ち、街の片かた隅すみでひとりで座すわっていると言います。

　いつまでも、いつまでも───。




シェフィ：……めでたし、めでたし。

ＧＭ：全然めでたくないですよ！　っていうかシェフィールド、思いっきりジャーム化してるじゃないですか！（爆ばく笑しよう）

シェフィ：ダイス目が悪かったんだからしょうがないだろうっ!?　だから一生懸けん命めいいい話にしてるんじゃないか！（笑）

ワカバ：ちなみに、その魔法使いはどうなるんですか？

シェフィ：無む論ろん、正真正しよう銘めいの〝魔王〟となって、この世界を混こん沌とんに落とすために暗あん躍やくする（きっぱり）。

クロウ：うわ、生き生きしてる（笑）。

ルイボス：…………そういう人だから。

ＧＭ：ちなみに、なんでカガリだけ残ってるんです？

シェフィ：うむ。かわいそうな美少女を装よそおって、私の仲間を増やすために残してある。

クロウ：罠わなかっ！（笑）

シェフィ：そういうわけで、私自身は闇やみに潜ひそむぞ。……クランツのように、上から押おさえることなどはしない。じ～っくりと時間をかけて、この世界を支し配はいしてくれる！




　こうして、魔法使い───シェフィールドは闇に落ちました。

　ああ、この魔王を倒たおす勇者はいつ現あらわれるのでしょうか？




シェフィ：……めでたし、めでたし。

ＧＭ：だから、全然めでたくないですよ！（笑）







◆Ending 02◆それぞれの道


Scene Player ──── クロウ






ＧＭ：ええと、気を取り直して他のみんなのエンディングだ。

一同：は～い。

ＧＭ：キミたちがクランツを倒し、管理システムが元に戻もどると、即そく座ざに〝魔王〟イベントの終しゆう了りようが宣せん告げんされる。

ワカバ：よかった。

クロウ：これ以上やってても、犠ぎ牲せい者しやが増えるだけだしな。

ＧＭ：一いち応おう、普ふ通つうのオーキィにとっては好こう評ひようのうちに終わったらしい。

ルイボス：…………。

ワカバ：なんか、微妙な気分ですね。……オルドさんも死んだのに。

クロウ：しかたがねえ。ほとんどの人間は何も知らないユーザーだからな。……理解はしてもらえないさ。

ＧＭ：そして数日後、キミたちは全員街の神しん殿でんに呼よび出される。

ワカバ：おや、なんでしょう？

ＧＭ：いつもは入れない部屋───、ホールのような場所に通されると、そこにはミルシャがキミたちを待っている。

ルイボス：……ミルシャ。

ＧＭ：ミルシャはぺこりと頭を下げて、「ありがとうございます。このサーバの管理システムは、あなた方の活躍によって正せい常じよう化かしました」

ルイボス：よかった。

ワカバ：ホントによかったですね～。

ＧＭ：「本来ならば、〝管理者〟本人が挨あい拶さつに来るべきなのですが。正常化した今、彼女はあなたたちに会うことはできませんので……」彼女はちらりとクロウを見る。

ルイボス：…………。

ワカバ：…………。

クロウ：……そっか。正常化したんなら、なによりだ。

ＧＭ：ミルシャはこくんとうなずいて、「私は〝管理者〟からの言葉をあなたたちに伝えに来ました。……彼女はこう言っています。『このサーバ内において、私の検けん索さくする限かぎり、現げん実じつ世界への手がかりは発見できませんでした。私の目から隠かくしてある可か能のう性せいはありますが、他サーバに移い転てんし、違ちがう情じよう報ほうを集めることをお勧すすめします』……だそうです」

ワカバ：……次の？

ＧＭ：「ええ。……キャラクターのデータはまったく変わりません。ただ、このサーバから、違うサーバに移るだけです」

クロウ：その方が、現実に帰れる可能性は高いってことか。

ＧＭ：「その通りです。……あくまで可能性の問題ですが」ミルシャは冷静にそう言う。

ルイボス：…………。

ＧＭ：「……次のサーバへは、今ここで私が移動させます。あとはあなたがたの決けつ断だん次し第だい。───どうしますか？」ミルシャは、静かな声でキミたちに聞いてくる。




　おとずれる沈ちん黙もく。

　この場所でやらなければならないこともある。

　先を目指したい気持ちもある。




ルイボス：私は、やることがある。……シェフィールドの遺い志しを引き継つぐと約束した。

ワカバ：あ……。

ルイボス：だから……、仲間を集める。そのために私は残る。

クロウ：……そうか。

ルイボス：彼はいなくなったけれど、彼のグループくらいは残しておきたいから。




　───だから、行けない。




　寡か黙もくなエルフはそう言った。




ワカバ：あの！

ルイボス：……？

ワカバ：それなら、私も協力させてもらえませんか？

ルイボス：…………え？

ワカバ：私、今のまま次のサーバに行っても、またみんなの足を引っ張ぱるだけだと思うんです。だから……。




　人に甘あまえるだけだった毎日から。

　わけもわからず、こんな世界に閉とじこめられ、逃にげていた今までから。

　抜ぬけ出さなければならない。

　ワカバの顔には、決意の表情が浮うかんでいた。




ルイボス：…………わかった、一いつ緒しよに行きましょう。

ワカバ：はい！




　そして───。




ＧＭ：「…………あなたはどうしますか？」ミルシャはクロウを見て、言う。

クロウ：オレは……次のサーバに行くさ。

ＧＭ：「…………」

クロウ：約束したんだ。現実を目指し続けるって。……だから、それに向かって全力で突つっ走る。




　それは、ほんの数日、彼の相あい棒ぼうだった、ちいさな妖よう精せいとの誓ちかい。




ルイボス：……そう。

ワカバ：（微笑ほほえみながら）それがあなたらしいですね。

クロウ：手伝ってやれなくて、悪いな。

ルイボス：気にしないで。……これは私たちがやっておきたいことだから。

ワカバ：そうです。……それに、クロウさんが道を切り開くことは、私たち全員の助けにもなるんですから！

クロウ：……ああ、そうだな。




　仲間たちは、そう言って笑いあった。




ＧＭ：そこでミルシャが「ひとつ、〝管理者〟に頼たのまれていることがありました」と口を開く。

クロウ：どうした？

ＧＭ：彼女はクロウに耳みみ飾かざりをひとつ手て渡わたす。……それは妖精の羽をモチーフにした形の耳飾りだ。「これを、あなたに渡して欲しい、と」

クロウ：これは……？

ルイボス：…………。

ワカバ：もしかしてあの子、クロウのこと覚えてるんじゃ……？

ＧＭ：ミルシャは首を横に振ふる。「そんなはずはありません。記き憶おくは消去されています。……ですが、それは確たしかに彼女からの贈おくり物ものです。なんの効こう果かもないアイテムですが……」

クロウ：……いいや、そんなことはない。

ＧＭ：「…………」

クロウ：この耳飾りには思い出が───約束が詰つまっている。いつだって、オレに力をくれるよ。

ＧＭ：「わかりました。……では、進むもののために道を開きましょう」ミルシャがそう言うと、部屋の中心に光り輝かがやくゲートが現あらわれる。




　少年は耳飾りを着け、光の前に立つ。




ワカバ：クロウさん！　すぐに追いつきますからね！

ルイボス：…………気をつけて。

クロウ：ああ、いつかまた会おう！




　彼らはそれぞれの道を歩み出す。

　目指すものは遥はるか遠く、道のりは厳きびしいけれど。




　いつの日か、この世界から出ることを約束して。

　彼らは、歩いていく。





『ダブルクロス The 2nd Edition』

リプレイ




True Word

～fin～




























ステージルール解説






■ステージとは？

　本章では、「京城月影抄」、「True Word」で使用されている〝ステージ〟について解説する。

『ＤＸ２』において、ステージとは〝そのシナリオの舞台〟である。例えば現代日本を舞台とした『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』シリーズでは、第一巻は双ふた枝え市、第二巻は鳴なる島しま市というように、それぞれの舞台───つまりステージをセッティングしている。これが〝ステージ〟という概念だ。




●特殊なステージ

　さて、このステージというルールを使用して『ＤＸ２』の遊び方をさらに広げたのがサプリメント、『アルターライン』である。

『アルターライン』では、三つのステージが追加されている。それらは、〝平へい安あん京きよう物ものの怪け録ろく〟、〝デモンズシティ〟、〝ロストエデン〟という三つだ。これらのステージはそれぞれに特徴があり、現代日本を舞台とした『ＤＸ２』とはまた違う風味のゲームを楽しむことができる。

　それでは、リプレイに使用された平安京物怪録とロストエデンの二つを解説しよう。
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■平安京物怪録

　このステージは読んで字のごとく、平安時代をモチーフにしたステージである。光と闇が混じり合い、異形のものと陰陽の技が跋扈した時代、それが平安という時代である。




●バックグラウンド

　ＰＣたちは十世紀～十一世紀ごろの平安に生きる貴族、武士、物の怪などになり、その時代のレネゲイド事件に関わっていくことになる。

　このステージが扱う時代は平安中期、雅な貴族文化が隆盛を極め、藤原道長がその栄華を誇っていた時期である。その一方で平安京の西側は廃れ、都の入り口である羅城門などには盗賊が潜み、死体がうち捨てられる場所となっていた。光と闇が同時に存在していた時代だったのだ。

　なお、『ＤＸ２』ではレネゲイドが発見されたのは十八年前となっているが、このステージではそれ以前にもレネゲイドは存在し、人知れず社会に影響を与えたという設定となっている。
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●ステージ規範

　このステージでは、以下の規範を使用している。なお、規範とはこのステージを使用して遊ぶ際に守るべき判断基準である。

１：陰陽道、神通力などは基本的にエフェクトで表現する。

２：物の怪、鬼などは基本的にオーヴァードやジャームである。

３：ＰＣは全員オーヴァードである。

４：レネゲイドウィルスという存在を認識していない（ウィルスという概念がない）。

５：平安京は京（みやこ）と呼ばれる。




●ＰＣの立場

　先ほども少し書いたが、このステージではＰＣは陰陽師や武士、貴族や物の怪といった立場のキャラクターとなる。ＰＣは必ずオーヴァードとなり、なんらかの形で超常の力を身につけているキャラクターとなる。




●ステージの特徴

　ここでは、平安京物怪録をプレイするに当たって、特徴的な組織やワークスを紹介する。




▼陰おん陽みよう寮りよう

　陰陽師を統括する組織。正確にはここに属する従七位下に相当する官職を陰陽師と呼んだ。かの安あ倍べの晴せい明めいもここに所属していた。

　このステージでは、陰陽寮は検け怪が異い使し（後述）と共にレネゲイドに関係する事件を解決する役割に当たっている。




▼検怪異使

　平安の時代、怪異や呪いに対抗するために作られた実戦部隊、それが検怪異使である。

　検怪異使は公的機関として存在し、陰陽寮や各地の神社、仏閣と協力し、怪異（つまりはレネゲイド関連の事件）に対して活動を続けていた。

　検怪異使の特徴は、構成員の多さにある。正式な構成員の他に、協力者と称して身分の差なく力あるものを多く使っていたようだ。協力者の中には平民も貴族も武士も、物の怪すらいたと言われている。

　なお、検怪異使として活動している間は一定の身分が与えられ、内裏の中であっても捜査権を得ることができたとされている。これは協力者であっても、同じ権限を与えられた。




▼物ものの怪け

　平安の時代、キュマイラやエグザイルのようにレネゲイドの力が肉体的に発現したオーヴァードは物の怪として扱われた。物の怪の中には、鬼のように忌み嫌われるものも、天狗のように畏怖されるものもあった。

　また、レネゲイドの力が宿った器具なども物の怪として扱われた。

　なお、物の怪はワークス：物の怪を選択することでＰＣとしてプレイすることも可能だ。




●ジャーム

　このステージでは、ジャームはすべて怪異のひとつとして扱われる。例えば理性を無くし、ただ暴れ回るだけのジャームは物の怪や百鬼夜行のひとつとして片付けられた。それらは規模によっては伝説として語り継がれている場合がある。有名なものでは大江山の酒吞童子などである。




■ロストエデン

　このステージは、ＭＭＯＲＰＧ（大規模多人数参加型オンラインＲＰＧ）の中を舞台としたものだ。ＰＣたちはこのゲームに参加するキャラクターであり、またこのゲームに閉じこめられたものたちである。彼らの目的はこのゲームからの脱出である。




●バックグラウンド

　アンダーグラウンドで流行しているＭＭＯＲＰＧ、〝ダブルクロス〟。ファンタジー世界の中で魔神と人間の戦いを描いたＲＰＧだ。

　このゲームは専用のヘッドセットを使い、ログインすればまるで現実のようなフィールドが広がるゲームには、ひとつの噂があった。

　曰く、ログアウトできない人間がいる。

　曰く、ゲーム中に死亡すると死んでしまうプレイヤーがいる。

　多くのプレイヤーはそれを都市伝説であると一笑に付し、今日も楽しくゲームを楽しんでいる。

　だが、その噂は本当だったのだ。




●ステージ規範

　ロストエデンの規範は以下の五つである。




１：このステージはネットワークゲームの中である。

２：ＰＣはゲームの中から出られない。

３：ゲームをクリアすれば現実への手がかりがつかめる。

４：ＰＣにとってこのゲームでの死亡は、現実世界での死を意味する。

５：普通どおりゲームからログアウトできる人間も存在する。




●ＰＣの立場

　このステージにおいて、ＰＣは全員プリズナーと呼ばれるキャラクターとなる。プリズナーとは、このゲームからログアウトできなくなってしまったキャラクターのことだ。

　プリズナーはこのゲームから外に出るために今も活動を続けている。一説にはゲームの最終ステージをクリアすればよいとされているが、それも定かではない。なお、プリズナーの中でゲームから脱出できたものは存在しないらしい。

[image: ]




●ステージの特徴

　ここでは、ロストエデンの中で特徴的な組織やキャラクター、立場などを説明する。




▼オーキィ

　このゲームに参加しているキャラクター全員のこと。もちろんＰＣもオーキィのひとりである。

　なおオーキィ全員がプリズナーというわけではない。大多数のオーキィは普通にゲームを楽しんでいるものたちであり、プリズナーのことはまったく知らないか、一種の都市伝説だと思っている。




▼ツインクロック

　ＭＭＯＲＰＧ〝ダブルクロス〟を運営している団体。その規模、組織形態、構成員その一切を公開していない。




▼システムキャラクター

　通称ＳＣ。オーキィではなく、システムが作り上げたキャラクターのこと。ただしＳＣの中には自我らしきものを持ち、こちらの発言や行動に対し反応を返すものもいる。なぜこのようなキャラクターが存在するのかはわかっていない。




▼管理者

　このＭＭＯＲＰＧを運営する人間が直接操っている（といわれている）キャラクターのこと。ほとんど見かけられず、バグをつぶす、システムのチェックをするなど、なんらかの目的を持って登場することがほとんどである。




●ジャーム

　ロストエデンでは、プリズナーの中で現実への希望を失ってしまったキャラクターをジャームとして扱う。ジャームとなったキャラクターは、他のプリズナーを狩る、オーキィを支配するなど、望むままに行動することが多い。







　　　あとがき




『ＤＸ２』の楽しさはどこにあるか？　と尋ねられた時、よくこう答えます。

　───ロイスを中心とした人間関係である。

　これはつまり言い換えれば、『ＤＸ２』の舞台はメインである現代日本でなくとも、人間関係さえあれば十分に楽しめるということです。

　それが、『ＤＸ２』の追加ステージに平安京やＭＭＯＲＰＧを入れようという出発点でした。





＊　　　＊　　　＊






　前書きに続いて、あいさつをさせていただきます。矢野俊策と申します。

　本書では、後半に掲載されている「True Word」の著者であり、『ＤＸ２』のゲームデザイナーです。




　前半の「京城月影抄」の著者は稲葉義明氏。ここでは、すこし稲葉氏について紹介させていただきたいと思います。

　稲葉氏は主に『トーキョーＮ◎ＶＡ』、『Brade of Arcana』シリーズ（双方ともエンターブレイン刊）の世界設定やパーソナリティーズ、リプレイを担当、他には『Truth in Fantasy』シリーズ（新紀元社）の『プリンセス』、『剣の乙女』など、精力的に活動しているライターであります。

　また、氏はＴＲＰＧユーザーとしての経験も非常に深く、在米経験から来る英語力を活かして『ＡＤ＆Ｄ』の『モンスター・コンペンディウム』をひとりで翻訳したという実績があります。

　氏の教養の深さ、圧倒的な筆力は本編を見ていただければわかる通りです。興味があれば、是非他の著作物も手にとってください。そこには、「京城月影抄」とは違う、氏の世界が広がっていることでしょう。




　さて、話を『ＤＸ２』に戻します。

　最初に書いた通り、『ＤＸ２』の中核はロイスやタイタス───人間関係にあります。

　つまり人間関係が物語の中心にくる世界ならば、『ＤＸ２』のシステムはほぼそのまま機能します。それはきっと、本編を読んでいただけたのならば十分に理解していただけることと思います。

　では、少しだけ各ステージの思い出話を。




　平安京物怪録は、追加ステージという発想が出た当時から編集部内で是非やろうと盛り上がっていたネタでした。平安時代は日本の歴史の中でもっともファンタジーにあふれた時代のひとつです。武士が勢力を持ち始め、陰陽師や法師が力を持ち、妖あやかしが猛威を振るった時代。これを是非ＴＲＰＧで再現してみたかったわけです。




　ロストエデンは逆にいろいろ頭をひねったあとに出てきたアイデアでした。ＴＲＰＧという仮想現実の中にさらにヴァーチャルな世界を生み出すことに様々な問題もありましたが、ワークスや経験表などといったシステムの利用によって解決されました。今ではこの多重構造の中でしかできない遊び方もあると思っています。




　そして、『ＤＸ２』の可能性はこれだけではありません。

　物語の中心に人と人が存在すれば、まだまだ表現できる世界は存在します。

　だからこそ、是非みなさんにはいろんなステージで遊んでいただきたい。そして、是非あなただけのステージを作ってほしいと思います。世界を作る喜びは、また新しい感動をあなたにもたらしてくれるでしょう。

　では最後に。この本の製作に力を注いでくれたスタッフの全員、素晴らしいイラストをつけていただいたイラストレーターの方々、そしてリプレイを読んでいただいた皆さんに感謝を述べさせていただきます。




　本当にありがとうございました。

　これからもオリジンシリーズをはじめ、『ＤＸ２』はもっともっと展開して行きます。

　どうか、よろしくお願いいたします。








二〇〇六年　一月

矢野　俊策









「あなたのステージ」投稿募集!!




（有）Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．では、富士見書房から二〇〇六年十月の発売を目指して、『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』用サプリメント『ダブルクロス追加ステージ集（仮）』の製作をしています。

　このサプリメントでは、『ＤＸ２』の新たなステージを掲載、紹介する予定となっています。そこで、『ＤＸ２』を遊んでいる皆さんから、あなたの考えたステージ、そして既存ステージの追加要素を募集したいと思います。詳しくは以下のとおりとなります。




①追加ステージ

　既存ステージとは別の、あなたの考えたステージを送ってください。

②地域設定

　既存ステージの一部分をピックアップした設定を募集します。

③組織、パーソナリティーズ

　既存ステージに登場できる組織、パーソナリティーズを募集します。それぞれのフォーマットは『ＤＸ２』を見てください。




●投稿規定

　投稿規定は以下のとおりです。




①投稿されるデータには、次の情報を必ず明記してください。また、以下のデータを明記した書面は、必ず投稿データとは別に添付してください。次の情報が明記されていない投稿に関しては、投稿規定違反として採用いたしません。

・氏名／フリガナ（グループの場合は代表者名）

・ペンネーム／フリガナ（サプリメントに記載される名称）

・郵便番号

・住所（都道府県名からお願いします）

・電話番号（持っていない場合は必要ありません）

・ＧＦ会員番号（非会員の場合は必要ありません）

②投稿採用者の発表は該当するサプリメント上での発表を持って代えさせていただきます。

③投稿された内容、および権利のすべては、有限会社ファーイースト・アミューズメント・リサーチに帰属するものとします。また、投稿していただいた内容には弊社スタッフが修正や変更などを行なうことがあることをあらかじめご了承ください。

④投稿された内容は、サプリメントに掲載する以外にも、ゲーマーズ・フィールド誌上などで取り上げることがあります。

⑤投稿は返却しません。コピーが必要な場合は、各自でコピーを取っておいてください。

⑥各ファイルの拡張子はtxtとし、index.txtというファイルに①の氏名、ペンネームなどの情報を記入してください。またテキストファイル以外での投稿は受け付けておりません。




●応募〆切

二〇〇六年四月末日（必着）




●宛先

〒一〇一─〇〇二一

　　　　東京都千代田区外神田二─九─三　ユニオンビル工新八〇二

　　　　　　（有）ゲーム・フィールド『ダブルクロスステージ集』投稿係




　なお、メールでの投稿も受け付けます。詳しくは次のウェブページで確認してください。

ＦＥＡＲオンライン　http://www.fear.co.jp

※応募いただいた個人情報は、有限会社ファーイースト・アミューズメント・リサーチのサービス向上の参考資料に使用される場合がございます。あらかじめご了承ください。

※現在は募集を終了しております。



















ダブルクロス・リプレイ・ヴァリアント




消え去りし楽園








矢野俊策・稲葉義明／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．





富士見ドラゴンブック





令和3年7月20日　発行





ver.001





©FarEast Amusement Research Co.,Ltd.





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ドラゴンブック『ダブルクロス・リプレイ・ヴァリアント　消え去りし楽園』

平成18年2月25日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装幀者／岡村元夫












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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